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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第六十話　大だい巨きよ人じん東京に現あらわる







〈十月十二日──曇くもり〉





　俺おれと草くさ[image: ]なぎでは闘たたかいについての考え方が根こん本ぽん的てきに異ことなる。


　草[image: ]はＫファイトやバイパーズ・レイヴ等、衆しゆう目もくの集まる場所で闘うのを好このむ。闘っている姿すがたを人に見てもらいたくてしようがない質たちなのだろう。


　不ふ特とく定てい多た数すうの人間が見ている前で自分の強さを証しよう明めいすること──それは自分の存在を世に示しめすことに他ならない。それが草[image: ]にとっての闘うということだ。


　俺の場合は草[image: ]とは逆に人ひと目めのあるところでは闘いにくい。できれば闘っている姿は誰だれにも見せたくないとさえ思っている。


　俺にとっての闘いとはあくまで生き残るための手しゆ段だんにすぎない。戦せん闘とうを人目に晒さらすということはこちらの手の内がバレるということで、敵てきに対たい処しよ法ほうを教えることになる。


　それ故ゆえに戦闘に要ようする時間は短ければ短いほどいい。


　そう──せいぜい三分間が限度だ。





　　　　一





「──さて、そろそろ始めて構かまわんかな？」


　月曜の昼休み──視し聴ちよう覚かく室しつに集まったＤＤＦ（大だい門もん防ぼう衛えい隊たい）の面めん々めんの顔を見回しながら、ドクター村むら雨さめはリモコンでプロジェクターを操そう作さした。


　最初にスクリーンに表ひよう示じされたのは中年男性の顔写真である。証しよう明めい写真のような正しよう面めん顔のアップだ。


「この男は一昨日おととい、ソルバニアから送り込まれた魔ま素そを浴あびて怪かい物ぶつ化かしたサラリーマンじゃ。精せい密みつ検けん査さをしてみたが肉体的には変身の痕こん跡せきは発見できんかった。魔素を浴びて以い降こうの記き憶おくはスッポリ抜ぬけているため〈封ふう魔ま柱ちゆう〉が出しゆつ現げんした正確な時間や位い置ちまでは特とく定ていできんが、彼の行動範はん囲いからして豊と島しま区く近きん辺ぺんと思われる」


「それでは何も分からんのと同じではないかね」


「もちろん分かったこともある」


　藤とう堂どう校長の指し摘てきにも動どうじる様よう子すもなく村雨は続けた。画像が切り替かわり、ロールケーキに似にた形をした美しい模も様ようの殻からを持つ貝の写真が表示される。


「ごく平へい凡ぼんなサラリーマンがイモガイをモチーフにした怪物に変身した理由については判はん明めいした。彼は子供の頃ころからの貝殻のコレクターで、小学生の時分に生きているイモガイをそれと知らずに捕つかまえようとして毒どくの銛もりで刺さされた経けい験けんがあるという」


「つまりその印いん象しようが強かったから……ということかね？」


「これは推すい測そくになるが、彼の中での『強い生き物』のイメージがイモガイだったということかもしれん。『理想の自分』の象しよう徴ちようとも言えるかの」


「理想的な自分の姿が貝ってわけ？」


　一番前の席で腕うで組ぐみして説明を聞いている御み剣つるぎ涼りよう子こが口を開ひらいた。


「それって何だか……ショボくない？」


「そのショボイ相手にすらＤＤＦの諸しよ君くんは手も足も出んかったわけじゃが」


　痛いところを突つかれた涼子は口をへの字に結むすんで机つくえに頰ほお杖づえをついた。


「でも、そんなの後から分かったところで対たい策さくの立てようがないじゃない」


「地球の生物がモチーフなら能のう力りよくの予よ測そくが立てやすかろう。逆に今回のものがレアなケースという可能性もあるが、ベースが人間であればそうそうデタラメなモンスターにはならんじゃろうよ」


　人間に魔素が憑ひよう依いして怪物に変身するパターンは真まな鶴づるでのフライング・シーマンズと〈Ｖ１─エクストリーム〉のブラック・ノヴァ１号２号の件があり、どちらも村雨に報告してあった。それらのケースでは変身後の姿が地球上の生物に似ていたことを考こう慮りよすれば村雨の説もあながち当あて推ずい量りようとは言いい難がたい。しかしこの間の涼子が数十回殺されかけた獣けものだか昆こん虫ちゆうだか判はん然ぜんとしない怪物のようにモチーフもへったくれもないキメラの例れいもある。たまたま前回がそうだったというだけで当てにできる分ぶん析せきではなかった。


「質問──というか提てい案あんなんですが」


　大だい作さくが挙きよ手しゆして発言した。


「ソルバニアから送り込まれてくる魔素を浴びて人間が変身したモンスターのことですけど……魔ま獣じゆうだの怪物だの化ばけ物ものだのと適てき当とうに呼よんでますが、そろそろ固こ有ゆうの呼び名を付けてはどうでしょう？」


「ふむ。例たとえば〈憑ひよう魔ま獣じゆう〉とかかね」


「そういうベタなのじゃなくてカッコいい感じで」


「では……そうだな。『ソルバニアから次じ元げんを超こえて廃はい棄きされた魔力と人間の合がつ体たいにより誕たん生じようする怪物』を適てき当とうな英語に翻ほん訳やくしてその頭かしら文も字じを並べてＳ．Ｏ．Ｄ．Ｏ．Ｍ──〈ソドム〉とでも呼ぶか？」


　おおっ、と後ろの方の席で見学している生せい徒とたちの間から声がもれた。報告会はオープンなので誰だれが見学してもいいことになっている。


「それってソルバニアのＳとモンスターのＭから咄とつ嗟さに思いつきましたね？」


「ディメンションのＤも入っとるぞ。いかにも諸君ら好ごのみそうじゃろ。ワシの趣しゆ味みではないがな。まあ呼び名については後ほど検けん討とうしよう」


　画像が切り替かわり、アンティークの懐かい中ちゆう時ど計けいのような物の三面写真が表示される。文も字じ盤ばんと針はりの組み合わせが見み慣なれた時計のそれとはまったく異ことなっていた。


「これは東ひがし方かた流りゆう玄げんからもたらされたイロージョン・メーター──〈侵しん蝕しよく率りつ計けい測そく器き〉じゃ。御剣君から預あずかって詳くわしく分析してみた。まず基き本ほん構こう造ぞうじゃが、極ごく初しよ期きのゼンマイ式懐中時計と共通する部分が多い」


　画像が透とう視し図ずに替わった。内部には小さな歯は車ぐるまや振ふり子のような部品がぎっしりと詰つまっている。


「奇き妙みようなのはこれらの機き械かい部分と針の動きが連れん動どうしているわけではないということじゃ。ダミーとも考えられるが理由が分からん。二本の針はゼンマイ状のパーツと、内部に液えき体たいが入っていると思われるシリンダーに直ちよつ結けつしているが、これらを構成する物ぶつ質しつについては不明じゃ。分解してみたいが復ふく元げんできる保ほ証しようがないのでな」


「中身はいい。問題は機き能のうだろう。そのイロージョン・メーターは具ぐ体たい的てきに何を計測する機械なのかね？」


「諸君らのレベルに合わせるなら『魔素の濃のう度ど』と言ってしまって構かまわんのだが、侵蝕率という単語が引っかかるな。額がく面めん通どおりに解かい釈しやくするなら、魔素の濃度が高いとこちらの世界が魔ま界かいに侵蝕されるのかもしれん。そもそも魔素が粒りゆう子しとも限らんが」


「その計器でソルバニアから送り込まれてきた魔素をキャッチできるというわけか。それで有ゆう効こう範はん囲いはどれくらいかね？」


「それがよく分からんのじゃよ。車に積つんで都内を一周してみたが針がピクリとも反はん応のうせん。後から分かったことだが、このイロメーターは人間が触ふれていないと機能しないらしい。人体そのものがアンテナの役やく割わりをするのか、あるいは魔素に対する人体の反応を表示する計器なのかもしれん。ダウジングの一種とも考えられるが……」


「──よっしゃ、決まった！」


　カレーパンと焼きそばパンとあんパンとメロンパンを完かん食しよくした静しず馬まが、やにわに立ち上がって大声を張り上げた。涼子が迷めい惑わくそうな顔をしただけで構う気け配はいがないのを見て、大作は仕し方かたなく質問した。


「何が決まったんです？」


「怪かい獣じゆうの呼び名や！　このオレがたった今、バッチリのんを思いついたで」


「……伺うかがいましょう」


「名な付づけて〈イロージョン・モンスター〉！　どや？」


「────」


　視聴覚室の雰ふん囲い気きがひどく白しらけたものになった。全員が全員『ふう～ん……？』と何の感動もない緩ゆるんだ表情で静馬を見る。


　完全にスベった空気の中、涼子は頰ほお杖づえをついたまま、静馬を横目で冷ひややかに見み遣やりながらうざったそうに口を開いた。


「略りやくしてイロモンってわけね。それってあんたのことでしょ？」


「アホ、オチを先に言うやつがあるか!!」


　涼子の突つっ込こみでギャグだと把は握あくした生徒たちはようやく笑えみを浮うかべた。受けたからではなく、いつも通りの二人のやりとりに安あん堵どしたからだ。


「静馬さん、もう少し強そうかつ悪そうな名前の方がいいですよ。イロモン相手に負まけたってことになると何だかみっともない感じですし」


「誰が負けたやと!?」


「あんたよ、あんた！　毒どく食らって頭から食われたくせに」


「ホンマやったらあそこから華か麗れいに大だい逆ぎやく転てんするはずやったんや！　それをあの出しゃばりの目め立だちたがりのいらんことしいが余よ計けいな真ま似ねしくさったおかげで──」


「そのおかげで今もこうしてピンピンしとるわけじゃが」


　村雨の冷れい静せいな指し摘てきに静馬以外の全員が納なつ得とくした。


「とりあえず間を取って〈ソロモン〉あたりでどうでしょう？」


「お前のそういうどっちつかずのところがアカンのや！」


「そうですか？　僕ぼくの数ある美び点てんのひとつだと思ってるんですけど……」


「それで結論としてはどうなのかね？　イロメーターは使い物になるのか？」


　静馬に自由な発言を許ゆるしておくと際さい限げんなく脱だつ線せんしていくことに気き付づいた藤堂が強ごう引いんに話を本ほん筋すじに引き戻もどす。しかし村雨の表情はいまひとつ冴さえなかった。


「どこまで役に立つかは正しよう直じき未み知ち数すうじゃな。しかし、これをもたらした人物が東方流玄であることを考慮すれば信用して使ってみるしかあるまい。ひとまずこれは返しておこう」


　村雨はイロメーターの入った革かわ袋ぶくろを涼子の目の前に置いた。涼子はそれには手を伸のばさず、複ふく雑ざつな表情で村雨をにらむ。


「なんであたしに返すのよ？」


「東方流玄が君きみに渡したということは、それは君が持っているべきということじゃろ？」
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「どうしてそういう理り屈くつになるわけ!?」


「東方流玄が文字通りの仙せん人にんで、おそらくは〈覚醒者アートマン〉だからじゃよ。そして君の話が確かなら、彼は〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手てを育てている。南な雲ぐも君や草[image: ]君と同どう様ようにな」


「ほお～～～ん」


　まるで興きよう味みなさそうな静馬の反応を見て、涼子は唇くちびるを尖とがらせる。


「呑のん気きにしてんじゃないわよ。あんたの師し匠しようがいま〈神威の拳〉を教えてる相手って、氷ひ室むろ那な智ちなのよ!?」


「ガリ勉がオレの弟おとうと弟で子しか。まあ別に構へんやろ」


「構いなさいよ。あいつはあんたを倒たおすために〈神威の拳〉をマスターしようとしてるのよ？　だいたいあんたがバイパーズのトップに立ててるのって〈神威の拳〉が使えるっていう一点だけじゃない」


「何やと？　まるでオレだけ反はん則そくしてるみたいやないか！」


「似にたようなもんよ」


「人間にもともと備そなわってる力使つこて何が反則や！」


　静馬の言い分は〈神威の拳〉を特別な力だと思っていない人間の弁べんだった。小学生の頃ころに流玄から〈神威の拳〉の手て解ほどきを受けた静馬からすれば使えて当たり前の身しん体たい能のう力りよくなのだろう。


「あんたの足たりない頭でも考えりゃ分かるでしょ？　他のバイパーズまで〈神威の拳〉を使えるようになったらどうなると思う？」


「条件が同じになって遠えん慮りよなしに本気でやり合あえるっちゅうことやろが。何の問題もあれへん。むしろウェルカムやんけ」


「この間の大会じゃ素の氷室那智にボコボコにされてたくせに」


「誰がボコボコやねん!?」


「あんたよあんた！　あのリングにまともなレフェリーがいたら完全にＫＯ判はん定ていだったわよ!?」


「記き憶おくにございませんな」


「記憶が飛ぶくらいやられたからよ！」


　政治家のようなしれっとした答とう弁べんに涼子は猛もう烈れつな勢いきおいで突っ込んだが、静馬の方は意いに介かいする様子もない。


　二人のやりとりを横目に、村雨は大作に顔を寄よせて問といかけた。


「ところで〈神威の拳〉が〈覚醒者アートマン〉を養よう成せいするためのプログラムかもしれんというワシの説は彼に話したのかね？」


「一応話はしてみましたけど、静馬さんは拝おがみ暁人あきひとの件は知りませんし〈覚醒者アートマン〉と聞いてもピンとこないみたいで……『そんなんいちいち気にしてケンカしてられるか』だそうです」


「なるほど。言っていることは南雲君と変わらんが」


「南雲先生は何と？」


「『全ぜん自じ動どうで勝かつ手てに動くものをどうしようもない』とな」


「なんか無む責せき任にんじゃないですか？　その言い方」


「覚かく醒せい中ちゆうは無む我がの境きよう地ちにある。責任能力がないと言えばその通りじゃからな」


「酔よっぱらいの言い訳わけじゃあるまいし……って、そういえば本人は？」


　大作は視聴覚室を見回したが慶けい一いち郎ろうの姿はない。


「南雲君なら今ごろ愛あい妻さい弁べん当とうでも食っとるんじゃろ」


「そんなことでいいんですか!?」


「彼はＤＤＦには所しよ属ぞくしていない。一いつ介かいの用よう務む員いんじゃからな」


「主しゆ戦せん力りよくが組そ織しきの外にある防ぼう衛えい隊たいって存そん在ざい意い義ぎがあるんでしょうか……」


「なあに、情報収しゆう集しゆうと分ぶん析せきこそが我われ々われの本ほん分ぶんじゃよ」


　村雨は教きよう壇だんに戻もどり、窓まど際ぎわの生徒にブラインドを上げるように指し示じした。


「さて、ワシからの報告はこんなところじゃ。他のデータは資し料りようにまとめて配はい布ふする。諸君らの方からは何かあるかね？」


「はい！」


　眼鏡めがねをかけた女子生徒が挙きよ手しゆした。


「二年Ｂ組の殿との村むらです。今け朝さ気き付づいたことなんですが──実際に気付いたのは私じゃなくてこの子なんですけど」


　殿村は隣となりに座すわっているキャンディの包つつみみたいな髪かみをした小こ柄がらな女子を指さし、


「レイハが起きるのは登校してきた生徒が一いつ定ていの数を超こえた時ですよね？」


「うむ。平へい均きんして二百七十人前後じゃな」


「レイハが目を覚さます時に時計の文も字じ盤ばんが光ってサインが出るんですが、ほんの数秒のことなんで、実際に見たのは今日が初めてだったんです。それで……」


　キャンディ頭の女子が殿村に促うながされて起き立りつし、手に持った雑ざつ誌しを開いて頭ず上じように掲かかげて上うわずったキンキン声で訴うつたえた。


「あれは《蛇へび遣つかい座ざ》のシンボルマークです！」


「似ているのかね？」


　二人が前に出て、黒板に『Ｕ』と『[image: ]』が組み合わさった記き号ごうを書いた。


「黄こう道どう十二星せい座ざに新あらたに加くわわるの加わらないのと最近話題の《蛇遣い座》のシンボルがこれです」


「ふむ……なかなか面おも白しろい」


　村雨は資料をまとめたファイルを開き、時計の文字盤に現あらわれる紋もん章しようのスケッチと星座のシンボルを見み比くらべる。


「偶ぐう然ぜんの一いつ致ちと見るのが順じゆん当とうじゃが、仮かりに同じものだとするとそれはそれで解かい釈しやくが難むずかしい問題になるな」


「彼女レイハに直接問い質ただしてみては？」


「うむ。では後で質問してみよう」


「いやいやいやいや！　むしろ今すぐ訊きくべきでしょう!!」


　呼ばれてもいないのに参加している一部の男子生徒たちが騒さわぎ始めた。


「今こそ魔ま女じよっ子こ降こう臨りんの時！」


「キャモォ～～ン、レイハ！」


　唐とう突とつに始まる手て拍びよう子し。ブラインドは上がっているのに教室内が急に真まっ暗くらになったかと思うと、スポットライトが天てん井じよう近くを照てらした。


　その光に照らし出されたのは、ブランコに腰こし掛かけた少女だった。天井の存在を無む視しして出しゆつ現げんしたブランコはいかなる動力によるものか音もなくするすると下がってきて、少女は教壇に──正確にはついさっきまで教壇だったステージに降おり立った。


　リクエストに応おうじて現れたレイハはいつもの巫み女こ風ふう衣い装しようではなかった。コルセット付きの黒いワンピースに、白黒ボーダーのオーバーニーソックスと厚あつ底ぞこの編あみ上げブーツの組み合わせというゴスロリパンク風の出いで立ちである。黒レースの袖そでの袂たもとが長く、その部分にだけ着き物もの風のテイストが残っている。


　銀色の髪は爆ばく発はつしたように逆さか立だち、顔の左半分に蛇のタトゥー（ペイント？）が施ほどこされている。シルバーのアクセサリーはすべて《とぐろを巻まく蛇》のデザインだ。


　レイハは袖の中から邪じや悪あくなデザインのステッキを取り出し、先せん端たんに付いた銀色のドクロを口元に持ってきた。どうやらマイクになっているらしい。


『あーゆーれでー？』


「イエエエエェ──ス！」


『おーけー。ひや・うい・ごー』


　スピーカーから電でん子し音おんの前ぜん奏そうが鳴なり響ひびいた。テクノミュージックの黎れい明めい期きを彷ほう彿ふつとさせるシンセサイザー丸出しの無む機き質しつなビート。どこからか現れたミラーボールがキラキラと輝かがやき、視し聴ちよう覚かく室しつをコンサートホールに変える。


　人差し指を立てた右手をメトロノームのように振ふりながら、レイハは歌い始めた。







♪ワ・タ・シ・は　魔女っ子レイハ


　魔ま界かいから来た逃とう亡ぼう者しや







　正せい確かく無む比ひのトーンだが声の伸のびや抑揚が一いつ切さいなく、まるで新聞の活かつ字じを切り抜ぬいて作った脅きよう迫はく文ぶんのような歌声だった。







♪ア・ナ・タ・の　お願い聞かせてほしい


　けれどワタシは　イクサノミコ


　得とく意いの魔法で　ミンナの夢を叶かなえたいケド


　正せい義ぎと悪との識しき別べつ不ふ可か能のう


　うっかり地球全土を　核かくの炎ほのおで焼き尽つくしかけた


　コ・ト・モ・ア・ル


　だけどドンマイ







　テクノポップ風の歌か謡よう曲きよくと思いきや歌か詞しは聞き流せない内容をはらんでいる。


　サビに入るとレイハのマリオネットダンスは激はげしさを増ました。フィギュアスケートばりにターンして見せるが、どう見ても重じゆう力りよくの作さ用ようを無視した運動である。







♪デジタル　マジカル　ワンダフル


　ミラクル　オラクル　アーティフィシャル


　ア・ナ・タの　夢を教えてよ


　ただしフールプルーフは保ほ証しよう外がい


　無謀レツクレスなお願い叶えたら


　地球は地球は大・ピ・ン・チ


　それでもドンウォーリー


　テリブル　パワフル　サーヴァント


　ア・イ・ツが　どうにかしてくれる







「結局他人任まかせなんかい!!」


　静馬のツッコミを完全に無視してレイハは最後まで歌いきった。ペコリと一いち礼れいすると、再ふたたびブランコに乗って天井に消えていく。


「今のは……何かね？」


「我われ々われ《魔女っ子品ひん質しつ向こう上じよう委い員いん会かい》のプロデュースによるものです！」


「いつの間にそんな団だん体たいが!?」


「レイハが地球に来て早そう々そうだろ。たぶん」


「にしても彼女は何を頼たのまれても断ことわらんな」


「そう歌ってるし」


「あの歌詞はみんなの考えを拾ひろって自じ動どう生せい成せいしてるんですよ。メロディも即そつ興きようです」


「それであのクオリティ？　スゲーじゃん！」


「──しまった！」


　村雨が自分の額ひたいをぴしゃりと叩たたいた。


「シンボルのことを訊ききそびれたぞ」


「ああ、そういえば……」


　全員が思い出したが、魔女っ子アイドル乱らん入にゆうのインパクトの前にはもはや些さ細さいな問題でしかなかった。


　この日の報告会は、今後の方ほう針しんについての打ち合わせもそこそこに解かい散さんとなった。





　　　　二





　水曜日──


「涼子、後でちょっと部室まで顔出してくれない？」


　昼休みの学がく食しよく。食しよつ券けんの自じ販はん機きの列に並んでいる涼子に声をかけてきたのは三年生の後ご藤とう史し織おりだった。涼子ほどではないがすらりと背が高く、ベリーショートの髪にツーポイントの眼鏡めがねがよく似に合あう聡そう明めいな美人だ。


　演えん劇げき部ぶの部長である史織が涼子を誘さそう理由といえばおおよそ察さつしがつく。涼子は二つ返事で了りよう承しようすると、手早く昼食を済すませて文化系のサークル棟とうに向かった。


　演劇部の部室で涼子を待っていたのは史織をはじめとする顔かお馴な染じみの部員たちと、文ぶん芸げい部ぶ所しよ属ぞくながら脚きやく本ほんを提てい供きようしている伊い福ふく部べ吉よし光みつだった。


　その顔触ぶれを見回して、涼子はおずおずと訊たずねた。


「……やるんですか？」


「やるに決まっている！」


　伊福部はしゃちほこ張ばって答えると、コピー紙を綴とじた冊さつ子しを涼子の目の前に突き出した。表紙には『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう／月つ隠ごもりの剣けん（仮題）』とある。『月華の用心棒』は伊福部が涼子の主演を想定して書き続けているシリーズで、これはその最新作の初しよ稿こうだった。昨年の学園祭と三月の卒そつ業ぎよう記念公演に続く三作目ということになる。


「当然演やってくれるわよね？　女用心棒シリーズは涼子じゃないとサマにならないし」


「それはいいんですけど……そもそも学園祭自じ体たい、やるんですか？　異い世せ界かいから魔女っ子は来るわ、怪獣は迎むかえ撃うたなきゃなんないわで学祭どころじゃないと思うんですけど」


「その考えは甘あまいな。甘すぎる！　ソースウィ～～ト！」


　相変わらず高すぎるテンションで伊福部が力りき説せつした。


「魔女っ子がいるからこそむしろ学園祭は必ず開かい催さいされるはずだ。なぜなら、彼女の力を借かりれば通つう常じようの学園祭の予算や規き模ぼでは実現不可能なレベルのアトラクションが易やす々やすと作れてしまうからだ！」


「え～と……いまいちピンと来ないんですけど」


　首をひねる涼子に、史織は苦笑を浮うかべて補ほ足そくした。


「伊福部君くんが持ってきたアイデアなんだけど、今度の学祭公演はライブ劇げき場じよう方ほう式しきでやろうっていうのよ」


「ライブ劇場……って？」


「舞ぶ台たいという限げん定ていされた空間じゃなくて日常空間で芝しば居いをするわけ。路ろ上じよう演劇なんかはわりとポピュラーよね。具体的には学校の敷しき地ち内を移い動どうしながらの公演になるわね」


「舞台を飛び出して外で──」


　確かに面おも白しろいアイデアで、史織は乗のり気きらしいが、涼子自身は諸もろ手てを挙あげて賛さん成せいする気分にはなれなかった。時代劇は雰ふん囲い気き作りが重要で、ライブで演じるとなるとまず背はい景けいは用意できない。衣い装しようと小こ道どう具ぐで演出するしかないが、学園祭となると文字通りの全校あげてのお祭り騒さわぎであり相そう当とうにカオスな状じよう況きようになるだろう。映えい画が村むらのように丸ごと江戸時代の街まち並なみを再現したセットの中ならまだしも、現代の高校生が大おお勢ぜいいる中に混まじって芝居ができる自信はなかった。


「心しん・配ぱい・御ご・無む・用よう！」


　涼子の冴さえない顔色を見た伊福部は機き先せんを制せいして言い放はなった。


「現代劇ならまだしも、時代劇をライブでやるにはセットや衣装が圧あつ倒とう的てきに足たりないと言いたいのだろう？　そこで魔法の力を借りることにした──これを見よ！」


　伊福部が上うわ着ぎのポケットから取り出し、高たか々だかと頭ず上じように掲かかげたのはタバコの箱はこよりも二ふた回まわりほど大きい四し角かくい缶かんだった。缶の表面には色とりどりのフルーツのイラストが描えがかれ、商品名は《レイハ式幻げん想そうドロップ》とある。


「これは僕がレイハに頼たのんで出してもらったマジックアイテムだ。これを食べると頭の中で想像した映えい像ぞうを周囲に投とう影えいすることができる」


「またそんな危き険けんな代しろ物ものを──」


　効果はともかく、形けい態たいが食品というだけで涼子は悪お寒かんをおぼえた。


「何でまた食べ物なの？　あたし、その手のアイテムには懲こりてるんですけど」


「その点は大だい丈じよう夫ぶだ。毒どく見みはすでに我われ々われが済すませてある。まずは一ひと粒つぶ食べてみたまえ」


　伊福部が丸い蓋ふたを開けて缶を傾かたむけると、赤い飴あめ玉だまが涼子の掌てのひらの上にコロンとこぼれ落ちた。楕だ円えん形けいで粉こな砂ざ糖とうがまぶしてある、一見して何の変へん哲てつもないドロップだ。意を決して口に含ふくんでみると、意外にも普通のイチゴ味の飴とまったく同じ味がした。


「そのドロップは見た目から想像できる味がするようにプログラムされている。記き憶おくの中にある味を再さい現げんしているだけだから新しん鮮せん味みはないがね。しかし問題は味じゃない」


「涼子、これを見て」


　史織がスケッチブックを開いて衣装のデザインを見せた。藍あい色いろの地に、袂たもとや袴はかまの裾すそに燃もえ盛さかる真しん紅くの炎ほのおがデザインされたド派は手でな着物である。


「女用心棒シリーズ恒こう例れいの、ラストの大おお立たち回まわり用衣装のラフよ」


「最さい終しゆうシークエンスでは炎に包つつまれた屋や敷しきの中での大決けつ闘とうになる」


　涼子は脚本のページをめくって各シーンの要よう点てんをまとめた箱はこ書がきに目を通とおした。


　女用心棒シリーズの筋書きはそう複ふく雑ざつではない。涼子の演えん技ぎ力りよくでは繊せん細さいな芝居を要求されても無理ということもあるが、演技派揃ぞろいの演劇部の普ふ段だんの公演とは打って変わってエンターテインメント性を前面に押し出しており、基本的には派は手でな立ち回りのシーンを数珠じゆず繫つなぎにした単純な構こう成せいになっている。


　冒頭は旅の一いつ行こうが街かい道どう上で野や盗とうに襲しゆう撃げきされるシーンから始まる。偶ぐう然ぜんにその場に居い合あわせた無む名めいの剣けん客かく（涼子）が助すけ太だ刀ちに入って一行の窮きゆう地ちを救う。一行の中心人物らしい身分卑いやしからざる身なりの娘むすめから名を問とわれた剣客は、月のない夜空を見上げて『月つ隠ごもり無む明みよう之の介すけ』と名な乗のる。月を見上げての名乗りはお約やく束そくのシーンだ。ちなみに一作目はミカヅキ、二作目ではイザヨイと名乗っている。


　同行を依い頼らいされた無明之介は、娘の素す性じようを訝いぶかしみつつも江戸まで用心棒として随ずい伴はんすることになる。


　第だい二に幕まく以い降こう、野盗が実は偽ぎ装そうした忍にん者じや軍ぐん団だんだったり、娘が高こう貴きな血ち筋すじで訳わけありの人物だったり、某ぼう藩はんの江戸屋や敷しきに身を寄せたはいいが敵てき側の内ない通つう者しやによって居い所どころを知られて屋敷の中で暗あん殺さつされかけたりする一方、その某藩とは実は無明之介の出しゆつ身しん地ちで、江戸屋敷に勤つとめている者の中にかつての知人がいるなど主人公の秘ひめられた過か去こに迫せまる興きよう味み深ぶかいエピソードが盛もり込まれていた。


　後半部分は未み定ていらしく、箱書きには大まかなストーリーの流れと挿そう入にゆうされるエピソード、状況設定等が羅ら列れつされている。殺た陣てのアイデアだけを取っても学園祭の舞台に収おさまるスケールではなかった。最後の燃え盛さかる武ぶ家け屋敷の中での立ち回りなどはどう演出するつもりなのか。


　しかし涼子はそれらの心配を他よ所そに新作のストーリーに引き込まれた。限かぎられた舞台という枠わくから飛び出し縦じゆう横おう無む尽じんに展てん開かいする伊福部のプロットに興こう奮ふんした涼子は、自分の周囲に起きている異い変へんにしばらく気き付づかなかった。


「涼子！　ちょっと……ほら、涼子ってば！」


「…………はい？」


　急せかす史織の声に顔を上げた涼子はギョッとなった。脚本に夢む中ちゆうになっていたほんの二分足たらずの間に、史織をはじめとする演劇部員全員が時代劇の衣い装しように着き替がえていたからだ。


　史織は矢や絣がすり柄がらの着き物もの姿すがたに高たか島しま田だのかつらを被かぶっている。伊福部の方はインチキ蘭らん学がく者しやとでもいったような衣装で、博はく物ぶつ館かんに置いてあるような木きの板いたで出で来きたフレームのメガネをかけていた。


「なんでいきなり着替えてるんですか？　まさか今から稽けい古こしようってんじゃ──」


「自分の格かつ好こうを見てから言ってよね」
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　史織に指し摘てきされて初めて、涼子は自分が女用心棒の──しかも最さい終しゆう決けつ戦せん仕し様ようのド派は手でな衣装を着ていることに気付いた。腰こしには朱しゆ鞘ざやの日に本ほん刀とうまで差さしている。


「こ、これは……あたしが脚本に夢中になってる間に着替えさせましたね!?」


「そんなわけないでしょ！」


「いかなる早はや着替えの技ぎ法ほうをもってしてもさすがに本人に気付かれずにやるのは不ふ可か能のうだろう。常じよう識しき的に考えれば魔法によるものだと分かりそうなものだが……」


「いつから魔法が常識に含ふくまれるようになったんですか」


　伊福部の台詞せりふの異い常じようさに突っ込んでから、ようやく涼子は現状を理り解かいした。


「これが魔法で……？」


「いかにもこれが《レイハ式幻想ドロップ》の効こう果かだ。食べた本人のイマジネーションを周囲に投とう影えいする！　時代劇といっても我々が試ためした時はぼんやりした映えい像ぞうにしかならなかったが、さすがは御剣君だ。見たまえこの質しつ感かん！　この圧あつ倒とう的てきなリアリティ！」


　涼子は衣装の袖そでを持ち上げてみたが、どこからどう見ても本物としか思えない。否いな、生き地じの高級感や縫ほう製せいの見み事ごとさからして素人しろうとの手作りでは不可能なクオリティである。そういう意味では本物以上と言えた。


　変化したのは衣装だけではなく、部室の内部も畳たたみ敷じきの和わ室しつに変わっていた。外から騒さわがしい声が聞こえてくるのでドアの方を振り向くと、やはりと言うべきか障しよう子じ戸になっている。手を伸のばして触ふれると感かん触しよくは元のままで、手て探さぐりでドアノブを探さがし当てた涼子はドアを押し開けて外に出た。


　部室棟とうは長なが屋やに変わっていた。異い常じよう事じ態たいに慌あわてふためく生徒たちは皆みな江戸の庶しよ民みんの格好である。校こう舎しやの一部が石いし垣がきに変化しているが、目もく測そくで二十メートルほど先からは元のままだった。時代劇空間化の魔法の効果範はん囲いはそこまでらしい。涼子に続いて部室から出てきた伊福部は幻想ドロップの効果を確認して満まん足ぞくげに頷うなずいた。


「ククク……必要にして充じゆう分ぶんな性せい能のうだ！　ドクター村雨は科か学がく者しやの態たい度どとして魔法の効果が現実のものか、それとも脳のうが見ている幻げん影えいかを区く別べつしたがるが、そんなことは我々にとっては問題ではない！　むしろイリュージョンであることにこそ意い義ぎがあるのだ!!」


「要ようするにこれって全部マボロシ？」


「リアルタイムに合ごう成せいされるＳＦＸのようなものだ。物ぶつ質しつ生せい成せいでは必要な魔力や演えん算ざん能のう力りよくの負ふ担たんが膨ぼう大だいなものになるし、何より危き険けんが大きいからな」


「ふう～ん……」


　涼子は腰に差した刀かたなの鞘さやに左手を添そえた。感触はあると思えばある、ないと思えばないという微び妙みようなところだ。


　カキンッ。


　親指で鍔つばを押して鯉こい口ぐちを切る。きちんと手入れされた本物の日本刀であればほぼ無む音おんだが、テレビの時代劇の演出と同様に分かりやすい鍔鳴なりの効果音が聞こえた。


　居い合あいのように抜ばつ刀とうすると鋭するどい風かざ切きり音が鳴り、幻げん像ぞうだと分かっている伊福部と史織も反はん射しや的に身を退ひいた。


　涼子の目の前に、巻まき藁わらを十字に組んだ案か山か子しがバネ仕じ掛かけのように勢いきおいよく地面から生えてきた。


「──せぇい！」


　紫し電でん一いつ閃せん、涼子の振るった刀が案山子の胴どうを真ま一いち文もん字じに切せつ断だんした。鋭えい利りな断面を見せて案山子の上半分が吹ふっ飛ぶ。続いて現あらわれた二体の案山子も一息で斬きって捨すてた。


（こ、これは──）


　涼子は笑えみがこぼれそうになるのを我が慢まんしきれず頰ほおを引きつらせた。レイハのドロップは涼子の心しん象しようを忠ちゆう実じつに映像化し、想像した通りの手て応ごたえまで感じさせた。これはいわゆるごっこ遊びにおける妄もう想そうの具ぐ象しよう化かである。あまりにも思い描えがいた通りなのでどうしようもなく笑いがこみ上げてきてしまう。


　しかしその一方で涼子の心の中には警けい報ほうが鳴っていた。妄想の具象化はとてつもなく楽しく、他の魔法に比くらべれば人じん畜ちく無む害がいな方である。ドロップの存在が知れ渡れば校内に大だい流りゆう行こうするに違ちがいない。しかし誰だれもが好き勝かつ手てな妄想を周囲に投とう影えいし始めたならおそらくパニックは必ひつ至し──何よりこの手のアイテムを決して与あたえてはいけない危険人物に心こころ当あたりがあった。


　昼休み終しゆう了りようのチャイムが鳴り響ひびく。涼子は史織と伊福部に向き直ると声を殺ころして言った。


「魔法のドロップのことは学園祭まで秘ひ密みつにしておきましょう」


「当然そのつもりよ。演劇部の目め玉だまなんだから」


「よかった。ところでこのマボロシを消けすにはどうすれば？」


「口に含ふくんだドロップを出せばいい」


　伊福部の言葉を聞いて、涼子はとたんに険けわしい顔つきになった。


「どうかした？」


「それが……」


　涼子は口をモゴモゴさせた。舌した先さきで口の中を隅すみ々ずみまで探たん索さくして確認するが間ま違ちがいない。魔法のドロップは完全に行方ゆくえ不ふ明めいになっていた。思い返してみても溶とけてしまったわけではない。


「さっき驚おどろいた拍ひよう子しに飲み込んじゃったみたいなんですけど──」


「…………」


　史織と伊福部は眩まぶしそうに目を細めた。





　　　　☆





「ええ加か減げんにせんかぁ──い！」


　草[image: ]静馬の荒あら々あらしい怒ど声せいが教室中に響いた。机つくえを叩たたいて立ち上がるオーバーアクションだが、その相手は右みぎ隣どなりの席の涼子である。泰たい然ぜんと座すわっている涼子は静馬の方を横目でチラと見て、うるさそうに左耳を小指で穿ほじる。


「……いい加減にしろとは？」


「言わんでも分かるやろ。この状況や！」


　静馬は二年Ｂ組の教室内を指さした。その光景は現代の高校の教室ではなく、完全に寺てら子こ屋やと化していた。内ない装そうは日本家か屋おくのそれで、生徒たちも全員が和わ服ふくである。実際には椅い子すに座っているのだが膝ひざの高さに幻像の畳たたみ敷じきの床ゆかが広がっており、正せい座ざしている体ていになっている。


　教きよう壇だんの正面の席の神矢大作が愛あい想そ笑わらいを浮うかべて振り向いた。


「まあいいじゃないですか静馬さん。とくに害がいがあるわけじゃなし」


「そういうお前はそれでええんか!?」


　静馬の人差し指の延えん長ちよう線せん上じようには大作の頭があった。レイハ式ドロップの効果は周囲の人間の衣装だけでなく髪かみ型がたにまで及およぶ。大作の頭とう髪はつは前髪ともみあげと頭とう頂ちよう部ぶを残して綺き麗れいに剃そられていて、頭頂部の髪は紐ひもで結ゆわれていた。


　教壇に立っているやたら恰かつ幅ぷくのいい浪ろう人にん姿すがたの弥や永なが教きよう諭ゆが、しかつめらしい顔で大作に声をかける。


「──大だい五ご郎ろう！」


「ちゃん！」


　即そく答とうする大作。教壇と大作の机は何な故ぜか一いつ体たい化かして木製の乳う母ば車ぐるまになっている。


　大作がいくら子供っぽいとはいえ『子こ連づれ狼おおかみ』の大五郎役には無む理りがあったが、二人はこの役やくが気に入っていた。


「お前の大五郎はともかく、ヒゲダルマの拝おがみ一いつ刀とうには無む理りあるやろ！　そんな福ふく々ぶくしい公こう儀ぎ介かい錯しやく人にんがいてるか！」


「いったい何を怒おこってるんです？」


「見て分かるやろ！　オレだけ何かこう……差さ別べつされとるやんけ!!」


「具体的にどこがですか？」


「オレだけ白黒っておかしいやろ！」


　本人の主しゆ張ちようする通り、同じ時代劇の衣装といっても静馬一人だけが完全に周囲から浮いていた。


　静馬は大きな矢や絣がすり柄がらの入った丈たけの短い着物と軽かる衫さんを穿はき太た刀ちを肩かたに担かついでいる。髭ひげ面づらで全体的に薄うす汚よごれているが問題は衣装ではなく、頭の天辺の髷まげから足元の草鞋わらじまで全身がモノクロな点にあった。しかも古いフィルムの映像のようにノイズがかぶっている。


「カラーになる前の昔の映画なんですよ。ご存じありませんか？」


「そんなん分かるわけないやろ」


「菊きく千ち代よよ」


「!?」


　静馬の視線が涼子に戻もどされた。涼子の机には徳利とつくりと猪ちよ口こがあり、スルメをつまみに手て酌じやくで酒を飲んでいる。


「授業中に飲いん酒しゆて不ふ謹きん慎しんにもほどがあるやろが！　やりたい放題か!?」


「気分だけのフリよフリ。実物じゃないし」


　そう答えつつスルメを千ち切ぎってかじる。バーチャルなスルメには味も歯は応ごたえもないが、見た目だけはリアルだった。外見がスルメよりも現実味に欠かける状態の静馬は少し物もの欲ほしそうな目でスルメをチラ見しながら涼子に詰つめ寄よる。


「で？　菊千代て何や」


「菊千代って言えば『七人の侍さむらい』の菊千代に決まってるじゃない。あんたリアルタイムで観みてるでしょ？」


「アホ、物もの心ごころついた頃ころにはとうに総そう天てん然ねん色しよくやったわ！　一人だけ無む駄だに派は手でな格好しくさって……あｑｓｗでｆｒｇｔｈｙじゅきぉｐ」


「ええっ？　いま何て言ったんですか？」


　急に静馬の言葉が怪あやしくなったため大作が訝いぶかしんで聞き返す。弥永教諭はその現げん象しようの正しよう体たいを理り解かいしてかニヤリと笑った。


「ああ、いかにも黒くろ澤さわ映画だな。何かってーとセリフが聞き取りづらいんだ」


「セリフが聞き取られへんって最さい悪あくやんけ！　しょうもないエフェクトかけんな!!」


「たいして面おも白しろいことなんて言ってもないくせに」


「なんやとｗｘせｃｄｒｑうぇｒちゅいおあｓｄｆｇｈｊ！」


　ボケとツッコミの関係が普ふ段だんとは逆ぎやく転てんしている二人のやり取りを、クラスメートたちは興きよう味み深げに観かん察さつしている。


「草[image: ]、いいことを教えてやろうか」


　弥永教諭が訳わけ知しり顔で口を挟はさんだ。


「菊千代を演じた三み船ふね敏とし郎ろうはな、御剣の結婚したい俳はい優ゆう[image: ]１だぞ」


「マジでか!?」


　静馬は涼すずしい顔で猪口をあおっている涼子を凝ぎよう視しした。涼子の頰ほおにみるみる朱しゆがさしていくのは当然ながら酒のせいではない。


「はっは～ん、なるほどな」


「な……何がなるほどよ？」


「いや、ええねん」


　静馬はいやらしい笑えみを浮かべて首を振ふると、自分の席にどっかと腰こしをおろした。足を組み、だらしなく机に頰ほお杖づえをつきながら涼子の横顔を眺ながめる。


「……ま、別にそういうことやったら、このカッコのままおったってもええけど？」


　完全に上からの発はつ言げんである。自分の待たい遇ぐうが逆の意味で特別だと理解したからだ。


　眉まゆをひそめた涼子は徳利とつくりをつかんで直ちよくであおった。


「ったく……飲まなきゃやってらんないわよ！」


「その酒では酔よわれへんやろが」


　静馬の勝ち誇ほこった口ぶりにカチンときた涼子は、徳利を放ほうり投げて立ち上がった。


「分かったよ！　あんたにお似に合あいの衣い装しように着き替がえさせてやるから!!」


「そんなことできるんですか？」


　大作の疑問ももっともだった。基本的にこの現象は涼子の心しん象しようが外部に垂たれ流ながしになっているために起きているが、人物の衣装についてはほとんど無む意い識しきの産さん物ぶつといえる。つまりその人物に対する涼子のイメージがそのまま衣装になっているのだ。


「別のに置き換かえりゃいいのよ！　見てなさいよ……」


　涼子は両手の人差し指を左右のこめかみに当てて精せい神しんを集中させる。間もなく足元からボワ～ンと真ま綿わたのような白はく煙えんが発生し、静馬の身体からだを包つつみ隠かくした。


「古こ典てん的てきだなあ……」


　大五郎カットの大作が苦く笑しようする。変化の演出としてもあまりにもアナクロな表現である。しかし白煙が消えて中から現あらわれた静馬は、そのアナクロな演出に見み合あった姿すがた形かたちに変身していた。


　明るい赤茶色の体毛に覆おおわれた毛むくじゃらの身体に行ぎよう者じや風ふうの衣ころもと防ぼう具ぐを着つけ、頭には金きんの輪わっかを嵌はめている。右手に握にぎられた如によ意い棒ぼうを見て、静馬本人も自分がどんな格好をしているのか見けん当とうがついたらしい。


「ゼンゼン時代劇ちゃうやんけ！　どっちかゆうたらファンタジーやろが!!」


「エテ公から進化しそこねたあんたにはその格好がピッタリよ」


「誰だれがモンキーマジックやねん!!」


　静馬が如意棒を突き出すと、涼子は瞬しゆん時じに抜ばつ刀とうして迎むかえ撃うった。


　カキィン！


　如意棒と日に本ほん刀とう──虚きよ像ぞう同どう士しが打ち合って派は手でな火花が飛とび散ちった。その火花や音も涼子のイメージが投とう影えいされたものにすぎないが、そうと分かっていても本物にしか見えない。


「うりゃうりゃうりゃうりゃうりゃぁっ！」


　錯さつ覚かくとはいえ手て応ごたえを感じた静馬は調子に乗って如意棒を繰くり出した。涼子の剣が電光のごとく閃ひらめき、その攻こう撃げきをことごとく弾はじき返す。


　孫そん悟ご空くう対女用よう心じん棒ぼうという奇き妙みような組み合わせの対決である。互たがいに長なが物ものを振ふり回しているが周囲の物や人にぶつかることがないので安全と言えば安全だった。


　二人の打ち合いはしだいに加か速そくし、常じよう人じんの動どう体たい視し力りよくでは捉とらえられないほどの神しん速そくの攻こう防ぼうとなった。このままでは決着がつかないと考えたのか静馬は如意棒を引くと、大だい増ぞう量りようされたモミアゲの毛を十数本まとめて抜き、呼こ気きで吹ふき飛ばした。


　ボワ～ンと銅ど鑼らを叩たたくような効こう果か音おんとともに、飛ばされた毛が悟空の分ぶん身しんに変化して涼子を取り囲かこんだ。分身は本体と同じではなく五歳さいくらいの子供サイズである。


　涼子は身み構がまえたが、一いつ斉せいに襲おそってくるかと思われた分身悟空たちは予想外の行動に出た。涼子を無視して近くの女子に飛びかかり、着物を脱ぬがしにかかったのである。


『ワハハハッ！　よいではないか！　よいではないか!!』


「いやああああぁ～～っ!!」


　悪あく代だい官かんじみたセリフを吐はきながら帯おびを引っ張ぱったり着物の裾すそを捲まくり上げるチビ悟空たちに、教室中がパニックに陥おちいった。静馬の悟空化のあおりを受けてなぜか坊ぼう主ず頭あたまの少しよう林りん拳けん士しの衣装にチェンジしている大作だけが落ち着いて事じ態たいを静せい観かんしている。


「着物だって幻まぼろしなんだから脱がされたところで裸はだかになるわけじゃないのに……」


　生徒たちも承しよう知ちしているはずだが、見た目がリアルなため分かっていても反はん応のうしてしまう。涼子は悪あく童どうたちの親玉をにらみつけた。


「本体が品ひん性せい下げ劣れつだから分身もああなるわけね」


「ちゃうねん」


「何が違ちがうってのよ、このエロザルが！　そこに直なおれ！　成せい敗ばいしてくれるわ」


　涼子が介かい錯しやくする気満まん々まんで刀かたなを振り上げたその時、障しよう子じ戸（教室のドア）が勢いきおいよく開いて女性教きよう諭ゆが入ってきた。


「──いい加か減げんになさい!!」


　つい数分前に静馬が口にしたのとほとんど同じ台詞せりふが教室に響ひびく。


　現二年Ｂ組担たん任にん教諭・烈飛鈴リー・フエイリンの一いつ喝かつで、チビ悟空たちの動きが止まった。


　涼子の妄もう想そう圏けん内ないに足を踏ふみ入れているため飛鈴も強制的にコスプレさせられていた。見み事ごとな鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうの入った煌きらびやかなチャイナドレス姿である。京きよう劇げきを思わせる派は手でな化け粧しようを施ほどこし、金きん細ざい工くの髪かみ飾かざりを身につけている。目も眩くらむような派手な衣装ではあるが、静馬の孫悟空と同じくらい違い和わ感かんがない。


『ムキャ────ッ!!』


　チビ悟空たちが文字通り目の色を変えて飛鈴に殺さつ到とうした。それを見た涼子はパチンと指を鳴ならす。


「チェンジ！」


　飛鈴の身体が白い煙けむりに包まれ、一いつ瞬しゆんにして僧そう侶りよの姿に──玄げん奘じよう三さん蔵ぞうに変身した。


　チビ悟空たちは泡あわを食って立ち止まるが、玄奘＝飛鈴にひとにらみされると針はりで突つかれたゴム風ふう船せんのように次々と破は裂れつして消えた。


「そんなセクシーダイナマイツな三蔵法ほう師しがいてたまるか！　やっとられんわ!!」


　静馬は二本の指をくわえて口くち笛ぶえを鳴らし、窓の外に筋きん斗と雲うんを呼よんだ。


「ええっ!?　静馬さん、それは──」


「あばよ！」


　大作の制止を無む視しして筋斗雲に飛び乗った静馬の姿が視し界かいから消えた。直ちよく後ご、窓の下からドスンという鈍にぶい音とともに「イデ～～～ッ！」と悲ひ鳴めいが聞こえてくる。


　筋斗雲を突き抜ぬけて地面に落っこちた静馬は、したたかに打った尻しりをさすりながら、窓から覗のぞき込む大作を見上げて抗こう議ぎした。


「何で乗られへんねん!?」


「見せかけだけのマボロシなんですから乗れるわけがないじゃないですか」


「フフン、天てん罰ばつよ！」


　窓から静馬を見下ろして威い張ばる涼子の背はい後ごに飛鈴がやってくる。


「御剣さん。この騒さわぎの原げん因いんはあなただそうだけど？」


「え!?　あ、いやそれは……」


　普ふ段だんにも増まして威い厳げんのある飛鈴に詰つめ寄られて、涼子は思わずしどろもどろになった。


「あたしじゃなくてあの静馬バカザルが元げん凶きようなんです！　あいつが余よ計けいなことしなけりゃ──」


「いえ、静馬さんに罪つみはないですよ」


　自じ称しよう涼子派の大作が珍めずらしく静馬を擁よう護ごした。


「なんでよ!?」


「この虚きよ像ぞうは全部涼子さんの妄想が垂たれ流ながしになってるものです。静馬さんを孫悟空にしたのも涼子さんですし」


「騒ぎになったのはあいつが分身の術なんて使うからでしょ？」


「でも実際、分身を作ったのは涼子さんですよ。その分身が女子の着物を脱がそうとしたのは、静馬さんの分身ならそういうことをやりそうだと涼子さんが思ったからであって、静馬さんが操あやつってたわけじゃないんです」


「じゃああたしが操ってたって言うの!?」


「涼子さんに自じ覚かくはないでしょうけどそういうことです。妄想は暴ぼう走そうしがちですからね」


「ううっ……」


　涼子は反はん論ろんしたかったが大作の説せつはもっともらしかった。クラスの女子からの冷ひややかな視線を感じた涼子の気分を反はん映えいしてか、衣い装しようが用心棒から落ち武む者しやに変わった。それすらもふざけて見えるのか、飛鈴は眉まゆひとつ動かさずに言う。


「とにかくこの事態を収しゆう拾しゆうしなさい。両りよう隣どなりのクラスにまで影えい響きようが出ているし、このままじゃ授じゆ業ぎようにならないわ」


「そう言われてもこればっかりは……」


「それなら僕にアイデアがあります」


　大作は嬉き々きとして手を挙あげた。


「涼子さんがいったん学校の敷しき地ちの外そとに出ればいいんですよ。そうすれば魔法のアイテムの効果は消えるはずですから」


「知ってて黙だまってんじゃないわよ！」


　涼子は巨きよ大だいハリセンを取り出して大作の後こう頭とう部ぶを引っぱたく。派手な音が鳴り響ひびいたものの結局ノーダメージだと気付き、あらためて平ひら手てで叩たたいた。





「──南雲君、南雲君！」


　二年Ｂ組の異い変へんを尻しり目めに、用務員としてトイレの清せい掃そう用よう具ぐをチェックする仕事を黙もく々もくとこなしていた慶一郎は、廊ろう下かに出たところで呼よび止められて足を止めた。


　振り向いてみると、奇き妙みような反はん復ぷく横よこ跳とび運動をしているドクター村雨の姿が目に入った。妄想圏けんの及およぶ範はん囲いのちょうど境きよう界かい面めんを出たり入ったりしているので、白はく衣いから和服に、和服から白衣へと目まぐるしく早はや変がわりしている。


「ほれほれ、なかなか面おも白しろかろ？　この魔法は使えるぞ！」


（使える……？　何に？）


　喉のどまで出かかった問といを慶一郎は飲み込んだ。


　聞かずに済すませられるものならそうしたいと思ったからである。





　　　　三





「──対怪かい獣じゆう邀よう撃げき演えん習しゆう？」


　翌よく日じつの校長室。ドクター村雨の提てい案あんを聞いた藤堂校長は、提出された計画書を手に取った。


「左さ様よう。前回はぶっつけ本番じゃったが、学校を戦場にする以上は事前のシミュレーションと全校生徒参加による総そう合ごう演習を一度はやっておかんとな。まあ避ひ難なん訓くん練れんのようなもんじゃよ」


「それはいいが、火か災さいや地じ震しん等の災害を想定した訓練ならまだしも相手は怪獣だからな。この計画書には『レイハ式幻げん想そうドロップを利用して怪獣を再現』とあるが？」


「幻想ドロップは想像したものを周囲に投とう影えいするアイテムじゃ。生徒諸しよ君くんにドロップを配はい布ふし、想像上の怪獣を生み出してもらう」


「危き険けんはないのかね？」


「なあに、ただの立りつ体たい映えい像ぞうじゃからな。大多数の生徒にとっては通常の避難訓練と変わらんとはいえ、映像があれば身が入るじゃろ」


「ふむ……」


　藤堂は計画書にある演習の手て順じゆんを確認した。


　ソルバニアの魔ま素そを浴あびた人間との戦せん闘とうはグラウンドに限定され、戦闘中は生徒たちを講こう堂どうに避難させる。先週の土曜日の事件が突とつ発ぱつ的てきだったのと、魔ま人じんが変へん身しんした怪獣もたいした脅きよう威いにはならなかったため生徒たちの避難までは考えが及およばなかったが、本ほん来らいであれば執とるべき措そ置ちである。被ひ害がいが出なかったのはむしろ幸こう運うんだったとも言える。


「よろしい、演習を許きよ可かしよう。もう一度確認しておくが、その幻想だか妄想だかを映像化するドロップとやらは本当に人じん畜ちく無む害がいなんだろうな？」


「その点についてはすでに実験済みじゃよ。見ただけで気き絶ぜつするような恐おそろしげな怪物を想像せん限りはな」


　村雨発案による対怪獣邀撃演習はその日の内に全校放送により告こく知ちされ、実じつ施しは二日後──土曜日の午後と決まった。





　演習当日。


　午後一時きっかりに大だい門もん高こう校こうの敷しき地ち内にサイレンが鳴り響ひびいた。


　平へい日じつの授業中を想定して教室やグラウンドにいた生徒たちは、教員によって講堂に避ひ難なんした。クラス毎ごとに点てん呼こが取られ、登校している全生徒が集合したことを確認すると、ドクター村雨がマイクを手に演えん壇だんに立った。


「さあ、ここからがお楽しみじゃ。サイレンでここに集まっただけではただの避難訓練と変わらんからな。まず諸君らにはこれから配くばる魔法のドロップを食しよくしてもらう。一人一粒つぶずつじゃぞ？」


　用意してあったレイハ式ドロップが生徒たちに配られた。紫むらさき色いろをしたグレープ味のドロップである。


「レイハ式ドロップの効こう能のうについてはすでに聞き及およんでいるじゃろうが、今配ったものはこの演習のために機き能のうを限定したもので、個人の妄想がホイホイ映像化される代しろ物ものではない。諸君らが持っている最さい大だい公こう約やく数すう的なイメージ──いわば共同幻想を投影するようにセッティングしたものじゃ。告知した通り諸君らにはＤＤＦの演習相手となる『怪獣』を想像してもらう。倒たおし甲が斐いのあるカッコよくて強そうなのを頼たのむぞ」


　生徒たちの多くは半はん信しん半はん疑ぎな表情ながらドロップを口に含ふくんだ。


「そろそろ準じゆん備びはいいかね？　レイハ君、外の映像を頼む」


『あいあい・さー』


　演壇のスクリーン上にミニスカ軍ぐん服ぷく姿すがたのレイハが現あらわれて指し揮き棒ぼうをヒラリと振ると、映えい写しや機きがセットされていないにもかかわらずスクリーン自体が発光してグラウンドの画像を映うつし出した。画面の右肩かたには『LIVE』の表ひよう示じがある。


　グラウンドの一いち隅ぐうにはＤＤＦが陣じんを張はっていた。戦力となるのはすべて志し願がんした生徒たちである。スクリーンの脇わきに小画面が開いて、先頭に立って指揮する朱しゆ色いろの鎧よろいと具ぐ足そくに身を包つつみ陣じん羽ば織おりを着込んだ武ぶ将しようがアップになる。それを見た女子生徒たちが黄色い歓かん声せいを上げた。武将の正しよう体たいは涼子だった。


　壇上に設もうけられた席に藤堂校長と女子生徒が並んで座すわり、マイクを取った。


『──さあ、いよいよ始まります対怪獣邀撃演習！　実じつ況きようはわたくし、放送部二年の中なか村むら環たまき、解かい説せつは藤堂鷹たか王お校長といういつものコンビでお送りいたします。リポーターの神矢君！　そちらの状況はいかがでしょう？』


『はいは～い、こちら現場の神矢で～す』


　新たなウインドウが開き、安全ヘルメットを被かぶってなお愛あいくるしい大作の姿が映った。大作がいるのはＤＤＦの陣地内で、大将涼子のすぐ後ろだった。リーダーである涼子は純じゆん粋すいに戦国武将の姿をしているが、周囲の志願兵たちは槍やりを携たずさえた侍さむらいだったり、バズーカや機き関かん銃じゆう装そう備びの迷めい彩さい服ふくの兵士だったり、レトロＳＦチックな光線銃で武装した未み来らい戦せん士しだったりと、てんでバラバラの格好をしている。


『何なのかね？　その……まるで統一感のない混こん成せい一いつ個こ中ちゆう隊たいは!?』


　藤堂の指し摘てきに大作は苦笑して答える。


『それぞれ装備が違うのは、配られたドロップが個人の妄もう想そうを投とう影えいするタイプのものだからですよ。ただし涼子さんが最初に使ったものとは違って、自分自身にしか影えい響きようしないように設せつ定ていされています』


『えーと神矢君？　一番目め立だつはずの人物の姿が見えないようですが──』


『ええ。たぶんどっかに隠かくれてるんでしょう。登場のタイミングを見み計はからっているんだと思います』


　講こう堂どうの生徒たちの間からブーイングが起きた。怪獣担たん当とうよりＤＤＦに参加する方が明らかに楽しそうに見えるからだ。


「残念ながら今からでは役やく割わり変へん更こうはできん。怪獣担当は裏うら方かたといえば裏方じゃが、この演習においては欠かかせない主役でもある。腐くさらず集中してくれたまえ」


　村雨がなだめるが、生徒たちの間には不満が募つのっていた。


「何だよコスプレＯＫかよ！　こんなことならあっちに参加しとくんだった」


「だよな～。最初からそう言っといてくれればよ～」


「バカな！　防ぼう衛えい隊たいなんぞ所しよ詮せん咬かませ犬にすぎん。怪獣の方が強いに決まってる」


「そういや俺、昔はヒーローより怪獣役の方が好きだったな～」


「俺も俺も」


「これって演習だから怪獣やっつけたら終わりだろ？　まあ最終的には怪獣が退たい治じされるのはいいとしても……シナリオ通りってのはつまんねーよな」


「こうなったらいっちょ、度ど肝ぎも抜ぬいてやろうぜ」


　口々に不満をもらしてざわついていた生徒たちの意志は、いつしかひとつの方向ベクトルにまとまっていった。


『──おっ？　何か変化があったようです！』


　メインスクリーンがグラウンド上空を映うつした。真まっ黒くろな板のようなものが無数に現れると、空中で積つみ木き細ざい工くのように寄より集あつまり、やがて大きな黒い穴あなと化した。その穴の奥おくから白いヒョウタンを思わせる物ぶつ体たいが吐はき出され、グラウンドの中央に落らつ下かした。


　ズゥゥゥン……


　落下の衝しよう撃げきが地面を揺ゆるがす。


　空の穴から落ちてきた物体の長ちよつ径けいは六メートルはあった。表面にアンモナイトの化か石せきを貼はり付かせた岩がん塊かいのようなそれは、卵たまごや繭まゆを思わせる生物的な形状をしていた。ＤＤＦの一団は攻こう撃げきに備そなえて身み構がまえたが、しばらく待っても巨大な卵には何の変化も起きない。


　志願兵たちは戸と惑まどった様よう子すで大将の指し示じを仰あおいだ。大将涼子は手に持った軍ぐん配ばいを巨大卵に向けて振り上げる。


「──攻撃開始！」


「ラジャー」


　第二次大戦時のアメリカ兵の格かつ好こうをした部隊（サバイバルゲーム同どう好こう会かい）が横一列に並び、バズーカ砲ほうを一いつ斉せい発はつ射しやした。


　巨大卵を直ちよく撃げきしたロケット弾が炸さく裂れつし、派は手でな爆ばく炎えんをまき散ちらす。


「撃うち方かた、やめ──」


　爆発の煙けむりで視界が覆おおわれたところで部隊長が攻撃中止を命じる。やがて煙が晴はれて現れたのは、ほぼ無む傷きずの巨大卵だった。


「工こう兵へい隊たい、前へ！」


　数名の兵士が巨大卵に取り付き、地面を掘ほって卵との隙すき間まに大量の爆ばく薬やくを仕し掛かけた。


「発はつ破ぱ──!!」


　クラシックな手しゆ動どうの起き爆ばく装そう置ちにより爆薬が炸さく裂れつする。数トンはあろうかという巨大卵はわずかに揺れ動いただけで亀き裂れつも入らない。


『恐おそろしく頑がん丈じような卵ですね～。そろそろ中身の方を拝おがみたいんですが』


　大作が他人事のように無む責せき任にんなコメントをする。スクリーン越ごしに見ている講こう堂どう側でも奇き妙みような空気が流れていた。


『校長、これはいったいどう解かい釈しやくすればいいのでしょうか？』


『どうもこうもあるまい。あの怪獣の卵を生み出したのはここにいる生徒たちだろう。殻からを破って出てこないということは、出し惜しみをしているか、それともまだ出来ていないかのどちらかではないのかね？』


　講堂の生徒たちは、七しち並ならべで後ご生しよう大だい事じに八のカードを持ってるのは誰だれだという顔で周囲を見回し、互たがいに疑うたがいの目を向け合った。


「ここは我われ々われの出番だな」


　近きん代だい兵へい器きが通用しないと見て、オレンジ色の制服に身を包つつみいかにもＳＦチックな装そう備びをしたチーム（特アニ研究会）が前に出た。鈍にぶい銀色の光線銃を構えて引き金を引く。


　ビョ～～～ン！


　稲いな妻ずま状じようの光こう条じようが空くうを切り、巨大卵の表面を舐なめた。バチバチと火花が散ちり、表面のゴツゴツした岩いわ肌はだを削けずっていく。


「おおっ!?　効きいてるぞ！」


「よし、光線を集めるんだ！」


　チーム全員で光条を一点に集中させると、卵内部に赤い光が生まれ、殻を透とう過かして明めい滅めつした。さらに光線を照しよう射しやし続けるが、期き待たいとは裏うら腹はらにそれ以上の劇的な変化は見られず、怪獣が生まれてくる予よ兆ちようもない。


　効果なしと見て次に名乗りを上げたのは意外にも弓きゆう道どう部ぶだった。鎌かま倉くら時じ代だいの武ぶ士しを思わせる軽装の鎧よろい姿すがたの女子部長が長大な和わ弓きゆうに矢をつがえて放はなつ。


　サクッ。


　矢は硬かたい殻に弾はじかれることなく突つき刺ささった。おおっと生徒たちがどよめく。それを見て怪け訝げんな顔つきになったのは村雨である。


「むう？　これは……神矢君！　彼女が放った矢は本物なのかね!?　ただちに確認してくれたまえ」


「えーと……何か問題でも？」


「大いに問題ありじゃよ。君が気付いていないとは、少々呑のん気きすぎると言わざるを得えんな」


　村雨の様子で容よう易いならぬ事じ態たいだと察さつした大作は慌あわてて弓道部に走り寄る。他の部員も加わり放たれた矢はすでに十数本、そのすべてが卵の表面に刺さっていた。


「すいません！　その矢は……」


「ぬおおおおおおぉぉぉっ！」


　大作のすぐ横を疾しつ風ぷうのごとく追い越こしていく黄色と黒の縞しま模も様ようの影かげがあった。


「ええ加か減げんに出てこんかぁぁぁぁい！」


　乱らん入にゆうしてきた人物はコートのように丈たけの長い上うわ着ぎの裾すそを翻ひるがえして跳ちよう躍やくすると、巨大卵にドロップキックを食らわせた。


　ドゴォォン！


　殻に亀裂が走り、両足が踵かかとの部分までめり込んだ。両足に帯おびた炎ほのおが卵の表面に波は紋もんのように広がっていく。


「──せい！」


　虎とら縞じまの特とつ攻こう服ふく姿の静馬は卵の表面を蹴けり、空中でとんぼを切って着ちやく地ちした。いつまで待っても一いつ向こうに姿を現さない相手に業ごうを煮にやして飛び出してきたのだ。


　それを見た大作は血けつ相そうを変えた。このタイミングでの静馬の乱入に驚おどろいたせいではなく、村雨の指し摘てきの意味を理り解かいしたからだった。


「生身の蹴りが当たるってことは……当たるってことは!?」


　ビキビキビキィ！


　静馬の蹴りで生じた亀裂が広がり、内ない圧あつで膨ふくらんで破は裂れつした。破は片へんとともに白い蒸じよう気きが噴ふき出し、濃のう霧むとなって視界を覆おおう。


「うっ……クサッ！」


　静馬が思わずひるむほどの臭しゆう気きが鼻はなをついた。海かい産さん物ぶつ系けいの生なま臭ぐささである。


　Ｇｒｕｕｕｕ……


　霧きりの中から重じゆう機きのエンジン音のような唸うなり声が聞こえた。涼子は軍ぐん配ばいを返して叫さけぶ。


「総そう員いん退たい避ひ──ッ!!」


　すでに浮うき足立っていた志し願がん兵へいたちは大おお慌あわてで後こう退たいした。その直後、霧の中から伸のびてきた黒い触しよく手しゆが静馬の身体からだに巻まき付いた。抵てい抗こうする間もなく凄すさまじい力で持ち上げられ、無む造ぞう作さに放ほうり投げられる。


「──なろ！」


　空中に投げ出されながらも静馬は猫ねこのように身体を捻ひねって姿し勢せい制せい御ぎよし、足から地面に着地した。


　立ちこめた蒸気が薄うすまり、奇き怪かいな怪物が姿を現あらわした。


　一いつ対ついの金色の目を持つ小さな頭部、その下から十数本の黒い頭とう足そく類るいの触手が伸びている。卵らん殻かくが割れたのは前半分だけで、胴どう体たいはまだ殻の中にあった。


　Ｋｕｕｕｔｕｌｅｗｗｗ……


　ズルリ、と殻の中から鱗うろこと粘ねん液えきに包まれた腕うでが出てくる。なまじ人間の腕と似にた構こう造ぞうのため醜しゆう悪あくさが際きわ立だつ。


「うわああああ～っ！」


　大将の指し示じを待たずに邀よう撃げき隊たいが勝かつ手てに攻撃を始めた。間ま近ぢかで対たい峙じした怪獣の放ほう射しやする邪じや悪あくすぎる気け配はいに恐きよう怖ふしたからである。しかしスクリーン越ごしに観かん戦せんしている講堂の生徒たちには現場の緊きん迫ぱく感かんはあまり伝わっていなかった。


「おおっ、やっと出たぜ怪獣～！」


「何だタコかよ……普通じゃねえか」


「普通か、アレ!?　相そう当とうエグいぞ」


「イヤ～ン、可か愛わいくな～い！」


　バズーカ砲や光線銃による攻撃が集中するが、生徒たちの想像力が生み出した怪獣はそれらをものともせずに両腕で這はいずって前ぜん進しんすると、触手を振り回して邀撃隊を薙なぎ払はらった。


「おおっ、強いぜ！」


「よし行けー！　そこだ！」


　見た目が醜悪でも一応は自分たちが生みの親ということで、生徒たちの多くが怪獣の方を応おう援えんし始める。触手の攻撃で邀撃隊が弾はじき飛とばされているのを見た藤堂は思わず腰こしを浮かせた。


「あれは……怪獣の攻撃を食らっているように見えるが、どういうことかね!?」


「どうやら実体化しているようじゃな。個人の願がん望ぼうでは映像化が限度だが、全校生徒の大多数が望めば物理的なパワーまで付ふ与よされる……そんなところじゃと思うが、どうかねレイハ君」


『その通りです、さー』


　澄すまし顔のレイハが敬けい礼れいしながら答える。


「では実体化を解かい除じよしてくれんかね。怪け我が人にんが出る前にな」


『それは不ふ許きよ可かです』


「どうしてかね？」


『その提案は却きやつ下かされました』


　スクリーンに見み覚おぼえのある円グラフが表示された。赤い部分が七割以上を占しめている。


「つまり……生徒諸しよ君くんが心からそれを望まない限り、あの怪獣はどうにもならんということかね？」


『正せい解かい』


　レイハが両手を持ち上げて頭の上で○マルを作った。


『なお怪獣の愛あい称しようとして〈カリメロ〉が採さい用ようされました』


　どうでもいい情報なうえ卵の殻からを被かぶっているところ以外に何の共通点もない愛あい称しようである。レイハを相手にしても埒らちが明あかないと感じた藤堂は画面の大作に呼よびかけた。


「神矢君！　演習の予定だったがこれはもう実じつ戦せんだ！　心してかかってくれたまえ」


『そういうことは静馬さんに言ってください！』


　もともと戦せん闘とう要よう員いんでない大作はもとより、邀撃隊も総そう崩くずれになって逃にげ惑まどうばかりのパニック状態に陥おちいっていて、最さい前ぜん線せんで闘たたかっているのは静馬と涼子の二人だけだった。タコ型怪獣〈カリメロ〉の機動力はさほどでもないが、触手の数が多く攻こう守しゆに優すぐれるのと、本体がいまだ強きよう固こな卵らん殻かくで守られているため背はい後ごからの攻撃を受け付けない。


「往おう生じようせいやぁぁぁ────ッ!!」


　轟ごう！


　静馬が右腕を水平に振り抜きながら神しん気きの炎ほのおをぶちまける。〈炎の虎とら〉──必ひつ殺さつ技わざの威い力りよくは触手を数本まとめて焼き焦こがし、炭たん化かして砕くだいた。そこにできた隙すきにさらに攻せめ込もうとするも十本以上残った触手と両腕に阻はばまれ、攻めあぐねているうちに触手が再さい生せいして元通りになってしまう。


「火力がショボすぎなんじゃないの!?」


　空中に飛ひ散さんした神気を木ぼく刀とうに集めて触手に斬きりつけながら涼子が悪あく態たいを吐つく。


「ショボイゆーな！　的まとがデカすぎるんや！」


　静馬は連続して繰くり出される触手の攻撃をどうにか凌しのぐと、いったん後方に跳とんで間ま合あいを取り、高い息い吹ぶきの声を上げて神気を練ねった。充じゆう分ぶんに火力を上げてから地面を蹴けって跳ちよう躍やくし、触手の届とどかない高度からの急きゆう降こう下か爆ばく撃げきを狙ねらう。


　しかしその動きは発はつ達たつした視し力りよくを持つカリメロには完全に見み抜ぬかれていた。触手の間から伸のばした吻ふんからハンドボール大の黒い砲ほう弾だんを発射し、空中の静馬を撃げき墜ついする。


「クソッ、何やこれ!?　取れへん！　それに生なま臭ぐさッ!!」


　砲弾の正しよう体たいはおそらく墨すみの塊かたまりなのだろう、コールタールのような粘ねん液えきが静馬の顔がん面めんにベットリと張り付き、視界を奪うばい呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おとしいれた。カリメロはお仕し置おきとばかりに触手の先で静馬の尻しりを引っぱたく。


「このバカ、真ま正しよう面めんから行くから！」


　助けに入ろうとした涼子だが触手と墨攻撃を避よけるのが精せい一いつ杯ぱいで近寄れない。静馬から神気を供きよう給きゆうされている木刀も輝かがやきを失うしない、攻撃力もガタ落ちで、アナコンダ並に太い触手が相手ではもはやただの棒ぼうでしかなかった。
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　静馬を無む力りよく化かしたと確信したらしいカリメロは攻撃目もく標ひようを涼子に切り替かえて襲おそってくる。多少冷れい静せいさを取り戻もどした邀よう撃げき隊たいは再ふたたびバズーカや光線を浴あびせるが焼け石に水で、弓きゆう道どう部ぶの射いかける矢の方が効こう果かがあった。眼めの付近に矢を受けたカリメロは触手で器き用ように矢を抜くと、墨を吐はいて弓道部員を真っ黒に染そめた。


「なぜ近代兵器が通用しない!?」


「バズーカも光線銃も結局は魔法で作ったハリボテじゃからな」


「怪獣だってハリボテだろうに！」


「魔法で作ったものは魔法では倒たおせない……そうじゃな？」


『基本的にはそうです』


　レイハの説明は毎度の事ながら簡かん潔けつすぎて要よう領りようを得えない。


「分かるように言ってくれんかね」


「まあそうじゃな……たとえるなら右手と左手でジャンケンをするようなものじゃよ。どちらが勝とうと結局は八百長にすぎん」


「怪獣の方に負けるつもりがない限かぎり倒せないということか。それでは──」


　カッ！


　一いつ瞬しゆん、強きよう烈れつなフラッシュを焚たいたようにスクリーンがホワイトアウトした。


　ズゴォン！


　重い衝しよう撃げきが講堂を揺ゆるがす。


　映像が戻もどってくると、そこにはアイデンティティたる卵らん殻かくを砕くだかれダウンしているカリメロの姿があった。卵殻は真上から叩たたき潰つぶされたようにひしゃげている。


　涼子たち邀撃隊の視線はカリメロではなく頭ず上じように向けられていた。別のウインドウが開いて視線の先を追う。


　体たい育いく館かんの屋や根ねの上に立つ人ひと影かげがあった。


　比ひ較かく物ぶつがなくても分かる二メートルを超こえる堂どう々どうたる巨きよ軀く。着ているのは地じ味みな作さ業ぎよう服ふくで、その顔は遠い星せい雲うんから来た銀色の宇宙人のお面めんで隠かくされていた。眼がん下かのカリメロに向けて広げられた右手が黄こ金がね色に輝いている。


「やっと出た────ッ！」


「待ってました！」


「勿もつ体たいつけすぎじゃねーの!?」


　やんやの喝かつ采さいを送る生徒たち。やはり大多数がＤＤＦは前ぜん座ざにすぎないと考えていたらしい。その一方で女子の間から悲ひ鳴めいが上がった。カリメロが卵殻を脱ぬぎ捨すてて真の姿を露あらわにしたからである。


　砕かれた殻を弾はじき飛ばしてコウモリの翼つばさが現あらわれる。殻の中に隠れていた後こう肢しを伸のばしてカリメロは直立した。その姿は単なる大ダコではない。人間に近いバランスの四し肢しにタコに似にた頭とう部ぶ。触手を髭ひげのように生やし、背中にコウモリのような薄はく膜まくの翼を持つ。全身はぬらぬらと光る黒い鱗うろこに覆おおわれていた。悪あく夢むから這はい出してきたような醜しゆう悪あくな姿である。


「ぐほおっ!?　あれぞまさしく《深きものども》の眷けん属ぞく──」


「邪じや神しんじゃ！　古いにしえの邪神が甦よみがえりよった！」


　Ｗｏｏｏｏｒｕｕｕｕｕｕ！


　カリメロが体育館の屋根の上のお面男に向かって墨すみ玉だまを発はつ射しやした。お面男は跳ちよう躍やくしてそれを避よけると、真上から光こう弾だんを放はなって攻撃し、それを目潰しに使って安全に着ちやく地ちする。


　地上で対たい峙じすると、いかに二メートル超の巨きよ漢かんといえども質しつ量りようの差は圧あつ倒とう的てきだった。直立したカリメロの頭とう頂ちよう高こうは五メートル近くある。


　実じつ況きようを忘れていた中村が我われに返って口を開いた。


『おお～っと！　満まんを持じして登場した光の巨人が、真の姿を現した闇やみの眷属と真まっ向こう勝しよう負ぶを挑いどみます！　ところであのお面は前回と同じ物でしょうか？』


『帰ってきた方ほう』


　答えたのはレイハだった。予想外の人物からの回答に中村は一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くしたが、すぐに気を取り直して実況を続けた。


『え～どうやらあの宇宙人のお面は二代目のようです。巨大怪獣を相手にいかなる戦せん法ぽうで挑むのか──』


　帰カエリマン男は実況の盛もり上げなど待たずに攻撃を始めた。黄金の神しん気きを右手に集あつめ、サイドスローの要よう領りようで発射する。光弾は数本の触手をまとめて貫つらぬき、カリメロの右目を側そく頭とう部ぶごと破は壊かいした。


　しかしカリメロはお構かまいなしに前進し、鋭するどいかぎ爪づめの付いた腕うでを振るって襲おそいかかる。帰マン男は身を沈しずめて紙かみ一ひと重えで躱かわしつつ脇わきの下をすり抜け、背中に光弾を叩たたき込みつつ間ま合あいを取った。当然ながらまともに肉にく弾だん戦せんに応じるつもりはないらしい。


「やっぱ光線技わざメインか」


「そりゃそうだろ。サイズが違ちがいすぎる」


「でもやっぱヒーロー対怪獣ってのは殴なぐり合ってナンボだろ」


「だよな～。だいたいあのお面被かぶってて等とう身しん大だいのままってのがダメだ。ヒーローなら怪獣に合わせて巨大化するくらいの芸げい当とうはほしい」


「無む茶ちや言うなよ」


「いや待て。無茶じゃないぞ。俺たちの妄もう想そうは魔法で実現されるんだろ？　だったら巨大化くらい……」


「そうか！　レイハにお願いすりゃいいんだ」


　特とく撮さつ好きの生徒たちが口々にレイハに要よう望ぼうを申し立てはじめた。


「お面男を怪獣サイズに巨大化してくれ！」


「あと周まわりにビル街がいのセットも！」


「おっ、それナイス！　東京タワーも付けてくれ！」


「いやいや、舞ぶ台たいは富ふ士じ五ご湖こ周しゆう辺へんだろこの場合」


「石せき油ゆコンビナートだよ！」


「この際ロケーションはどうでもいいだろ。とにかく巨大化が先だ！」


「巨大化！　巨大化！」


　その声は全生徒に波は及きゆうし、講堂を震ふるわすほどの『巨大化コール』が巻まき起こった。藤堂と村雨はまさか、という顔でスクリーンの端はしにいるレイハを見た。


　レイハは再び両手を上げて頭の上で○を作った。


『──採さい用よう』





「ジュワッ（やれやれだな……）」


　帰マン男は威い力りよくを絞しぼった神しん飛ぴ拳けんを当てて牽けん制せいしつつ、カリメロを校こう舎しやの近くからグラウンドの中央へ誘ゆう導どうしようとしていた。触手ごと右半分を吹ふき飛ばした頭部は早くも再生している。倒たおすには弱じやく点てんを狙ねらうか、一撃で全身を消しよう滅めつさせるほどの威力のある技を使わざるを得えないが、邀よう撃げき隊たいが近くにいては巻き添ぞえにしかねなかった。


　しかし怪獣の注意が帰マン男に向いたとたん、逃にげ惑まどうしか能のなかった邀撃隊は息を吹き返したように攻撃を再開した。知ち能のうの高いタコをモチーフにしているはずのカリメロは短気な性格らしく、攻撃されるとつい気を取られて帰マン男に背を向けてしまう。


「ダーッ！（邪じや魔まだ、お前ら）」


　仕し方かたなく横に回り込み、至し近きん距きよ離りから側頭部を狙ねらって神飛拳を叩たたき込む。脊せき椎つい動どう物ぶつ並なみに優ゆう秀しゆうなタコの目はその動きを見み切きっていたらしく、カウンターで裏うら拳けんをもらった。食らう寸すん前ぜんに腕で防ぼう御ぎよしたもののの身体からだごと飛ばされ、塀へいに手をついて身体を支ささえる。


『……！　……!!』


　足元から甲かん高だかい羽は音おとのような声が聞こえてくる。


　視線を落とした帰マン男は我わが目を疑うたがった。身長十二～三センチほどに縮ちぢんだ涼子たちが足元で右う往おう左さ往おうしている。自分が寄よりかかった塀も、あらためて見るとミニチュア化した校舎だった。


「ヘアッ！（冗じよう談だんじゃないぞ）」


　こんな状態で巨大な怪獣と満まん足ぞくに闘たたかえるわけがない──焦あせって顔を上げると空しか見えず、怪け訝げんに思って視線を下げると、自分の顔よりやや高い位置でカリメロと目が合った。


　怪獣も涼子や校舎と同様に小さくなっていた。ちょうど帰マン男と同じ体たい格かくの人間が入っている着ぐるみ程度である。


「シャア！（神飛拳）」


　起きている状況を把は握あくするより先に右手が動いた。頭部を吹き飛ばすつもりで放はなった神しん気き弾だんは、しかし、カリメロを仰のけ反ぞらせただけだった。


　さらに左手で神飛拳を撃うつ。バランスを崩くずして転てん倒とうしかけたカリメロは右腕を伸のばして講堂の屋根にかぎ爪づめを引っ掛かけた。怪獣の巨体を支えきれずにバキバキと音を立てて屋根の一部が剝はがれ、講堂内は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになった。





「キャ────ッ!!」


「うおわぁぁぁ──っ！」


　降ふり注そそぐ天てん井じようの破は片へんを避さけて逃にげ回る生徒たち。要よう望ぼう通りに帰マン男は巨大化したが、怪獣自体もスケールアップしている。
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「どうして怪獣まで巨大化しているのかね!?」


『その質問は現状には当あてはまりません』


　レイハの回答は回答になっていなかった。


「どう見ても巨大化しとるだろう!?」


「いや待て、これはもしかして……怪獣は巨大化しておらんのか？　むしろ縮しゆく小しようしている……そういうことじゃな!?」


『はい』


　村雨の問いにレイハは肯こう定ていの意を示しめしたが、藤堂を含ふくめその他の全員にはその意味が理り解かいできなかった。


「我われ々われにも分かるように言ってくれ！　どうなっているんだ!?」


『イェネンの鬼き神しんは魔法の影えい響きようを受けません。なので魔法による巨大化は不可能です。そのためまず怪獣を１／２に縮小し、ケイと怪獣のサイズを合わせました』


「南雲君はそのままなのかね？　しかしそれが巨大に見えるということは──」


『次に学校と全校生徒教きよう職しよく員いん全員を１／13に縮小しました』


「つまり……相対的に巨大化させたというわけか！」


　確かにレイハは生徒たちの要望に忠ちゆう実じつに応こたえている。だが『フールプルーフは保ほ証しよう外がい』という歌か詞しもまた事実に即そくしているのだと藤堂は痛つう感かんした。





「ヘヤァァァッ！（こっちだ）」


　帰マン男はカリメロに組くみ付つき、大門高校の敷しき地ち外に押し出した。そこは一見してビル街がいだが、道みち幅はばが広くて格かく闘とうするのに都つ合ごうのいい空間になっている。


　圧あつ縮しゆくされて密みつ度どが増ました代かわりに対等なサイズになったのをいいことに肉にく弾だん戦せんを挑いどむ。伸のばしてくる触しよく手しゆを摑つかんで引っ張ぱり、前のめりにバランスを崩くずした瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すまして肩かたから体当たりして吹ふっ飛ばす。カリメロは派は手でにビルを破は壊かいしながら転てん倒とうした。


　レイハが何をしたのかすべて分かっているわけではないが、帰マン男は大門高校の施し設せつ以外はミニチュア・セットだということを理解していた。縮しゆく尺しやくの合わない東京タワーが唐とう突とつに建たっているし、右手には臨りん海かいコンビナートが、左手には富士山と湖みずうみが見える。大門高校が縮小し、空あいた敷しき地ちに特とく撮さつのオープン・セットが作られているのだ。


　ひとしきり暴あばれてビル街を更さら地ちにすると、カリメロはコウモリの翼つばさを広げて飛ひ翔しようした。触手を絡からめて帰マン男を持ち上げると、そのままコンビナート区く画かくまで運んで落とす。ガスタンクに墜つい落らくして大爆発が起き、辺あたりは火の海に変わる。見た目はリアルだが映像なので熱あつくはない。


　起き上がった帰マン男に向かってカリメロが墨すみ玉だまを連れん射しやする。帰マン男が側そく転てんして躱かわすと、墨玉は石油タンクに命中して爆発させた。触手を伸ばして港みなとに停てい泊はくしている巨大タンカーをつかみ上げ、投げつけてくる。


「ヤーッ！（龍りゆう勁けい掌しよう）」


　掌てのひらを突つき出し、前方の空間に光の波は紋もんを生み出してバリアーを張る。それに接せつ触しよくしたタンカーは爆発四し散さんした。それにしたところで手て応ごたえがあるわけではない。生徒たちの妄もう想そうごっこに付き合っているだけのことである。


　帰マン男は触手をまとめてつかむと、カリメロの身体からだをジャイアントスイングの要よう領りようで振り回した。放ほうり投げた先は河かわ口ぐち湖このセットである。


　膝ひざまで湖に浸つかりながら対たい峙じする帰マン男と邪じや神しんカリメロ。


　実際の時じ刻こくはまだ昼のはずだがセットは夕ゆう陽ひに染そまり、湖こ面めんにはオレンジ色の逆さかさ富士が映うつっている。


　講こう堂どうから出て肉にく眼がんで観かん戦せんしている生徒たちがため息をもらした。


「おお、美しい……これだ！　この画えが見たかった！」


　決着の時が来た。


　帰マン男が息い吹ぶきとともに、水すい平へいに構かまえた両手の先を胸むねの前で合わせる。足元から黄こ金がね色に輝かがやく光の粒りゆう子しが螺ら旋せんを描えがいて湧わき上がり、土ど星せいの輪わのように身体を包つつむ渦うず巻まき星せい雲うん状のリングを形成した。


「トア────ッ!!」


　右の手しゆ刀とうを振ふり下ろすとそれに沿そって光のリングが飛び、寸すん前ぜんに発射された墨玉ごとカリメロの巨体を真まっ向こうから両りよう断だんする。左右に分かれて倒たおれる身体にそれぞれダメ押しの神しん飛ぴ拳けんを撃うち込むと、紅ぐ蓮れんの火ひ柱ばしらを上げて怪獣は爆ばく裂れつした。


「──デュワ！」


　一番星の輝く夕空に飛び去っていく帰マン男を、生徒たちは力ちから一いつ杯ぱい手を振って見送った。


　特とく撮さつセットが消え、１／13に縮小されていた大門高校が中の人間ともども一いつ瞬しゆんにして元のサイズに戻もどされた。剝はがされた講堂の屋根も復ふく元げんされている。


「つまりあれも合ごう成せいだったわけか。どうせそんなことだろうと思ったが」


　いつの間にか傍そばに立っている慶一郎に、生徒たちは泡あわを食って後ずさった。つい今しがた帰マン男が飛んでいった方ほう角がくと、目の前の慶一郎を交こう互ごに指さす。当然ながら飛んでいった方は生徒たちが妄想した映像である。だが同一人物ではないという建たて前まえのため慶一郎はそれには触ふれず、辺あたりを見回して言った。


「ところで草[image: ]はどうした。相手が等とう身しん大だいなら楽に闘たたかえたはずだが」


　巨大化した帰マン男の足あし跡あとの下から虫の息の静馬が見つかったのは、それから少し時間が経たってからのことである。


















　第六十一話　仙せん人にんの弟で子したち







〈十月十九日──晴はれ〉





　偉い大だいな師しというのはそびえる大たい山ざんのようなものだという。


　両手を目め一いつ杯ぱい広げたところで山をすべて覆おおい隠かくすことができないように、弟子が師し匠しようを独どく占せんすることはできない。尊そん敬けいと憧あこがれを持って眺ながめることが許ゆるされるだけだ。


　もっとも、自分より優すぐれた弟子を得えたり、尊敬できない師匠を持ったりすることも世の中にあるので、すべてに当てはまるわけではないが──





　　　　一





　第三次魔ま獣じゆう邀よう撃げき戦せん──


　1302時　練ねり馬ま区光が丘おか公園に〈封ふう魔ま柱ちゆう〉出しゆつ現げんをレイハが感かん知ち。


　1327時　ＤＤＦ隊員御み剣つるぎ涼りよう子こ、草くさ[image: ]なぎ静しず馬まが現地に到とう着ちやく。


　1348時　魔ま素そに憑ひよう依いされた人間を発見。制せい圧あつを試こころみるも失敗し、魔人はソドムS.O.D.O.M化。


　1400時　救きゆう援えん要よう請せいに応じて用よう務む員いん・南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうが〈サオダケ〉を使用して両名を回収、さらにソドムをグラウンドに展てん開かいされた結けつ界かい内ないに釣つり上あげる。


　1403時　強きよう固こな外がい殻かくを持ったコンペイトウ型の大型ソドム、放ほう電でんしつつ結界内を縦じゆう横おう無む尽じんに転ころげ回り、ＤＤＦ邀撃隊たいを圧あつ倒とう。


　1410時　お面めん男参さん戦せん。現在戦せん闘とう継けい続ぞく中ちゆう──





　ドゴォォン！


　結界内に轟ごう音おんが反はん響きようする。


　電線をグルグル巻まきにしたような表ひよう皮ひを持つ球形の本体からテスラコイル状の突とつ起きが等とう間かん隔かくで八本突つき出でているという非ひ生せい物ぶつ的てきなフォルムを持つソドムは、お面男の五ご指しの指先から連れん続ぞく発はつ射しやされた光こう弾だんを浴あびて地面に墜つい落らくした。テスラコイルのうち二本が光弾によって破は壊かいされ、電でん磁じ力りよく（のような魔力）による浮ふ遊ゆう能のう力りよくのバランスを失うしなったのだ。


　ソドムと相あい対たいするお面男は、電でん撃げき対たい策さくの作業用絶ぜつ縁えん手て袋ぶくろと総そうゴム長なが（オーバーオールと一体になったブーツ）を装そう備びしていた。顔を隠かくしているお面のキャラクターはスフィンクスをモチーフにした往おう年ねんの巨大ロボットのそれである。


『いいぞロボ！　一いつ気きに畳たたみ掛かけるんだ!!』


　結界の外にいる神かみ矢や大だい作さくが腕うで時ど計けい型がたのメガホンで指し示じを送る。


「──[image: ]っ」


　お面男改あらためＧＲ男は一直線に歩み寄よって間ま合あいを詰つめた。セオリーからいえば左右から回り込こみたいところだが、前も後ろもよく分からない形けい態たいなので不可能だった。コイルが折おれている面を死し角かくと考えて接近するしかない。


　ＧＲ男の足が止まった。不ふ可か視しの斥せき力りよくを感じて身み構がまえた直後、コイルの先せん端たんから網あみ状じようの放電が地面を這はい、ＧＲ男の身体からだにまとわりつく。電でん気き的てきな刺し激げきはシャットアウトされているが、全身を包つつみ込む力りき場ばによって圧あつ迫ぱくされる感かん覚かくがあった。まるで巨大な見えざる手に捕つかまったようだ。


　ソドムが残った六本のコイルのうち三本を使って立ち上がった。球体の表面に五本の溝みぞが走り、一いつ点てんに集あつまる。そこを中心としてみかんを剝むくように外殻が開いた。五つの房ふさはそれぞれ鋭するどい鉄の爪つめをもつ指となり、ソドムのボディ全体が巨大な左手に変形する。


『いけない！　いったん間合いを取って後こう退たいだ！』


「…………」


　大作の命令は遅おそすぎた。変形とともに強化された力場がＧＲ男の身体を縛しばり、行動を制限している。


　巨きよ腕わんソドムの掌てのひらに人間の頭ほどもある目が開いた。メカニカルなボディに比くらべてその部分だけが際きわ立だって生物的である。


　校こう舎しやの窓から観かん戦せんしている生徒たちが悲ひ鳴めいを上げた。巨腕ソドムがＧＲ男を握にぎり潰つぶさんと襲おそいかかってきたからだ。


『ロボ！　メガトンパンチだ!!』


　今度の命令は絶ぜつ妙みようなタイミングだった。


「──[image: ]っ!!」


　ＧＲ男の全身が黄金色に輝かがやき、瞬しゆん間かん的に発はつ揮きされた爆発的なパワーがソドムの作り出す力場の拘こう束そく力りよくを上うわ回まわった。鉄の爪を突つき立てようとする指をかいくぐって懐ふところに潜もぐり込むと、右の拳こぶしをソドムの眼がん球きゆうに叩たたき込む。


　ゴガガガガガォォン！


　拳から放はなたれた衝しよう撃げき波はが幾いく重えもの光の波は紋もんとなって広がる。


　龍りゆう勁けい掌しよう十数発分の神しん気きを重かさねて撃うち込むメガトンパンチはソドムのボディを貫かん通つうし、背中にあたる手の甲こうを突き破やぶった。


　体表にストロボのような光を閃ひらめかせた後、巨腕ソドムは爆ばく裂れつ四し散さんした。





「またや！　またあのアホに見せ場持っていかれてもうたやないか!!」


「何よ、あたしのせいだって言いたいわけ!?」


　怪け我がの手当てもそこそこに保ほ健けん室を出た涼子と静馬は、廊ろう下かを十歩も進まないうちに罵ののしり合いを始めた。


「お前のアドバイスとかゼンゼン役に立てへんかったやんけ！」


「あたしの言ったとおり目が弱じやく点てんだったでしょ!?」


「表面に出てないもんが狙ねらえるか！」


「あんたの火力がショボイのがそもそもの原げん因いんでしょ？」


「俺おれの必ひつ殺さつ技わざは遠くまで届とどかへんよって近ちか寄よらなアカンやろが。そやのに近寄ったらビリビリくるやろ？　そんなもんどないせえっちゅうんじゃ！」


「根こん性じようでどうにかしなさいよ」


「結局ノープランやんけ！　電でん気きでビリビリくることぐらい先に言うとけ！」


「そんなの攻こう撃げきしてくるまで分かるわけないじゃない」


「自分だけちゃっかり逃にげたくせに」


「逃げたんじゃなくて避よけたのよ。悪い？」


　涼子は胸むねを張って居い直なおったが、〈月の眼グラムサイト〉の能力でソドムの電撃を予よ知ちして寸すん前ぜんに退たい避ひしたというのが実際のところである。静馬に教えるだけの時間的余よ裕ゆうがなかったのと、静馬を犠ぎ牲せいにしないと自分が被ひ害がいを被こうむることが分かっていたからだ。電撃を食らっても〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手てである静馬の方が受けるダメージがずっと小さいことも見み越こしての行動だった。


　静馬に指し摘てきされるまでもなく力不ぶ足そくは涼子自身が認にん識しきしていた。拝おがみ暁人あきとにより目め覚ざめさせられた〈月の眼グラムサイト〉と、東ひがし方かた流りゆう玄げんよりもたらされたイロメーター──涼子はこの二つの新たな武ぶ器きを得えてソドムとの闘たたかいに参加しているが、正しよう直じきなところ上う手まく立ち回れているとは言えなかった。どちらもソドムの捜そう索さくには役立つものの、闘いとなると決定的なアドバンテージにはならない。弱点を見み抜ぬくことはできても戦せん闘とう能力が足たりず攻せめきれないのだ。つまりはサポート向きのスキルということである。


　今日のソドムのように接せつ近きんすること自体が困こん難なんな相手の場合、肉にく弾だん戦せんの間合いを得とく意いとする静馬では攻撃が届かない。涼子も棒ぼう手しゆ裏り剣けんで援えん護ごするも有ゆう効こう打だにはならず、足を止めるどころか翻ほん弄ろうされるばかりだった。離はなれてよし、肉にく薄はくしてよしの万ばん能のう選せん手しゆである慶一郎と比くらべて有効射しや程てい距きよ離りが短すぎるのだ。


　結けつ論ろんから言えば怪かい獣じゆう退たい治じの専門家である慶一郎とトリオで闘うのが理り想そうなのだが、二人とも当の慶一郎から戦せん力りよく外がい通つう告こくを受けた身である。実力で勝って見み返かえしてやりたいという気持ちが強い。


「クソ～、このままやと完全にガキの使いやないか！」


「あんたがいつまでも出し惜おしみしてるからでしょ!?　切り札ふだがあるんならサッサと出して怪獣の一匹ぴきや二匹やっつけたらどうなのよ？」


〈Ｖ１─エクストリーム〉以い後ご、行方ゆくえ不ふ明めいになっている間に東方流玄の元で特とつ訓くんを受けたと静馬は豪ごう語ごしている。しかし慶一郎の目を意い識しきしてか対ソドム戦では新しい技わざを使わずに闘っていた。


「それとも本当は切り札なんてないんじゃないの？」


「アホ、切り札やぞ？　開始五分でホイホイ出せるもんやあらへん」


「お面男はだいたい三分くらいでカタをつけるわよ」


「たった三分で見せ場が作れるか！」


「目め立だつためにやってんじゃないのよ！」


「まーまーまーまーお二人さん、ソドムは退治できたんだからいいじゃないですか」


　しれっと仲ちゆう裁さいに割わり込んできたのは大作である。


「僕ぼくも一応ＤＤＦの隊員だってことを忘れないでくださいよ。今回は僕の活かつ躍やくあっての勝利ですから、これはＤＤＦの戦せん果かと言っても過か言ごんではないと……」


「お前は何にもしてへんやろが！」


「ロボに命令を出していたのは僕ですよ？」


「あんなもん勝かつ手てに動いとるんや！　テレビの前で酒さけ飲のみながら阪はん神しんにああせえこうせえ言うてるオッサンと変われへんやんけ。それにあのゴム長とか、オレらが苦戦してる間に用意したんやろ!?　人を踏ふみ台にしよってからに」


「だったらお面男が登場する前に倒たおしちゃえばいいのに」


　大作の無む邪じや気きな物もの言いいに、静馬と涼子は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になった。互たがいに何か言おうとして止めると、くるりと踵きびすを返してそれぞれ廊ろう下かを逆方向に別れて歩き出す。大作は二人の背中を見比べてどちらについていくべきか考え──すぐに涼子の後を追った。





　　　　二





　大だい門もん高こう校こうを出たその足で飛ひ天てん神じん社じやにやってきた涼子は、鬼おに塚づか家けの玄げん関かんではなく直じかに道場へ向かった。ソドム戦の疲ひ労ろうはあるが精神的には不完全燃ねん焼しようもいいところで、身体からだを動かさないことには収おさまりそうにない。


　土ど間まに上がるとすでに道場の雨あま戸どは開いていた。寒かん露ろも過ぎ、ここ数日で気き温おんがぐっと下がったこともあって板いた張ばりの床ゆかは冷たい。涼子は剣けん道どう着ぎに着き替がえるために納なん戸どに向かった。稽けい古こ道どう具ぐ等とうの納おさめられた飛天道場の納戸は広く、道場から上がった時はここを着替えに使っている。


　納戸の引き戸を一気に開けると、いきなり裸はだかの背中が目に飛び込んできた。


「ギャ──！」


「えっ？」


　涼子の悲ひ鳴めいに振ふり向いたのは見み覚おぼえのある少年だった。


　以前、涼子は真しん剣けんで巨大な肉の塊かたまりを試ためし斬ぎりしたことがあるが、斬った後に残った肉にく塊かいをステーキにして食べる会に呼よばれた中学生の一人である。


　一七〇センチ以上ある長ちよう身しん瘦そう軀くで筋きん肉にく質しつの身体つき。ドーベルマンを思わせる鋭するどい印いん象しようのある風ふう貌ぼうだが、決して獰どう猛もうには見えない。よく訓くん練れんされた、育ちのいい落ち着いた性格のドーベルマンといったところか。


　悲鳴を上げておきながら戸を閉しめるでもなく逃にげ出すでもなく、その場を動かず自分をじっと凝ぎよう視ししている涼子に、その少年──九く条じよう鳴なる海みは困こまった顔になって言った。


「あの……着替えてるところなんで、閉めてもらえますか？」





　数分後──鬼塚家の居い間まには四人の人間が集まっていた。


　主人であり飛ひ天てん流りゆうの師し匠しようである鬼塚鉄てつ斎さい、涼子と鳴海、そして美み雪ゆきの様よう子すを見に涼子と一いつ緒しよに来ていた大作である。鳴海は剣道着に着替えて末まつ席せきに正せい座ざしている。


「弟で子しを取った……って、どういうことですか、お師匠さま!?」


　九条鳴海がここにいる理由を鉄斎から聞かされた涼子は、激げつ昂こうして思わず腰こしを浮うかせた。


「言った通りのことだが」


　鉄斎は泰たい然ぜんとして答える。涼子は横目で鳴海を一いち瞥べつすると、鉄斎ににじり寄った。


「……で、入にゆう門もん試し験けんは？」


「試験……？」


「あたしの時は千本素す振ぶりをやったじゃないですか。弟子を取るからには当然、こいつにも何らかの試し練れんを与あたえたんですよね？」


「試験と言えるようなことは特にはしていない」


「どうしてですか!?」


「…………」


　鉄斎は湯ゆ呑のみをつかんで口に運び、大作の淹いれた番ばん茶ちやを一口飲んだ。


「弟子を取るのにお前の許きよ可かがいるのか？」


「もちろんです！」


　横で聞いていた大作が『えっ？』という顔で振り向いた。鉄斎に対して涼子が真まっ向こうから反はん論ろんするとは予想外のことだったからだ。鉄斎自身も同様らしく、目を見開いて涼子を見た。


「あたしが来る前は道場も閉しめていたし、弟子も取っていなかったじゃないですか。言うなれば飛天道場はあたし専せん用ように開かれたようなものです！」


　涼子はさらに膝ひざを進め、畳たたみを叩たたいて訴うつたえた。


「あたしに黙だまって弟子を増ふやすなんて──お師匠さま、これは浮気ですよ!?」


　次の瞬しゆん間かん、目にも留とまらぬ速はやさで鉄斎の左手が動き、扇せん子すで涼子の脳のう天てんを叩いた。しかし響ひびいたのは〝パシッ〟や〝ピシャッ〟ではなく〝ガスッ〟という鈍にぶい音だった。涼子は想そう像ぞうを超こえた痛いたみに耐たえかね、頭を抱かかえてうずくまる。


「お……お師匠さま、それ……鉄てつ扇せん……」


「弟子が師を独どく占せんしようなどとはおこがましい」


「うう～」


　涼子は涙なみだを溜ためた目で鳴海をにらむと、人差し指を突つきつけた。


「こうなったらあたしと勝しよう負ぶしなさい！　一番弟子の御剣涼子が直じき々じきにテストしてやるわ！」


　どう考えても僭せん越えつな提てい案あんである。鳴海は意見を求めるように鉄斎に視線を向けた。鉄斎が涼子を止める様子がないのを確認してから答える。


「ボクは構かまいませんが……」


「じゃあ決まりね！」


　涼子は勢いきおいよく立ち上がったが、痛みがぶり返して顔をしかめた。鉄扇で叩かれた箇か所しよにはたんこぶができている。


「やめとけばいいのに──」


　大作が涼子に聞こえるか聞こえないかの小声でつぶやいた。





　　　　☆





　再ふたたび飛天道場──


　剣けん道どう着ぎに着替えた涼子は木ぼく刀とうを手に、道場の中央で鳴海と相あい対たいした。


　武ぶ器きは互たがいに木刀一本。防ぼう具ぐは着つけていない。剣道ではないので審しん判ぱんによる判定はなく、どちらかが降こう参さんするまで決着はつかない。


　鳴海は感かん情じようがあまり表おもてに出ないタイプらしく、顔色からは戸と惑まどいや緊きん張ちようは見られなかった。ふてぶてしいと言い換かえてもいい落ち着きぶりだが、そう見えるのは涼子の方に焦あせりがあるためかもしれない。一番弟子としては勝って当然、負ければ面めん目ぼく丸まるつぶれの勝負である。すでに鉄斎から入門の許ゆるしを得えている以上、涼子が勝ったとしてもそれで鳴海の入門が取り消されると決まっているわけでもない。要ようは涼子の意い地じだけの問題なのだ。
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　部外者ながら見学を許された大作が立たち会あい人にんとなり、審判の真ま似ね事ごとをして開始の合あい図ずを出した。


「──はじめ！」


　それと同時に涼子は流りゆう水すいの如ごとき足あし運はこびで間ま合あいを詰つめた。自分から勝負を持ちかけておいて様子を見るなどという消しよう極きよく的てきな考えは端はなから持っていない。


　鳴海が武ぶ術じゆつの経けい験けん者しやかどうかは知らない。だが防具も無なしに木刀で打ち合うのはよほど慣なれた人間でもなければ恐きよう怖ふ感かんが先にくる。涼子は切きっ先さきを上げて頭を狙ねらう素そ振ぶりを見せておいて小こ手てを打った。意味は違ちがえど文字通りの小こ手て調しらべのつもりの攻こう撃げきは、しかし容易たやすく躱かわされた。


（────!?）


　小手を打つ瞬間、涼子の左目──〈月の眼グラムサイト〉には躱される映像が見えていた。小手を打ちきらないうちに切っ先を翻ひるがえして突つきを放はなつ。鳴海はそれを横に払はらいつつ逆方向に動いた。


　涼子は木刀を払われた方向に身体からだを鋭するどく回転させ、鳴海の脛すねを狙った。鳴海はふわりと身を浮うかせてそれも躱す。


　涼子の耳元を木刀が掠かすめた。肩かたを狙って打ち下ろされてきた攻撃を、涼子は床ゆかに身を投げ出すようにして倒たおれて避よける。そのま床を転ころがり、淀よどみない動きで立ち上がって正せい対たいした。鳴海は追つい撃げきを諦あきらめて間合いを取る。


（こいつ……何か変だわ）


　涼子は奇き妙みような手て応ごたえのなさに戸と惑まどった。率そつ直ちよくに言って木刀の扱あつかいについては鳴海は素人しろうとである。運動神しん経けいはなかなかのものだが、攻撃も防ぼう御ぎよも形になっていない。


　問題は攻撃の躱し方だった。本気の打ち込みではないが、それでも見てから避けられるほど甘あまい攻撃はしていないし、躱す動き自体も洗せん練れんされているとは言い難がたい。恐おそろしく勘かんがいいのか。それとも──


　涼子は無む造ぞう作さに間合いを詰めて真まっ向こうから打ち込んだ。反はん応のうの遅おくれた鳴海は木刀で受ける。涼子はそのままピタリと木刀をくっつけ、鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。鳴海が反射的に押し返してくる瞬間を狙って膝ひざを抜くと同時に体を躱す。押し合う相手を失うしなって『暖の簾れんに腕うで押おし』状態になった鳴海はへっぴり腰ごしになって固かたまった。


　涼子は鳴海に木刀を打ち下ろしつつ足あし払ばらいを仕し掛かけた。


　鳴海が予想外の反応をしたのは次の瞬間だった。顔の前に立てた木刀で涼子の攻撃を受け、同時に鉄てつ棒ぼうの逆さか上あがりをするようにその場でトンボを切ったのだ。着ちやく地ちでバランスを崩くずしつつも後こう転てんして立ち上がる。


（こいつは──!!）


　涼子は鳴海の身体能力に舌したを巻まいた。木刀に気を取られて足払いまでは対たい処しよできないはずが、その両方を躱して見せたのだ。直ちよつ感かん的てきにやったとすれば中学生のレベルではない。


　静馬に匹ひつ敵てきする奇き跡せきの野や生せい児じかはたまた天てん才さいか──涼子は初めて九条鳴海という少年に興きよう味みを惹ひかれた。


　今度は涼子が相手の出で方かたを見る番だった。自分の知らぬ間に道場に入り込んだ生なま意い気きな後こう輩はいという先せん入にゆう観かんはすでに吹ふき飛とんでいる。


　攻せめられっぱなしだと身が保もたないと悟さとってか鳴海は自分から打ち込んできたが、やはり素人の剣けん捌さばきだった。〈月の眼グラムサイト〉に頼たよるまでもなく動いた瞬間にどう打ち込んでくるのか丸分かりのうえ、単たん発ぱつの攻撃なので簡かん単たんに返せる。そのくせ大きく体勢を崩すほどの勢いきおいや思い切りに欠かけていた。小こ手て先さきの反撃といった印いん象しようで、涼子の中での鳴海の評ひよう価かはまたよく分からなくなった。


　先せん輩ぱい弟で子しとしては受けに回ってばかりはいられない。涼子が再び攻こう勢せいに転てんじようとした時、鳴海はまた奇き妙みような動きを見せた。涼子が攻撃するよりも先に防御する素そ振ぶりを見せたのだ。


（──？）


　鳴海が庇かばったのは右の小手だった。涼子が狙っていたのは確かに右の小手だが、打ち込みを予よ測そくしたにしては的てき確かくすぎた。涼子は視線を正面に固こ定ていし、相手の全身の動きを満まん遍べんなく観察して一か所を注ちゆう視しすることはないため、視線で攻撃目もく標ひようがバレたとは考えにくい。


　涼子は面めんを打つフェイントから胴どうを打ち脛すねを払う連続攻撃を仕掛けた。鳴海はフェイントには引っかからず胴打ちを防御し、脛への払いは後方に大きく跳とんで避ける。涼子はそれを追って踏ふみ込み、躱かわしようのない渾こん身しんの片手突きを放はなった。


　胸むな元もとに突きを受けて吹ふっ飛ぶはずの鳴海は、上体を思い切り仰のけ反ぞらせて紙かみ一ひと重えのところで切きっ先さきを躱した。


　勢いきおい余あまって身体ごとぶつかり、もつれ合って倒れる二人。涼子は即そく座ざに木刀を手放して馬乗りになり、鳴海が逃のがれようともがくと素す早ばやく背はい後ごを取って裸はだか絞じめを仕掛けた。


「あ～、いいなあ。それ」


　形だけは涼子に抱だきしめられている状態の鳴海を見て、大作が無む責せき任にんに羨うらやましがる。涼子が本気で落としかかると鳴海は大おお慌あわてで『参タっツたプ』をした。


「……剣術の勝負なのにグラウンドの絞しめ技わざはありなんですか？」


「あらゆる状況に対応するのが武ぶ術じゆつってものよ」


　二人は元の位置に戻もどって一礼すると、鉄斎の前に正せい座ざした。


「素人しろうとに勝ったところで自じ慢まんにはならんな」


　鉄斎の評ひよう価かは芳かんばしいものではなかった。まったくその通りなので今度は涼子も反はん論ろんする気にはならない。


「それに目に頼たよりすぎだ。見てから対応していては間に合わんということは以前教えたはずだが、稽けい古こ不ぶ足そくで失しつ念ねんしたようだな」


　この指し摘てきについては涼子は赤せき面めんして平へい伏ふくする他なかった。〈月の眼グラムサイト〉の能力に頼ることでかえって迷まよいが生じ、動きに切れがなくなっているのは涼子自身も自じ覚かくしていた。静馬にとっての〈神威カムイの拳けん〉とは違ちがい、自分のものにできていないのだ。


　鉄斎がスッと立ち上がった。


「ならば思い出させてやるとしよう。剣を取れ」


「はい！」


　久しぶりに鉄斎に稽古をつけてもらえると知った涼子は喜び勇いさんで顔を上げた。





　　　　三





　道場での稽古を終えて帰き途とにつく頃ころには、すでにとっぷりと日が暮くれていた。


　実じつ戦せん形けい式しきの打ち込み稽古でみっちりしごかれ、身体はクタクタになっていたものの気分は晴はれ々ばれとしていた。だからか──家に続く道の途と中ちゆう、街がい灯とうの下に立つ人ひと影かげに気き付づいてもさして驚おどろいたり警けい戒かい心しんを抱いだいたりはしなかった。


「なに？　今やればあたしに勝てるとでも思ったわけ？」


「いえ、そういうわけでは……」


　九条鳴海は申し訳わけなさそうに答えた。道場を出たのは同じ時じ刻こくだが、自転車で来ていた鳴海とはすぐに別れている。どうやら先回りして待ち構かまえていたらしい。


「先せん輩ぱいに聞いてもらいたい話があるんですが」


「今いま川がわ焼やきでいいわよ」


　涼子は小さなスタンドで営業している今川焼き屋やを指ゆびさした。


「小お倉ぐらあんとチーズとクリームを一いつ個こずつね」


「中学生にたかる気ですか。しかも兄あに弟で子しのくせに」


「こっちはお腹なか減へってんのよ」


「ボクも減ってます」


「じゃあ自分の分も買ってくりゃいいでしょ。そら、走る！」


　涼子に急せかされた鳴海は不ふ承しよう不ぶ承しようながら駆かけ足あしで今川焼き屋に向かった。児じ童どう公こう園えんのベンチに腰こし掛かけて待つこと数分、今川焼きの包つつみと缶かんコーヒーを手に鳴海が戻ってくる。


「ご苦労」


　両方受け取ろうとする涼子に、鳴海は今川焼きだけを突つき出した。


「このコーヒーは自分のです」


「ケチ臭くさいわね」


「どっちがですか」


　鳴海の文もん句くを聞き流し、涼子はホカホカの今川焼きをパクついた。とろける小倉あんの上品な甘あま味みに思わず頰ほおが緩ゆるむ。


　涼子を今川焼きで足止めしている間に、鳴海はその辺に落ちていた木の枝えだを拾ひろってくると、それを使って涼子の目の前の地面に簡かん単たんな絵を描かき始めた。丸と棒ぼうを組み合わせた単たん純じゆんな人間の絵だ。


「奇き妙みような質しつ問もんをしますが……先輩には人間がこんな風に見えていませんか？」


　鳴海は人間の左側だけを縁ふち取どり、二人の人間が重かさなっているような図を描えがいた。


「……それって、どういう意味？」


「このままですよ。人間が二重に見えている──」


「二に重じゆうに……!?」


　確かに奇妙な質問だった。〈月の眼グラムサイト〉の能力を使うと未来の映像が二重写うつしに見える。だがそれは人間に限かぎったことではなかった。おおよそ動く物であれば何でも未来の位置が見える。


「それって人間だけの話？」


「主おもに人間です」


「ふうん……どうしてそんなことを思ったわけ？」


「先輩はボクの攻こう撃げきをあらかじめ知っているような動きをしていましたから」


「ちょっと待って。言ってる意味がよく分からないんだけど。そもそもこれは何？」


　涼子は爪つま先さきで鳴海の描いた二重像ぞうを突っついた。


「もしかして九条君には人間がこう見えてるってこと？」


「そう言ったら信じますか？」


「とりあえず、あたしをペテンにかける理由が見当たらないからね。話半はん分ぶんくらいには」


「分かりました」


　鳴海は少し当てが外はずれたような顔をしたが、今川焼きをおごらされた分くらいは取り返そうと思い直したのか話し始めた。


「この二重の影のように見えるのは──その人の精神というか、霊れい魂こんみたいなものが先走って本体からはみ出したものです。ボクは単純に《ゴースト》と呼よんでいます」


「要ようするに生いき霊りようみたいなもの？」


「分かりません。そう見えるというだけのものです」


「先走って出る、というのは？」


「例たとえばパンチを打つとしますよね？　すると実際に身体からだが動く前に《ゴースト》のパンチが出るんです」


「それは誰だれでも？」


「まあ……ほとんどの人間は出ますね」


「へえー」


　涼子は少し興きよう味みを惹ひかれて身を乗り出した。


「それっていつから見えるようになったの？」


「物もの心ごころついた頃にはもう見えてました。他の人には見えていないってことを知ったのは小学校に上がる頃でしたが……」


「そういう霊能力的なのを代々受うけ継ついできた家か系けいとか？」


「いえ、家族で見えるのは俺だけです。親類の中にはいるかもしれませんが」


　質問を考えながら、涼子は不ふ意いに道場での勝しよう負ぶの最中に感じていた違い和わ感かんの正しよう体たいに思い至いたった。


「すると……さっきのあたしとの勝負の時も見えてたわけね？」


「はい。攻撃される直前に見えました」


「全部バレてた？」


「ええ。太た刀ち筋すじも、あの足あし払ばらいも」


「太刀筋？　《ゴースト》って人間だけでしょ？」


「例外的に自分の手足と同じように使っている武器だとそれ込みで《ゴースト》が見えることもあります。先輩の木ぼく刀とうほどはっきり見えたのは珍めずらしい部類ですが」


　褒ほめられているのかそうでないのか微び妙みようなところである。しかし剣けん捌さばきが素人しろうとのくせにやたらとこちらの攻撃を避よけまくれる理由はこれで合が点てんがいった。


「その《ゴースト》とやらが見えるのって、凄すごく便べん利りというか……有ゆう利りよね」


「まあケンカではほとんど負まけませんね。寝ね技わざは技術の勝負なので別ですが」


「ケンカの他には？　例えば野球とかどうなの？　球たま筋すじが見えたりしないの？」


「見える時もありますけど、あまり当てには……」


「どうして？」


「ボールは投げた本人の狙ねらい通りのところへ必ず飛ぶわけじゃないので。百発百中のコントロールのピッチャーなら打ちやすいかもしれませんが」


「案あん外がい面めん倒どうね。じゃあお師し匠しようさまと試し合あいしても負けない自信ある？」


「それは無む理りです」


　鳴海は神しん妙みような顔つきで即そく答とうした。


「鉄斎師匠の《ゴースト》は見えないので──」


「どういうこと？」


「気持ちが先走ってないというか、精神と肉体が完全に同どう調ちようしているというか……動こうと思った時にはすでに身体が動いている状態なんでしょう」


　それは涼子の〈月の眼グラムサイト〉との決定的な違ちがいだった。未来の動きを予よ見けんするのではなく、人間の持っている『動きのイメージ』のようなものをキャッチしているのだ。涼子は直ちよつ感かん的に静馬も《ゴースト》が出ないタイプだろうと確かく信しんした。欲よく望ぼうと行動の間あいだに理り性せいのフィルターを介かいさないからだ。逆ぎやくに涼子のように気持ちが先走りがちなタイプは《ゴースト》が見えやすいのだろう。


「なるほどねえ……なかなか面おも白しろい話だけど、残ざん念ねんながらあたしにはその《ゴースト》とやらは見えないわ。悪いわね」


　涼子は少し冷さめた今川焼きを口に運んだ。チーズの甘あま味みと塩しお気けを疲つかれた身体が貪むさぼるように吸きゆう収しゆうしていくのが分かる。しかし鳴海の話はそこで終わりではなかった。


「これからが本題なんですが」


「まだあるの？」


「それが……」


　鳴海は自分で本題だと言っておきながら妙みように歯は切ぎれが悪い。


「鉄斎師匠の孫まごの……鬼塚美雪さんのことなんですが」


「ふう～ん、なるほどね」


「まだ何も言ってませんが」


「美雪ちゃんが気になるんでしょ？」


　少し茶ちや化かしてやると鳴海は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「気にはなっていますが、そういう意味じゃありません」


「じゃあどういう意味？」


「彼女の《ゴースト》のことです」


　三つ目のクリーム入り今川焼きにかぶりつこうとして涼子は思いとどまった。どうやら本当に真ま面じ目めな話らしい。


「さっきから説明していますが《ゴースト》は本人に先せん行こうする影かげみたいなものです。基本的にその形は本人と全まつたく同じはずなんですが──彼女のは違うんです」


「違う……って、何がどう違うわけ？」


「本人と《ゴースト》の姿すがたが一いつ致ちしないんです。ボクの目には彼女の《ゴースト》は大人おとなの女性に見えます」


「大人の？」


「和服を着た、巫み女こさんのような格かつ好こうをした女の人です」


「巫女さんねえ……それって背はい後ご霊れいみたいなもんなんじゃないの？　それっぽいし」


「かも知れません。ですが──彼女の《ゴースト》は武ぶ器きを持ってるんですよ。薙なぎ刀なたみたいな刃は物ものを……」


　聞いた限りでは美雪の《ゴースト》は普ふ通つうのものとは趣おもむきが異ことなるようだが、鳴海の言う《ゴースト》そのものがよく分からない現げん象しようなので涼子には判断がつかなかった。


「他には見てないの？　本人と《ゴースト》が一致しないやつ」


「今月のはじめに一度、池いけ袋ぶくろで見かけたんですが……あれは鬼塚さんとは違う感じだった」


「違う感じって？」


「その時に見た《ゴースト》は人間の形すらしてませんでした。巻き貝みたいな変な形で……すぐ見み失うしなったんで正体は分かりませんが」


「巻き貝──!?」


　それを聞いて涼子の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


　今月のはじめ、池袋、巻き貝──三つのワードから連想するのは、涼子がイロメーターを受け取った日に遭そう遇ぐうしたソドムのことである。鳴海が魔ま素そに憑ひよう依いされた人間を見かけた可能性は高い。しかも変身する前に見分けることができるとすれば、それだけで大きな助けとなる。


「本人と合わない《ゴースト》を持った人間の話──興きよう味みあるわね。美雪ちゃんのことはよく分からないけど、その……また見かけた時はすぐに知らせてくれない？　大作君の携けい帯たいの番号を教えとくから」


　涼子は生せい徒と手て帳ちようのメモに大作の番号を書いて鳴海に渡した。急に涼子が態度を変えたことを鳴海は不ふ審しんに思ったようだが、その理由については追つい及きゆうしてこなかった。もちろん問とい質ただされたところで大門高校の関係者でない鳴海にレイハやソルバニアのことを話せるわけはない。


　クリーム入り今川焼きを三み口くちで平たいらげ、涼子はベンチから腰こしを上げた。


「美雪ちゃんの《ゴースト》って人間の格好なのよね？　化け物とかじゃないなら心配するようなことでもないと思うけど」


　一応気休めじみたことを言って立ち去さろうとした涼子は、突とつ然ぜん一八〇度ターンして鳴海に詰つめ寄よった。


「忘れてたわ！　あんたに聞いときたいことがあるんだけど」


「な……何でしょう？」


「どうやってお師匠さまを口く説どいたの!?　あたしが入にゆう門もんする時はそりゃもう大変な苦く労ろうをしたんだから！」


「口説いたというか……質問しただけですが」


「何て？」


「『飛ひ天てん流りゆう剣けん術じゆつで南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうに勝てますか？』──と」


「なっ……」


　とんでもない質問だと思いながらも、涼子は不ふ思し議ぎと納なつ得とくできた。こんな挑ちよう発はつ的てきな質問をされて鉄斎がムキにならないわけがない。


「姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうと毒ぶす島じま天てん堂どうにも同じ質問をしたら即そく入門できましたけど」


「あ、あんたバカじゃないの!?」


　人間凶きよう器きトリオに同時に弟で子し入いりするなど狂きよう気きの沙さ汰たである。


「剣術と柔じゆう術じゆつと骨こつ法ぽうをいっぺんに学ぼうなんて無む茶ちやにも程ほどがあるわよ」


「どれも元がん祖そ飛天流から枝えだ分わかれした武術ですから、組み合わせても大だい丈じよう夫ぶなんですよ。それにもともと南雲先生が受うけ継つぐはずだったとも聞いてますし」


　それは涼子も初めて聞いた話だった。慶一郎は鬼塚家に引き取られた身で、順じゆん当とうに行けば飛天流の後こう継けい者しやになっていてもおかしくはない。武術の才さい能のうからいえばなって当然とも言える。期き待たいを裏うら切ぎられた恨うらみというほどではないにしろ、飛天流の関係者としては慶一郎の鼻はなを明あかしてやりたいという気持ちがあるのだろう。鳴海の質問はそのデリケートな部分をいたく刺し激げきしたのだ。


「まあ、え～っと……入門したからには頑がん張ばんなさいよ。ただし死なない程度にね」


　無む謀ぼうすぎる弟弟子に涼子がしてやれる助言はそれくらいのものだった。





　　　　四





　週明けの月曜日。


　朝の掃そう除じと鍛たん錬れんの日課を済すませた慶一郎は用務員室に戻もどってきた。漂ただよってくる香こうばしい焼やき魚ざかなの匂においを嗅かいで、慶一郎の腹の虫がクウと鳴なる。


（今日は秋さ刀ん魚まだな）


　気持ち急ぎ足になり戸を開けると、卓ちや袱ぶ台だいの上には朝食の用意が調ととのえられていた。主しゆ菜さいは想像通り秋刀魚の塩しお焼やき。筑ちく前ぜん煮にと白しら和あえ、茄な子すの漬つけ物ものもある。コンロには味み噌そ汁しるの鍋なべ。ご飯はお櫃ひつの中だ。


「…………？」


　完かん璧ぺきな朝食だが、一つだけ足たりないものがあった。この朝食を用意した人物である。


　いつもなら朝の挨あい拶さつとともに出で迎むかえるはずの人物──烈飛鈴リー・フエイリンは、慶一郎の布ふ団とんに横になっていた。シャツの上に割かつ烹ぽう着ぎを着たままの姿すがたで、掛かけ布団に抱だきつくようにしてうたた寝ねしている。


　どうしてこうなったのかは容よう易いに想像がついた。飛鈴は毎日、慶一郎の布団に自分の匂においをつけていく。慶一郎が秘ひそかに『マーキング』と呼よんでいる行動だが、早はや起おきしての朝食作りで少し寝ね不ぶ足そくなのと、このところの肌はだ寒ざむさもあってつい油ゆ断だんしたのだろう。


　土ど間まで立ち止まったまま、慶一郎はしばし逡しゆん巡じゆんした。横おう臥がしている飛鈴の腰こしの丸みとスカートから伸のびる脚きやく線せんが悩なやましく、このまま眺ながめていたくもある。しかしこのまま起こさずに朝食だけいただくというわけにもいかず、さりとて声をかけて起こすのも野や暮ぼだし、罠わなの可能性も捨すてきれないので迂う闊かつに近寄るのもどうか──考えあぐねているうちに飛鈴は目を覚さました。


　飛鈴は慶一郎に気付くと慌あわてて正せい座ざし、三つ指をついて深々と一礼する。


「おはようございます。ダーリン」


「……おはよう」


　この『ダーリン』だけは何度聞いても気き恥はずかしくて慣なれなかった。逆ぎやくに言えばいつまで経たっても新しん鮮せんということでもある。


　飛鈴がうたた寝したのはほんの二、三分だったらしく、味噌汁を温あたため直す必要もなかった。慶一郎は脂あぶらの乗った秋刀魚を堪たん能のうし、大おお盛もり飯めしを二杯はいお代かわりした。大だい根こんの味噌汁は日本人でもなかなかここまでの味は出せないだろうというレベルにまで達たつしている。


　慶一郎が食べている間、飛鈴は給きゆう仕じに専せん念ねんして食事を共ともにすることはない。申し訳わけないと感じる気持ちもあるが、慶一郎はそれをおくびにも出さずに無む言ごんで平たいらげるのみだった。


　食後の熱あついお茶をすすりながら、流し台で食しよつ器きを洗あらっている飛鈴の後ろ姿を横目で眺める。アップにした髪かみの生え際ぎわから伸びる白いうなじ。細くしなやかな腰つき。黒いパンストのせいでなく引き締しまったふくらはぎ──


「お茶のお代わりは？」


「んっ？　いや、もう……」


　卓袱台の上に置いてある急きゆう須すを持ち上げてみると空からになっていた。湯ゆ呑のみと急須を持って立ち上がると、洗い物を終えた飛鈴が慶一郎の手からそれらを取り上げる。


「そのままでちょっと待って」


　飛鈴は湯呑みと急須を流しに置き、自分のバッグを取りに行った。


「ボタンが取れかかってるから直すわね。じっとしてて」


　携けい帯たい用ようの裁さい縫ほうセットを取り出し、慶一郎の作業着の胸むねのボタンを付け直しはじめた。身長二メートル超ちようの慶一郎の顎あごの下あたりに飛鈴の頭がくる。香こう水すいと体たい臭しゆうが混まじり合った甘あまい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。吐と息いきが胸むな元もとにかかる。


「はい、できた」


　ほんの一分足たらずの時間が慶一郎には恐おそるべき長さに感じられた。


　裁縫についても飛鈴の腕うで前まえは一流で、どのボタンが取れかかっていたものか分からない。


「……ありがとう」


「どういたしまして」


　飛鈴はお茶を淹いれ直すと、長なが居いすることなく教師として出しゆつ勤きんしていった。


　用務員室に一人になった慶一郎は、畳たたんだ布団を押し入れに入れようと持ち上げたところで固まった。普段より長めにマーキングされた布団からは飛鈴の残り香がが強く匂ってくる。この香かおりは夜まで消えずに残り、掛かけ布団をかぶるとまるで飛鈴が同どう衾きんしているような錯さつ覚かくさえ覚おぼえる。


　このマーキング作戦は地じ味みながらボディブローのようにじわじわと効きいていた。慶一郎がその効こう果かに気付いたのは、すでに相当なダメージが蓄ちく積せきされた後だった。


「……いかんな」


　布団に顔を埋うずめたくなる衝しよう動どうをどうにか堪こらえると、慶一郎は布団を押し入れに収おさめて襖ふすまを閉しめた。





　　　　☆





「──南雲君、君きみは現在の状況をどう捉とらえているのかね？」


　三時限目の授業が始まる頃ころ、慶一郎を校長室に呼びつけるなり藤とう堂どうは質問をぶつけてきた。


「そうですね……」


　慶一郎は顎あごに手を当てて悩なやむフリをしながら答える。


「正しよう直じき、いいとも悪いとも言えない状況ですね。俺自身は決して憂うれうべき状況とは思いませんが、ならこれでいいのかと問われれば不ふ本ほん意いながらまあまあだと答えざるを得えないといった具ぐ合あいで……」


「まあまあだと!?　この期ごに及およんで何を呑のん気きに構かまえているのかね！」


　藤堂はマホガニーのデスクを両手で叩たたいて椅い子すから腰を浮うかせた。今日の校長は普ふ段だんに比くらべておよそ三割わり増ましの迫はく力りよくがあった。どうやら本気らしい。


「何か緊きん急きゆうの事じ態たいでも？」


「レイハ君が来てからこっち、我わが校はずっと緊急事態が続いているだろうに。君がどう動くのかを見てきたが……南雲君、君はこの事態を収しゆう拾しゆうする気があるのかね？」


「怪かい獣じゆうが出たらやっつけてますが」


「それは対たい症しよう療りよう法ほうにすぎない。以前ドクター村むら雨さめが指し摘てきしたように、ソルバニアから送り込こまれてくる魔ま素そに憑ひよう依いされ怪かい物ぶつ化かした人間を倒たおしたところで、戦せん略りやく的てき見けん地ちに立ってみれば事態は何一つ好こう転てんしていないのだよ。それが分かっているのかね!?」


「所しよ詮せんこっちは受け身ですから、防ぼう衛えい戦せん一いつ辺ぺん倒とうなるのは仕し方かたないでしょう」


「それでは埒らちが明あかんと言っているんだよ。君は確かに強いが、やっているのは出てきた敵てきを叩いているだけだ。モグラ叩きのようにな。君には問題を抜ばつ本ぽん的てきに解決しようという意志が感じられない」


「ソドムの問題はソルバニア人に原げん因いんがあるわけで、彼ら自身が解決すべきことでは」


「調ちよう整せい役やくのレイハ君を連つれ帰かえったのは君だろう」


「レイハにどうにもできないことが俺にできるとは思えませんがね。それともソルバニアに乗り込んで敵を殲せん滅めつしますか？　場合によっては億おく単位の戦力差になりますが」


「闘たたかう以外の選せん択たく肢しはないのかね？」


「それが俺の仕事です。ソルバニアに召しよう喚かんされていたのも単純に戦力として利用されていただけですし」


「君はもう少し成長していると思ったが……私の買いかぶりすぎだったようだな」


　藤堂は失しつ望ぼうしたように言うと、腰を下ろした。


「南雲君、君も年とし相そう応おうの知ち恵えを働かせることを覚おぼえたまえ。ソルバニアの問題はソルバニア側で解決すべきというのなら、君の問題は君自身が取り組まねば解決できないと知るべきだ。例たとえばそう──飛鈴君のことはどうするつもりなのかね？」


「どうしてここで彼女の名前が出てくるんです？」


「一いち事じが万ばん事じだからだよ。いつまで通かよい妻づまのような真ま似ねをさせておくつもりだね？」


「いつまでと言われても……レイハが動けない限りは学校に留とどまる必要があるわけで」


「つまり何も考えていないということだな」


　図ず星ぼしである。


「何も二十四時間学校に常じよう駐ちゆうする必要はないだろう。近くに部屋を借かりて一いつ緒しよに住んでもいいはずだ」


「いや、それは……」


「何が不満なのかね？　彼女が香港ホンコンの暗あん殺さつ拳けんを伝でん承しようする一族の娘むすめだからかね？　それを差し引いたとしても君にはもったいないほどの出で来きた女性だ。美人だし性格も献けん身しん的てき、料理の腕も一流！　おそらく家か事じ全ぜん般ぱんについてもそうだろう。教師としての能力も君とは比くらべものにならんほど優ゆう秀しゆうだ。すべてにおいてパーフェクトと言っていい。違ちがうか!?」


「違いませんけど……何をそこまで興こう奮ふんすることがありますか？」


「彼女に対する君の態たい度どに腹はらを据すえかねているのだよ。これは私だけではない。我が校の教きよう職しよく員いん並びに生徒全員が同様に感じているはずだ」


　個人的な恨うらみがあるとしか思えないような決めつけ及および言い切りだった。この場に大作がいれば一も二もなく賛さん同どうし、藤堂と一緒になって慶一郎を責せめたはずである。


「分かりませんね。どうして俺じゃなくて彼女の方に肩かた入いれするんですか？」


「まったく……君という男はどこまで朴ぼく念ねん仁じんなのかね!?」


　藤堂は硬かたすぎるスルメを嚙かみ千ち切ぎろうとしているような顔になった。


「他人事として想像してみたまえ。飛鈴君のような美人が献身的に尽つくしているというのに、それをさも当然のように享きよう受じゆしながら何ら見返りを与あたえようとしない傲ごう岸がん不ふ遜そんな男がいたとして──どう思うかね？」


「ふむ……」


　慶一郎は腕うで組ぐみをし、目を閉とじて考えてみた。すぐに顔を上げて藤堂を見る。


「軽く殺さつ意いが湧わいてきましたが」


「そうだろう!?　それが人間として当たり前の反はん応のうというものだ」


「でも俺は当事者なので自分の味み方かたをせざるを得えません」


「君の考えなど知ったことではない。男としての責せき任にんを果はたせと言っているのだよ」


　こうまで真まっ向こうから正せい論ろんをぶつけられると弱るしかなかった。確かに飛鈴に対する不満はない。問題があるのは慶一郎自身の方なのだ。


　反はん省せいの態たい度どを示しめす慶一郎を見て、藤堂は満まん足ぞくげに胸を張った。


「南雲君、本当の意味で良いアイデアというものが何か分かるかね？　ただ漫然とモグラ叩きを続けているだけでは時間と労ろう力りよくを浪ろう費ひするだけで何も解決しない。それは知ち恵えのないやり方だ。複数の問題を一いつ挙きよに解決できてこそ真のアイデアというものなのだよ」


　どうやらここからが本題らしい。


「君が無む為い無む策さくに過すごしている間に、私はこの事態を根こん本ぽんから解かい決けつするためのアイデアを思いついた！」


　藤堂はＤＤＦ作戦会議のために置きっぱなしになっているホワイトボードに歩み寄ると、ペンを取って大きな横文字を書いた。


　──〈K-WARS〉


　それを目にした瞬間、途と轍てつもなく不ふ吉きつな予感に慶一郎は身み震ぶるいした。


「十一月三日からの学園祭にて第二回となる校内異い種しゆ格かく闘とう技ぎ大たい会かいを開かい催さいする。これに校外から招しよう待たい選せん手しゆを招まねき、すべての決着をつける」


「校外というと……？」


「〈Ｖ１─エクストリーム〉の影かげの主しゆ催さい者しやであり、ソルバニアの神しん官かんとつながりがあると思われる人物──つまり君の宿しゆく敵てきでもある、ニューヨーク暗あん黒こく街がいの帝てい王おうウィラード・ゲイツをこれに招こうと思う」


「……どうやって？」


「それで相談だ」


　藤堂はデスクの抽ひき斗だしを開け、白い洋よう封ぶう筒とうを取り出した。


「招待状を送りたいが暗黒街の帝王なので住所が分からん。『ニューヨーク市マンハッタン／ウィラード・ゲイツ様』で届とどくだろうか？」


　案あん外がい届きそうだから恐おそろしい。


「レイハに電でん子しネットワークを調しらべてもらうのはどうですか？　エリアが特定できるんだから見つけるはそう難むずかしくないでしょう」


「そうだな。後で頼たのんでみよう。言うまでもないが、この〈Ｋウォーズ〉には当然ながら君もエントリーしてもらう。異い論ろんはないな？」


　こちらから攻せめにいけない以上、あえて敵てきを誘さそい込むというのは危き険けんではあるが唯ゆい一いつ有ゆう効こうな戦せん法ぽうだろう。なるほどこのお膳ぜん立だては藤堂にしかできない英えい断だんだった。


「それは構かまいませんが……ところで俺と飛鈴の問題を解決するアイデアの方は？」


「そんなことは自分で考えたまえ！」


　またも全校を代表して怒ど鳴なられた。


「だったら……」


　慶一郎は藤堂に左手の掌てのひらを上に向けて差し出した。


「その手は何かね？　私に手て相そうを見る趣しゆ味みはないが」


「給きゆう料りようをください。とりあえず三か月分」


「……さっさと仕事に戻もどりたまえ」





　　　　五





「ほほう……《ゴースト》か。似にたような話なら世界中にいくらでも転ころがっとるよ。珍めずらしくもない」


　昼休みの学食。涼子から鳴海の話を聞かされたドクター村雨はさして驚おどろいた様よう子すも見せず、七しち味みをこれでもかと振ふりかけたかけうどんをすすった。


「その少年が持っているのは視みる能力だけなのかね？　彼の言うゴーストがオカルトで言うところのアストラル体やエーテル体──つまり霊れい体たいのようなものだとして、自分のゴーストを操そう作さしたりできないのかね？　エクトプラズムで実じつ体たい化かしてみたり、幽ゆう体たい離り脱だつして肉体から離はなれて行動するくらいの芸げいが欲ほしいところじゃが」


「そんな無む茶ちやな」


　同席している大作がやんわりと突つっ込こむ。口ぶりからして村雨はあまりこの話題には興きよう味みを惹ひかれないらしい。


「だいたい霊体を計けい測そくできる機き器きが存在せんのじゃよ。客きやつ観かん的てきに観かん測そくできんものを科学的に分ぶん析せきはできんからな。同じ超ちよう科学でも魔法の方が断だん然ぜん面おも白しろい」


「そりゃそうでしょうよ」


　涼子は徒と労ろう感かんを大おお盛もりカレーライス生なま卵たまごのせで補ほ塡てんした。


「でもソドム化する前の人間を見分けられるのなら頼たのもしいじゃない。あたし一人でカバーできる範はん囲いなんてたかが知れてるんだから」


　イロメーターを手に入れてから何度か涼子は静馬のバイクに相あい乗のりして都内をパトロールしているが、反応があった場所を調査してもソドムどころか魔ま素そに憑ひよう依いされた人間さえ発見できていない。


「一人が二人になったところでたかが知れとるじゃろうがね」


「中学生じゃ行こう動どう範囲も限られてるでしょうし……まあ、ないよりはマシって程度でしょうねえ。ソルバニアのことを教えて全面協力してもらえるわけでもないし」


　散さん々ざんな評ひよう価かに涼子はむくれたが、大作には別の考えがあるようだった。


「理由は何にせよ九条君は美雪ちゃんに興味があるんですよね。入にゆう門もんしたんだからこれから頻ひん繁ぱんに出入りすることになるだろうし、いい友達になってくれるといいんですけどね」


「そういうの期待するのもどうかと思うけどね。美雪ちゃん……最近はどうなの？」


「前に比くらべればいくぶん元気になってますよ。ご飯はんも食べるし、天気のいい日は部屋から出て縁えん側がわとか境けい内だいで日向ひなたぼっこしてるそうです」


「ほとんど猫ねこの生活ね」


「本当に猫化してるんですよ。話しかけてもほとんど返へん事じしてくれないし」


「学校の敷しき地ち内にマタタビが生はえとったな。持ってってやるといいじゃろ」


「……美雪ちゃんは人間ですからマタタビでメロメロになったりはしませんよ」


「冗じよう談だんじゃよ。マタタビが生えとったのは本当じゃが」


「じゃあ後で静馬にくれてやれば？」


「意外とメロメロになっちゃうかも知れませんねえ」


　マタタビの臭においを嗅かいで恍こう惚こつとなっている静馬の姿すがたを想像すると少し気分が良くなった。しかしある程度頼たよりになるのではと思っていた鳴海のゴースト視能力が期待薄うすだと教えられて、涼子としてはあまり面白くない。


　その、およそ誰だれからも当てにされていなかった九条鳴海から連れん絡らくが入ったのは金曜日のことだった──





　　　　☆





　飛天道場での稽けい古こを終えた涼子がシャワーを浴あびようと鬼塚家に戻った時、廊ろう下かにある電話のベルが鳴なった。周まわりを見回しても鉄斎と美雪の姿がないので、受じゆ話わ器きを取る。


「はい、鬼塚です」


『──ああ、涼子さんですか!?　僕です！』


　受話器から聞こえてきたのは、切せつ羽ぱ詰つまった様子の大作の声だった。


『すぐに池いけ袋ぶくろ中ちゆう央おう公こう園えんまで来てもらえませんか？』


「何があったの？」


『九条君から僕の携けい帯たいに連絡が入ったんです。例の本人と合わないゴーストを持った人間を見かけたんだそうです。今、静馬さんと一いつ緒しよに向かってるところです』


　稽古の疲つかれも吹ふっ飛とぶホットなニュースだった。音おん質しつが悪く、風かざ切きり音が聞こえるところからするとバイクで移い動どう中ちゆうなのかもしれない。


「場所は中央公園でいいのね？　すぐ行くわ」


　涼子は受話器を置くと、着き替がえに使っている客間に入るより先に袴はかまの帯おびを解とき始めた。





　東とう武ぶ東とう上じよう線せんの急行で池袋へ向かい、サンシャイン前の池袋中央公園に着ついたのは午後七時過ぎだった。


　ストリート・バイパーズにとって主しゆ戦せん場じようとなる場所である。〈Ｖ１─エクストリーム〉以い後ご、しばらく静馬が不ふ在ざいだったこともあって下した火びになっていたようだが、今夜は大おお勢ぜいの観かん客きやくが集まり、大きな歓かん声せいが上がっていた。ヘヴィなギターとドラムの重じゆう低てい音おんが響ひびいてくるところからしてバイパーズ・レイヴが開ひらかれているらしい。


　人ひと垣がきを搔かき分けて奥おくへと進むと、ジャグジー前の広場で格かく闘とうしている静馬の姿が見えた。


「つぉりゃああああっ！」


　奇き声せいを発して跳ちよう躍やくし、敵てきの巨きよ漢かんに跳とび蹴げりを見み舞まう。脂し肪ぼうの塊かたまりといった風ふ情ぜいの敵の三さん段だん腹ばらに爪つま先さきが突つき刺ささるが、直後、吹っ飛ばされたのは静馬の方だった。静馬は石いし畳だたみに片手をついて側そく転てんしながら着ちやく地ちする。


「フヒィ────ッ！　そんななまっちろい蹴りィ～、カユいカユいカユ～～いぜぇぇぇぇっ！」


　アンコ型がた肥ひ満まん体たいの男は腹の脂肪をブルブルと波なみ打うたせながら高たか笑わらいした。周囲から悲ひ鳴めいのような歓声が上がる。


「──涼子さん！」


　大作と鳴海が涼子を見つけて駆かけ寄ってきた。


「どうなってんのよ!?　これってただのバイパーズ・レイヴでしょ？」


「それはそうなんですが……」


「ゴーストが違うのってどいつがそうなの？」


　鳴海が対戦中の静馬を指さした。


「草くさ[image: ]なぎさんが闘たたかっている相手チーム──七人全員です」


「なぬっ!?」


　静馬の対戦相手は胸に白いドクロマーク入りの黒いＴシャツを着た肥満体揃ぞろいのバイパーズである。


　涼子は慌あわててイロメーターを取り出して針はりの動きを見た。確かに相そう当とう強力な魔ま素その反はん応のうがある。〈月の眼グラムサイト〉にも黒い残ざん像ぞうが見えるが、変身の兆ちよう候こうはまだ出ていない。涼子は大作に耳みみ打うちした。


「ソドム化する前に南雲先生に連れん絡らくしてサオダケで回かい収しゆうしてもらわないと」


「それが……静馬さんが『ここで倒たおす』って聞かないんですよ」


「あのバカ！」


　分ぶ厚あつい脂肪の壁かべに攻こう撃げきを弾はじき返された静馬は、高い息い吹ぶきの声を上げた。神しん気きの圧あつ力りよくが高まり、静馬の四し肢しに紅ぐ蓮れんの炎ほのおが宿やどる。


「この肉ダルマが──ッ！」


　正面から突っ込み、太たい鼓こ腹ばらに正せい拳けん突づきを叩たたき込む。拳こぶしから炎の衝しよう撃げき波はが広がり、脂肪も波は紋もんを描えがいて波打った。


「オラオラオラオラ～～ッ！」


　さらにマシンガンのごとく連続して拳を打ち込む。モーセが海を割わるがごとく脂肪の層そうを拳の連れん打だで押し退のけ、凹へこんだ中心に突き蹴りを見み舞まう。


「ブフゥ～～～ッ!!」


　アンコ男は今度は攻撃を弾き返せず、樽たるのごとくゴロゴロと勢いきおいよく転ころがった。敵てき陣じんに控ひかえたほぼ同じ体たい格かくの六人がそれを受け止める。


「ウグ～～アヂィ～～～」


　炎の拳で打たれたせいか、それも単に太ふとりすぎのせいか、アンコ男は全身から滝たきのような汗あせを噴ふき出していた。二リットルのペットボトルの水を頭あたまからかぶって冷れい却きやくする。


　闘とう志し満まん々まんの静馬は両手で手て招まねきした。


「とっととかかってこんかい、このブタの軍ぐん団だんが！」


「ブタじゃねえ！　俺たちは……」


　七人は横一列に整せい列れつし、一いつ斉せいに背せ中なかを向けた。揃いの黒いＴシャツの背中にはそれぞれ白いアルファベットの文字がプリントされていて、並ぶことでチーム名を構こう成せいする。


『──〈ＧＡＳＴＵＮＫ〉!!』


「知っとるわ！」


　静馬のツッコミに笑いが起きる。ガスタンクは古こ参さんのバイパーズ・チームで静馬とのやり取りも恒こう例れいのことだった。


「まとめて往おう生じようせいやぁ────ッ!!」


　轟ごう！


　右手に集めた神気の炎を水平に腕を振り抜ぬきながら爆発的にぶちまける、静馬必ひつ殺さつの〈炎の虎とら〉──いつものパターンであればこれを食らって退たい場じようするところだが、今日のガスタンクはひと味あじ違ちがっていた。七人の身体からだはまるで〈炎の虎〉の熱を吸きゆう収しゆうしたように膨ぼう張ちようし、文字通りガスタンクを思わせる球きゆう体たいに変へん身しんしたのである。


「げえっ!?」


　巨大なゴム毬まりと化した七人がボヨンボヨンと跳はねながら静馬に襲おそいかかった。正面から迎むかえ撃うとうとした静馬だったが、蹴ろうとした足はボディにめり込み、直後、異い常じような弾だん力りよくで身体ごと押し返された。


「なあああああ────ッ！」


　囲かこまれた静馬はピンボールの球のように連続で跳はね飛とばされ、轢ひきつぶされ、押しくらまんじゅう状態で圧あつ迫ぱくされた。


「何ぞあれ!?」


「風ふう船せんでも仕し込こんでんのか？」


　観客は何が起きているのか理り解かいできずに騒さわいでいる。ガスタンクは魔ま素その力で変身してはいるが、それは人間以外の姿すがたに変へん貌ぼうするソドム化とは趣おもむきが違っていた。無む意い識しきに暴ぼう走そうしているのではなく、人じん格かくそのものは保たもったままで望んだ能力を発はつ揮きしているのだ。


（ヘルマスカーと同じパターン!?）


　涼子はデルモンテ＝嘉か門もんが魔人化したヘルマスカーＤの例を思い出した。おそらく自じ覚かく的に魔力を制せい御ぎよできるキャラクターの持ち主だとこうなるのだろう。


「うっとうしいんじゃボケェェェ──ッ!!」


　吼ほえるように叫さけぶと、静馬はブレイクダンスの要よう領りようで身体をスピンさせながら全方位に蹴りを放はなちつつ伸のび上あがり倒とう立りつした。


〈紅ぐ蓮れん旋風つむじ〉──両足に纏まとった炎が二重の螺ら旋せんを描えがき火ひ柱ばしらを上げる。


　しかし、必ひつ殺さつ技わざを食らったガスタンクのメンバーの身体はさらに膨張しただけで、大きなダメージを受けているようには見えなかった。一度は押し返されたものの再ふたたび七人がかりで襲いかかる。


「全然効きいてないじゃない!!」


「おそらく膨張することで熱エネルギーを吸収しているんでしょう。膨ふくらんでも重さは変わらないでしょうから、体当たりを食らっても見た目ほど痛くはないと思いますけど」


「大だい丈じよう夫ぶには見えませんが……」


　事情が呑のみ込めていない鳴海は巨大ゴム風船と化したガスタンクを啞あ然ぜんとした顔で眺ながめている。鳴海の心配した通り、ゴム風船人間の体当たりは痛くはないものの全身で受ける衝しよう撃げきは静馬に確かく実じつなダメージを与えていた。


　膨張したガスタンクは有ゆう利りなことばかりではなく、視界が著いちじるしく制限されるようだった。ほとんど自分の腹しか見えないため静馬の位い置ちを正確に把は握あくできず、だいたいこの辺あたりという見けん当とうを付けて転ころがってくる。それに気付いた静馬は何度か跳はね飛とばされながらも隙すきを見つけて肉にく玉だま包ほう囲い網もうを抜ぬけ出した。


「ぬううう～ドコだ？　どっちに逃にげた!?」


「そっちだぁ～！」


「こっちかぁ～～!!」


　視界が悪いとはいえさすがに七人もいると完全な死し角かくはなく、すぐに発見された。七つの肉玉が串くし団だん子ごのようにくっついたまま転がってくる。静馬は迎げい撃げきの構えをとるものの、乱みだれた呼こ吸きゆうを整えている余よ裕ゆうがない。伏ふせてやり過ごすか、それとも飛び越こえるか──その判断をするより先に、静馬の視界に飛び込んできたものがあった。


「──〈クリスタル・ゲイザー〉!!」


　地面に叩たたき付けた拳こぶしの先から間かん欠けつ泉せんのように水みず飛沫しぶきがほとばしり、一いつ瞬しゆんの後に凍とう結けつして氷ひよう柱ちゆうと化した。それにぶつかったガスタンクの〈Ａ〉と〈Ｓ〉は急きゆう激げきにしぼんで元のサイズに戻もどる。


　ズパァン！


　トランプのカードサイズに凝ぎよう縮しゆくされた神しん気きの飛び道具が〈Ｔ〉〈Ｕ〉に命中して切り裂さき、破は裂れつさせた。


　数メートルの距きよ離りを閃せん光こうのごとく一瞬で駆かけ抜ぬけた人ひと影かげが〈Ｋ〉に真ま横よこからぶつかり、肘ひじ鉄でつ砲ぽうを食らわせる。〈Ｋ〉は他のメンバーを巻まき込んで軌き道どうを変え、ジャグジーに飛び込んだ。


「お前ら……!!」


　乱らん入にゆうしてきたのは三人──そのどれもが見知った顔だった。


〈ワイルドアンセム〉のザキこと坂さか崎ざき英えい造ぞう。


〈アースシェイカーズ〉のハルこと仁に志し雅まさ春はる。


　そして〈ペインキラーズ〉の氷ひ室むろ那な智ち。


　涼子の〈月の眼グラムサイト〉は那智だけでなく、ザキとハルまでもがその身に神しん気きを帯おびていることを見抜いた。


「ブフフフ～～～ッ！」


　三人の奇き襲しゆう攻こう撃げきでガスタンクは倒たおされたわけではなかった。リーダーの〈Ｇ〉が他のメンバーに呼よびかける。


「ぐぬううう～、こうなったら合体だぁぁ～～！」


「おお～～っす！」


　いったんはしぼんだメンバーも空気を吸すい込んで身体からだを膨ぼう張ちようさせ、再ふたたび七つの巨大肉玉が揃そろった。


『ビルドア～～ップ!!』


　肉玉が飛び跳はねて積つみ重かさなり合がつ体たいした。〈Ｎ〉と〈Ｋ〉が両足、〈Ａ〉と〈Ｓ〉が胴どう体たい、〈Ｔ〉と〈Ｕ〉が両腕うで、〈Ｇ〉が頭という構こう成せいだが、どうひいき目に見ても人型にはほど遠いフォルムだった。下へ手たくそな風ふう船せん細ざい工くにしか見えないが、まともに相手をするには恐おそろしく厄やつ介かいな怪物には違いない。


　合体ガスタンクはムギュッと奇き妙みような音とともに足を踏ふみ出し、静馬に向かって肉玉の腕を振ふり上げた。


『圧あつ殺さつゥ～～ッ!!』


「じゃかあしゃあ──ッ！」


　静馬が全身を発火させながら地を蹴けり飛ひ翔しようした。


「爆ばく炎えん奥おう義ぎ──〈火の鳥〉!!」


　紅ぐ蓮れんの翼つばさを広げて不ふ死し鳥ちようが舞まい上あがり、至し近きん距きよ離りから体当たりを敢かん行こうする。


　爆ばく！


　火山の噴ふん火かのごとく燃え上がった神気の火ひ柱ばしらが合体ガスタンクの巨体を丸ごと包つつみ込んだ。ガスタンクのメンバーは高熱を吸きゆう収しゆうしてパンパンに膨ふくれあがったが、膨ぼう大だいな熱ねつ量りように耐たえきれずに次つぎ々つぎと破は裂れつした。


　灼しやく熱ねつの炎が飛ひ散さんし一いち陣じんの熱ねつ風ぷうとなって消しよう失しつする。その場に残ったのは、折おり重なるようにして地面に伸のびているガスタンク七人と、よろけながら立ち上がる静馬だった。


「ったく……相も変わらずデタラメな野や郎ろうだ」


　ザキが肩かたをすくめて吐はき捨すてるように言う。


「ガスタンク相手に苦戦してるようじゃお前も焼きが回ったか？」


「やかましわ！」


　ハルの皮ひ肉にくに静馬は口から泡あわを飛ばして毒どくづいた。


「呼びもせんのに横からしゃしゃり出て来やがって……オレの見せ場が台だい無なしやないか。何やったらこれから勝しよう負ぶしたろか？」


「今日はレイヴのために来たんじゃない。それに──僕らと闘たたかう日取りはもう決まっているからね」


「どういうことや!?」


　訝いぶかしむ静馬に、那智は制服の内ポケットから白い洋よう封ぶう筒とうを取り出して見せた。


「大門高校の校長から、学園祭で開かい催さいされる異い種しゆ格かく闘とう技ぎ大会への招しよう待たい状じようが届とどいてる」


「貸かしてみい」


　静馬は那智から封筒を受け取り、招待状の文ぶん面めんに目を通した。とたんに口元がほころび、発達した犬けん歯しが剝むき出しになる。


「〈Ｋウォーズ〉やと!?　校長の奴やつ、オモロいことやってくれるやないか」


「ハルとザキにも同じ物が届いている。僕らにとっては〈Ｖ１─エクストリーム〉のリターンマッチになるな。それともう一つ、その大会の前に草[image: ]に伝えておくことがある。僕ら三人は東方流玄から〈神威カムイの拳けん〉の手て解ほどきを受けている──」


　静馬は三人の顔を見回して、フンと鼻はなを鳴ならした。


「付つけ焼き刃ばでこのオレに勝てると思とんのか？」


「ぬかせ。これまでと同じようにはいかねーっつってんだよ」


「大会までには間に合わせてみせるさ」


「つーかザキ、いきなり手の内うち晒さらしてどうするんだ？　ああいうのは本ほん番ばんまで取っておくもんだろ」


　ハルが指し摘てきしたのはザキの放はなった派は手でな必ひつ殺さつ技わざのことである。


「うるせー、俺は出し惜おしみしないんだよ」


　ザキは明らかに失敗したという苦にがい顔つきで答え、背を向けた。


「じゃあな草[image: ]。首くび洗あらって待っとけよ」


「極ごく上じようや！」


　三人のライバルを見送る静馬の頰ほおには、楽しくてたまらないといった笑えみが張はり付いていた。


















　第六十二話　魔ま法ほう使つかいの誕たん生じよう







〈十月二十六日──晴はれ〉





　真しんの知ち恵え、真のアイデアとは、複数の問題を一いつ挙きよに解かい決けつに導みちびくものだという。


　あちらを立てればこちらが立たずという状じよう況きように置かれた時、何らかの犠ぎ牲せいを伴ともなう決断を下くだすのは勇気ある判はん断だんと評ひようされることもあるが実際には知恵のないやり方だ。


　何かを犠牲にして問題を解かい決けつするという選せん択たくを繰くり返かえしているうちに、犠牲を払はらうことが当然になってしまい、それ以外の道を模も索さくすることを忘れてしまう。


　これは一いつ般ぱん論ろんではなく俺おれ自じ身しんのことだ。


　つまり『俺自身が闘たたかえば解決すること』については、招まねかれる結果を考えずにそれを選択してしまう。自分が背せ負おうリスクについては度ど外がい視しする思し考こうが染しみついているのだ。むしろ自分がリスクを負うという犠牲を払うことで責せき任にんを果はたしたと思い込みたいだけなのかも知れない。たとえ問題が根こん本ぽん的てきには解決していないとしてもだ。


　これは本当の知恵からはほど遠い。


　第三の選択を放ほう棄きした人間の判断は、それが英えい断だんに見えたとしても多くは過あやまちであり、結果的には人を幸こう福ふくにしないものだ。


　俺がそれを繰り返してきたように──





　　　　一





　家庭科の調ちよう理り実じつ習しゆうに特とく別べつ講こう師しとして招まねかれお菓か子し作りを指し導どうした時のこと──


「飛鈴フエイリン先生はどうして何でも完かん璧ぺきに出で来きちゃうんですか？」


　特とく製せいクイニーアマンの虜とりこになった女子生徒たちが、目を輝かがやかせながら質しつ問もんしてきた。


「美人だしスタイル抜ばつ群ぐんだし、料理も裁さい縫ほうも上じよう手ずだし、運動できて頭が良くて……何をどうしたらそんな完璧超ちよう人じんが出来上がるんですか？」


　飛鈴はにっこり微笑ほほえんで二本の指を立てて見せる。


「必要なものが二つあるわ」


　教室に居いた女子全員が身を乗り出して注ちゆう目もくする中、飛鈴はさらりと明めい言げんした。


「努ど力りよくと根こん性じようよ」





　そんな烈リー飛鈴の朝は早い。


　起き床しようは午前四時。


　慶けい一いち郎ろうのための朝と昼用の弁べん当とうを作り、夕ゆう食しよくの仕し込こみまでを済すませておく。最近の朝食は用よう務む員いん室しつで仕し上あげの調理をすることが多く、そのための下した拵ごしらえも怠おこたらない。


　烈式聖せい獣じゆう拳けんの套とう路ろ（空から手てにおける型）を一通りこなした後、弁当用のおかずの残りと粥かゆで軽い朝食を摂とる。その後シャワーで汗あせを流したら、出しゆつ勤きんまでの時間を化け粧しようと服選びに使い、身み嗜だしなみを完璧に整ととのえる。


　しかしこの日、バスルームからローブ姿すがたで出てきた飛鈴は、予よ期きせぬ来らい客きやくに気き付づいて足を止めた。リビングルームのソファに若い女が腰こし掛かけている。


　飛鈴がその存在に気付いたのは女が身に纏まとった匂においである。飛鈴のよく知っている──しかしそれは親したしみよりも緊きん張ちようと焦しよう燥そうを呼よび起こす匂いだった。


「──しばらくね。飛鈴」


　来客の女が先に口を開いた。


　一八〇センチ近い長身と東洋人じん離ばなれしたプロポーションに加くわえ、人目を惹ひく派は手でな美び貌ぼうの持ち主である。人を射い抜ぬくような冴さえた光を宿やどす双そう眸ぼう。腰まであるロングストレートの髪かみ。金きん糸しで鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうを施ほどこした華か麗れいな藍あい色いろのドレスがよく似に合あっている。


「お弁当、ずいぶんと素そ朴ぼくな味付けね。正しよう直じき言って田舎いなかくさいわ」


「────!?」


　慌あわててキッチンを覗のぞいた飛鈴が目にしたのは、勝かつ手てに蓋ふたを開けられ、中身を食べ散ちらかされた弁当の重じゆう箱ばこだった。飛鈴は血けつ相そうを変えてリビングに取って返す。


「ちょっと……玲凰レイフアン!?　あなた何てこと──」


「いいのよ。あなたは今日は出勤しなくていいんだから」


　名前に『王』の字を二つ持つその女──烈玲凰の口く調ちようは、それがすでに決定事じ項こうだと告つげていた。


　飛鈴が反はん論ろんしようとする前に玲凰が指を鳴ならす。それを合あい図ずにサングラスと黒服の男たちが部屋に入ってきて飛鈴を取り囲かこんだ。


「下へ手たな抵てい抗こうをしないと約やく束そくするなら、服を着る時間くらいはあげてもよくてよ？」





　　　　☆





　大門高校の用務員室──卓ちや袱ぶ台だいの前に腕うで組ぐみして座すわっている慶一郎は、二十年以上前から置いてあるだろうクラシックな掛かけ時ど計けいに目を向けた。


　時計の針はりは午前七時半を回っているが、まだ飛鈴は来ていない。











[image: ]








　何かあったのかと思うが、問題は腹の減へり具ぐ合あいだった。この一か月、慶一郎は飛鈴の出した料りよう理り以外は口にしていない。用務員の仕事に就ついてからは食事の時間もほぼ決まっていた。刑けい務む所しよ並なみに規き則そく正しい生活を送っていたのである。たかが一食だけのこととはいえ耐たえ難がたい空くう腹ふくと感じられた。


　慶一郎は遂ついに腰を上げると冷れい蔵ぞう庫こを開けた。前ぜん任にん者しやが残していった醬しよう油ゆや調味料があるだけで腹の足たしになりそうな物はない。棚たなを調べても出てきたのはお茶と海の苔りの缶かんだけだ。


　ケトルで湯を沸わかし、急きゆう須すで淹いれた番茶を飲んでひとまず空腹を誤ご魔ま化かすと、もうすることがなくなった。再ふたたび卓袱台の前にあぐらをかき、腕組みをして考え込む。


　もうしばらく待っていれば購こう買ばい部ぶも開くし、昼は学食で食べればいい。しかし今日はいいとして明日は日曜である。このまま飛鈴が来なければ月曜まで絶ぜつ食しよくもありうる。


　慶一郎は以前、料理は作らないと涼子たちに公こう言げんしている。それを撤てつ回かいするのはいいとしても食材を買うには外がい出しゆつしなければならないが、この一か月、慶一郎は大門高校の敷しき地ちから一歩も外へ出ていなかった。あえてそう自分に課かしてきたのだ。


　餓が死しを回かい避ひする方法ならいくらでもあるが、飛鈴の料理以外の物で腹を満みたしていいものかどうか、どうにも判断がつきかねる。


（このところ美び食しよくが過ぎたからな……たまには断だん食じきもいいか）


　空腹については気にしないという方ほう針しんを決め、慶一郎は用務員の業ぎよう務むに戻もどることにした。





「飛鈴先生が無む断だん欠けつ勤きんって、どういうことですか!?」


　二時限目終しゆう了りよう後の休み時間、廊ろう下かをモップで拭ふいていると、慶一郎の姿を認みとめた大だい作さくが猛もう然ぜんと駆かけ寄よってきた。案あんの定じよう、足を滑すべらせて尻しりを強きよう打だし、スライディングしながら目の前までやってくる。


「尻は平気か」


「僕ぼくの尻のことなんてこの際どうでもいいんです！　それより事情を説明してください！　何があったんですか!?」


「知らん」


　慶一郎はそう答えて掃そう除じを再開する。大作は次の言葉を待ったが、情報がそれだけだと知って逆ぎやく上じようした。


「知らないって何ですか!?　南な雲ぐも先生が知らないっておかしいじゃないですか！　正しよう直じきに答えてください」


「正直に答えても知らないものは知らない。それだけだ」


「……じゃ、じゃあ南雲先生にも黙だまって欠勤したってことですよね？」


「何か事情があるんだろう」


「連れん絡らくは取ってみたんですか？」


「いいや」


「心しん配ぱいじゃないんですか!?」


「俺が心配するようなことでもないだろう」


「どうしてそんなことが言えるんです!?」


　大作がモップの柄つかをつかんで掃除を止めさせた。大作の必ひつ死しの形ぎよう相そうを見て、慶一郎はやれやれと肩かたをすくめた。


「俺が彼女に来てくれと頼たのんでいたわけじゃない。来ないからといって俺の方から理由を問とい質ただす筋すじ合あいはないな」


「だから問題はそういうことじゃないでしょう!?　飛鈴先生が無断で休むなんて、よっぽどの突とつ発ぱつ的てきなトラブルがあったからに違ちがいないんです。なにしろ南雲先生を落とすことに全力を傾かたむけてる人なんですから」


「……だから何だ？」


「南雲先生が迎むかえに行ってください」


「何ど処こへ？」


「それくらい自分で考えてくださいよ」


　いちいちもっともな意見だが、慶一郎としては即そく答とうしかねた。


　この一か月間の飛鈴の通かよい妻づま的てきな献けん身しんは、つまるところ男と女の勝しよう負ぶである。慶一郎に自分が必要な存在だと思わせられれば飛鈴の勝ちだ。犀蓮サイリヤンに電話を入れればおそらく飛鈴がどこにいるかは分かるだろう。だからといって慶一郎自身が彼女を迎えに行くというのは、これはもう敗はい北ぼくを認めるに等ひとしい。飛鈴の居い場所を探さがそうとするだけでも、それはそれで負けだった。もともと慶一郎が勝つパターンのない勝負だが、幕まくを引くにはまだ踏ふん切ぎりがつかない。


　三時限目の授業開始のチャイムが鳴なった。


「とにかく、飛鈴先生の件はちゃんと責せき任にん持って解かい決けつしてくださいよ！　いいですね!?」


　大作はそう念ねんを押してから教室に戻っていく。


　飛鈴のことになるとどうして皆みなこう必死になるのか──しかも責任は慶一郎にあると口を揃そろえて説せつ教きようしてくる。釈しやく然ぜんとしないものを感じながら掃除を終えて用務員室に戻ると、足元に白い封ふう筒とうが落ちているのに気付いて拾ひろい上げた。ドアの下の隙すき間まから差さし込こまれたのか、あるいはドアに挟はさまれていて開けるときに落ちたのだろう。隅すみに小さくホテルのロゴが透すかしで入っている上品な洋封筒で、差さし出だし人にんの名は記しるされていないが、鳳ほう凰おうのデザインのスタンプで封ふう蠟ろうが施ほどこされている。


　こんな洒しや落れたものを寄よ越こす人間は慶一郎の知り合いにはいない。ペーパーナイフなどという用よう途との限定された道具は持ち合わせてはいないので手で破やぶって開けると、中に入っていたのは一枚のポラロイド写真だった。


「────!?」


　そこに写っていたのは、肌はだも露あらわな飛鈴の姿だった。


　場所はどこかの配はい管かん室しつらしい。飛鈴は手て錠じようで拘こう束そくされ、床ゆかから天てん井じようまで通じた太ふといパイプに両手を上げた状態で繫つながれている。服装は教きよう壇だんに立つ時のスーツだが、シャツは引き裂さかれ、胸むねの谷たに間まから臍へそまでが露わになっている。黒いストッキングが破やぶれて白い太ももが見える。無む防ぼう備びな姿を撮とられることを恥はじてか顔を逸そらしているが、飛鈴本人に間ま違ちがいなかった。左の脇わき腹ばらに揚あげ羽は蝶ちようの刺青いれずみが確認できたからだ。


　写真を裏うら返がえしてみると十じつ桁けたの数字が書かれていた。おそらく電話番号だろう。


「ふむ……」


　慶一郎は数秒悩なやんでから携けい帯たい電話を取り出し、その番号を押した。五回目のコールでつながり、数秒の空くう白はくの後に相手が出た。


『──遅おそいわよ。南雲慶一郎』
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　若い女の声だった。広東カントン語ごである。


「写真は見た。どういうつもりだ？」


『飛鈴の身はこちらの手にあるということよ』


「だから彼女を誘ゆう拐かいする意い図とが分からんのだ。彼女が俺に対する人ひと質じちになると考えているのなら、何か根こん本ぽん的な誤ご解かいがあるとしか思えん」


『そう思うのはあなたの勝かつ手てだわ』


「だいたい彼女は一度自じ作さく自じ演えんで俺を罠わなに嵌はめている。こんな写真を見せられても信用できんな。リアリティがない」


『あら、そう？』


　どこかつかみ所のない相手のようだった。こちらを思おも惑わく通どおりに動かそうという気があるのかないのか──


「あんたも烈一いち族ぞくの人間だろう？」


『その根こん拠きよは？』


「俺と飛鈴に用があってわざわざ日本まで来る人間が他にいるとは思えん」


『その程度の推すい理りができる頭はお持ちのようね』


　どうやら相当馬ば鹿かにされているらしいことは分かった。


『じゃあ、あなたにも理り解かいできるように説明してあげましょう。来年七月、香港ホンコンがイギリスから中国に返へん還かんされることはご存じでしょう？　それに関係して香港の黒社会の勢せい力りよく図ずにも大きな変動の時期が訪おとずれようとしています。これは我われ々われ烈一族にとっても無む視しできない問題になる。採とるべき道は二つ──これまで通り黒社会での勢せい力りよくを堅けん持じしていくか、それとも黒社会から手を引いてまっとうな企き業ぎように転てん身しんするか』


「けっこう羽は振ぶりはよさそうだが、表おもての商売が上う手まくいっているのか？」


『おかげさまでね。でも香港返還をビジネスチャンスと見て歓かん迎げいするか、ネガティブに捉とらえるかは見けん解かいの分かれるところよ』


「……で、その経けい済ざいの話と俺に何の関係がある？」


『大ありよ。烈一族の現状はあなたが作ったようなものだから』


「何だと？」


『七年前の事件で烈一族の伝でん承しようしてきた暗あん殺さつ拳けんは大きな痛いた手でを受けた。どこの誰だれとも知れない一人の男に敗やぶれたことでね。しかもその男を家族に迎むかえることにも失敗した……表の事業が軌き道どうに乗って経済的な比ひ重じゆうが逆ぎやく転てんしたのはそのすぐ後のことよ』


「たまたまじゃないのか？」


『偶ぐう然ぜんだとしてもそれをどう捉えるかは心理の問題ね。暗殺拳の伝承を重おもんじ黒社会における存在感を示しめし続けたいと考える者たちにとって、飛鈴があなたを家族に引き込めるかどうかは関心の的まとなのよ』


「ちょっと待て。するとあんたはどっちの側がわなんだ？　俺を引き込みたいのか？　それとも……」


『私の望みは七年前の件に決着をつけることよ。それがどういう形にせよ、ね』


　いまもって何を考えているか分からない相手だが、ある意味で慶一郎と目的を同じくする人間だと言えなくもない。


「最初の質問に戻るが、飛鈴を捕とらえてどうするつもりだ？」


『取り返しにいらっしゃい。その気があるのならね』


「俺には放っておくという選せん択たく肢しもあるわけだが？」


『そうね。あなたがそういう人間なら、烈一族はもはやあなたには係かかわらない』


「それは助かるな」


『ただし飛鈴も二度とあなたの前に現あらわれることはないわ』


「……彼女はどうなる？」


『それをあなたが知ることはない。その必要もないでしょう』


「…………」


　慶一郎は問題の写真に目を落とした。


　この話に裏があるのは確かく実じつだった。電話の女は何かを隠かくしているはずだが、言っている内容に噓うそはないと信じられる。わずかな間のやり取りではあるが、慶一郎はこの交こう渉しよう相手が信用に足たるフェアな人物だと感じていた。


「分かった。どこへ行けばいい？」


『あなたが療りよう養ようしていたホテルと言えばお分かり？』


「ああ。だが……迎むかえに行ったところで簡かん単たんに帰してはもらえないんだろ？」


『その通りよ。あなたには烈式聖せい獣じゆう拳けんの皆かい伝でんを受けた拳けん士し五人と闘たたかってもらいます』


「そんなことまでバラしていいのか？」


『五対一ですから教えないのは卑ひ怯きようでしょう』


　人ひと質じちを取って誘おびき出そうしているのに妙みようなこだわりである。


「なるほど。じゃあ最後にもう一つだけ教えてくれ」


『何かしら？』


「俺と闘うと死ぬことになるが、それは構かまわんのか？」


　女の返答に初めて間まが開いた。


『……お好きなように』


　感情を押し殺した口く調ちように嫌けん悪おが滲にじみ出ているように思えた。やはり武ぶ闘とう派はに属ぞくする人間ではないのかもしれないが、電話越ごしではその真しん意いは読めない。


「そういえばあんたの名は？」


『すぐに会えるでしょうからその時にでも。それではお待ちしています』


　通話は向こうから切れた。


　慶一郎は押し入れを開けて衣い装しようケースを出した。外がい出しゆつ着ぎといっても作業着以外には飛鈴が用意した高そうなカンフー着と、自分で注ちゆう文もんして取り寄せた服の二パターンしか持っていない。


「……やはりこっちだな」


　着き替がえて外に出ると、玄げん関かんロビーにある姿すがた見みに全身を映うつして確認した。


　グレーのＴシャツにフライトジャケットを羽は織おり、下はオリーブ色のアーミーパンツ、足元は軍ぐん用ようのジャングルブーツで固かためている。大たい抵ていの荒あら事ごとには対応できる服ふく装そうだった。


　三時限目は終しゆう了りようしているが、このところ毎週土曜日に決まって怪かい獣じゆうが出しゆつ現げんしている（そのうち一回は生徒たちの自前）ため、部活のない生徒もまだ学校に留とどまっている。今いま頃ごろはレイハのところに生徒たちが詰めかけ大おお騒さわぎになっていることだろう。村むら雨さめの話だと学園祭に向けて様さま々ざまな企き画かくが持ち込まれ、オバケ屋や敷しきの設せつ計けいから漫まん画がの写しや植しよくのプリントまで依い頼らいされるらしい。


　慶一郎は人ひと目めを避さけて玄関から駐ちゆう車しや場じようへ向かう。その途と中ちゆう、バイクを駐とめてきたところらしい静しず馬まと出くわした。


「なっ……何やその格かつ好こう!?　えらい懐なつかしいやんけ」


　久々に慶一郎の普ふ段だん着ぎを目にして、静馬は新しん鮮せんな驚おどろきを感じたようだった。既すでに戦せん闘とう態たい勢せいにあることを敏びん感かんに察さつ知ちしたか、警けい戒かいして身み構がまえる。


「あん？　まさか急にオレとやる気になったんちゃうやろな？　残ざん念ねんながら今日はアカン。お前をボコボコにすんのは学園祭の〈Ｋウォーズ〉までお預あずけや」


「〈Ｋウォーズ〉か……そういやそんなのもあったな。ところで昨日きのうは活かつ躍やくしたらしいが」


　ＤＤＦの報告書には一いち応おう目を通してある。


「当たり前や。いっつも前ぜん座ざみたいな扱あつかいになっとんのは、呼よんでもないお面めん男が横からしゃしゃり出てきて手て柄がらを横取りするからや。ヒーローっちゅうもんは苦く戦せんしてからの大逆転がお約やく束そくやろが。最初から全力でやんのは空気が読めてへんアホのやることや。そういうワビサビの精せい神しんが分かってへんから盛もり上あがらへんのや」


「そうか。俺はこれから行くところがあるんでな。今日は怪獣が出てもお面男の邪じや魔まは入らないだろうから、ＤＤＦだけで対たい処しよしろよ」


「用務員に指さし図ずされるいわれはないわい」


　慶一郎は静馬と別れて駐車場に向かった。愛あい車しやのジープにかけられた雨あめ除よけのカバーを取り去り、久々にエンジンを始し動どうする。きっちり整せい備びされていたらしく一発でかかった。


　携けい帯たい電話が鳴なった。一度エンジンを止めて応おう答とうする。


『──ケイ。レイハです』


　まったく予想外の相手に意い表ひようを突つかれ、すぐに返事が出なかった。お互たがいにやるべきことは分かり切っているし、情報は全校に公開することになっているため、ここ最近は余よ人じんを交まじえず二人きりで話をすることもほとんどない。レイハが慶一郎だけに電話してくるからには容よう易いならざる事じ態たいが起きているに決まっていた。


「……どうした!?　〈封ふう魔ま柱ちゆう〉でも現あらわれたか？」


『ケイに知らせておくことがあります』


「そうか。聞こう」


『この世界に〈魔ま法ほう使つかい〉が誕たん生じようします』


　レイハの情報はいつも唐とう突とつで、解かい釈しやくに困こまる内容だ。


「〈魔法使い〉……？　それは魔ま素そを浴あびた人間やソドムとは別物なのか？」


　そう聞き返しながら、すぐに愚ぐ問もんだと気付いた。そんなスケールの代しろ物ものではないことは明めい白はくだった。


『〈魔法使い〉とは魔ま王おうと直ちよく接せつ契けい約やくを交かわして魔力を授さずけられた者のことです。これから生まれる〈魔法使い〉はケイにとって最大の敵てきとなる者です。〈魔法使い〉の使う魔力はソドムの比ではありません』


「俺にしか倒たおせない敵てきか」


『いいえ。ケイだけの敵です』


　どこかてにをはをすっ飛ばしたような物言いがレイハの特とく徴ちようである。


「つまり……その〈魔法使い〉は俺だけを敵と見なして攻こう撃げきしてくるってことか？」


『そうです』


「なるほど。じゃあ俺以外の人間に危き害がいが及およぶことはないんだな？」


『…………』


「保ほ証しようはできない、か。まあそうだろうな。だが何な故ぜ俺を狙ねらう？」


『強いイェネンがあります』


　イェネンとは仏ぶつ教きよう用よう語ごの『因いん縁ねん』がなまった言葉である。『因』とは直接的な原因、『縁』とは間接的な条件を意味する。『因』と『縁』から『果（結果）』が生ずる。すなわち『定さだめられた運命』ということだ。レイハの言う〈魔法使い〉が慶一郎と敵対することはすでに定められた運命なのだと──


「そいつはよほどの強きよう敵てきらしいな。まあ俺が闘たたかえば済すむ分には構かまないが……分かった。警けい戒かいはしておこう。あと、俺がいない間あいだのＤＤＦのフォローを頼たのむ」


『了りよう解かいしました』


　携けい帯たいを切った後、慶一郎は少し逡しゆん巡じゆんしてから、再ふたたびキーを回してエンジンをかけた。


　肝かん心じんなことを聞きそびれたような気がしたが、これから向かう先に待ち受けていることの重大さを思い起こし、すぐに気持ちを切きり替かえた。





　　　　二





　土曜日の授じゆ業ぎようを終えて大門高校を出た涼子は、その足で飛ひ天てん神じん社じやに向かった。


　学校に留とどまって魔法がらみの騒そう動どうに振り回されるよりは剣術の稽けい古こをしている方がよほど実みがあるというのが最近の考え方である。九く条じよう鳴なる海みという弟おとうと分ぶんが出で来きたこともあり、一番弟で子しのプライドにかけて手を抜ぬくわけにはいかない。


　石いし段だんを上って鳥とり居いをくぐり、神社の境けい内だいに出たところで見知った人ひと影かげを見つけた。


　鉄てつ斎さいの孫まご娘むすめの美み雪ゆきが賽さい銭せん箱ばこの前にしゃがんで三匹びきの仔こ猫ねこと戯たわむれている。普ふ段だん着ぎではなくジャンパースカートの制服姿だった。四よツ葉ば中学の制服である。


「こんにちは、美雪ちゃん。今日は学校へ行ったの？」


　声をかけると、美雪は顔を上げて涼子を見た。久しぶりに陽光の下で見る美雪の顔色は蒼あお白じろく、アイシャドーを入れたように目の下に隈くまができている。顔色のわりに気分はいいらしく、口元には笑えみが浮うかんでいる。


　涼子は美雪の屈くつ託たくのない笑顔を初めて見たような気がした。それだけ笑っている印いん象しようのない娘むすめだった。


「もしかして……何かいいことでもあった？」


「はい。久しぶりに学校で沙さ羅らちゃんに会えました」


　美雪は潑はつ剌らつと言っていい口く調ちようでハキハキと答える。蚊かの鳴なくようなか細い声でボソボソと呟つぶやいているイメージしか持っていなかった涼子は少々面めん食くらった。


「クラスメートにはわたしを憶おぼえている人は少なかったけど、ちゃんとサヨナラが言えて良かったです」


「サヨナラって……？」


　涼子が聞き咎とがめると、美雪は面めんを外はずすように笑顔を引ひっ込こめ、無む表ひよう情じようになった。


「そういえば涼子さんって、わたしのこと好きじゃないですよね」


「え？　そんなことないけど……」


　好きか嫌きらいかと問われればよく分からないと答えるしかなかった。美雪は涼子に対してまるで打うち解とけてはくれなかったし、どう接せつしていいか困こまることの方が多かった。正しよう直じきに言えば嫌いではないが苦にが手てなタイプではある。


「涼子さんはお母さんを亡なくされてて、わたしも同じ境きよう遇ぐうだから同情する気持ちがあったのかも知れませんけど……わたしは涼子さんとは違いますから。同情される理由はないんです」


「同情って、そんな……」


「図ず星ぼしをさされるのって、すごくショックですよね」


　そう言って美雪はにっこりと微笑ほほえんだ。


　──違う。


　涼子の鼓こ動どうが早はや鐘がねのごとく鳴っていた。


　美雪のこの顔は笑っているのではない。


「でも、わたしは涼子さんのこと、好きでしたよ。傍はたから見ていると、どうしてこんなに頭が悪いんだろうって思うことがよくありましたけど」


　美雪は肩かたをすくめてコロコロと笑う。


「わたしが消えた後でも……おじいさまのこと、よろしくお願いしますね」











[image: ]








「き……消えるって!?　どういうこと？」


「わたしはこの世界に居いちゃいけない人間なんです。だから──」


　美雪は楽しくて笑っているのではない。生きることを諦あきらめたのだ。諦てい観かんの後に訪おとずれる晴はれ晴ばれと澄すみ渡った秋空のような絶ぜつ望ぼうの貌かおだ。


　腰こしの辺あたりが熱あつい。スカートのポケットに手を入れてイロメーターを取り出す。蓋ふたを開けて針はりを見るまでもない。魔力に反はん応のうしてイロメーター自体が熱ねつを帯おびていた。


「サヨナラ、涼子さん」


　ザッ。


　太た刀ち風かぜが真まっ向こうから吹ふき付けてくる。


　涼子は反はん射しや的に木ぼく刀とうの入った竹刀しない袋ぶくろを頭ず上じように構かまえて見えざる刃やいばを防ふせごうとした。


〈月の眼グラムサイト〉は美雪の足元から日差しの方向とは無関係に伸のびる異い様ような影を捉とらえていた。長大な薙なぎ刀なたを振るう巫み女このようなシルエット──


（ダメだ。これじゃ防げない）


　そう直ちよつ感かんしたが身体からだが動かなかった。


　美雪の影が振るう薙刀が、涼子の影を斬きった。





　　　　☆





　慶一郎が向かった先は都心の一いつ等とう地ちにある外がい資し系けいの高級ホテルだった。慶一郎は〈Ｖ１─エクストリーム〉で重じゆう傷しようを負おった後、このホテルのスイートルームを病びよう室しつに使って飛鈴の看かん病びようを受けている。〈神威カムイの拳けん〉の超ちよう回復の奥おう義ぎで復ふつ活かつした際は窓から外出したため、自分の足で歩いて正面玄げん関かんから出入りするのは初めてのことだった。


　玄関ホールに入るなり、待ち受けていたベルボーイに案内されてエレベーターに乗り、大だい宴えん会かい場じようのあるフロアに通された。


「ここからはお一人でどうぞ。なお、こちらのフロアは本日貸かし切きりとなっておりますので、ご存分にお楽しみください」


「楽しめればいいがな」


　ベルボーイにチップを渡して別れ、大宴会場に足を踏ふみ入れる。


「……こいつは奮ふん発ぱつしたもんだ」


　慶一郎は思わず呟つぶやいた。数百人を収容可能な天てん井じようの高い大宴会場は衝つい立たてと白い幕まくで仕し切きられ、先が見通せないようになっている。慶一郎との対戦をお膳ぜん立だてするためにわざわざ借かり切り、武ぶ闘とう会場にセッティングしたのだ。優ゆうに百万や二百万の経けい費ひがかかっているに違いない。


　正面にある一ひと際きわ目め立だつ赤い衝立に『紅猴陣』と看かん板ばんが出ている。常じよう識しき的てきに判はん断だんしてここから始めるのが筋すじだろう。衝立の後ろの幕まく間あいをくぐり、奥へと進む。


　そこは一辺六メートルほどの正六角形の試し合あい場じようだった。角かどには太い柱はしらが立てられている。


　待ち受けていた第一の拳けん士しは小こ柄がらな体格の男で、顔に歌か舞ぶ伎きの隈くま取どりを思わせる赤い化け粧しようを施ほどこし、顔の鼻はなから上を被おおう猿さるの仮か面めんを着つけていた。『紅猴』とはこのことらしい。ゆったりめの武術着を着けている。


「──シュワオ！」


　猿えん面めんの男は準じゆん備び運動がてらに軽く演えん武ぶを見せた。やはり猿の動きを基もとにした軽かる業わざ的てきな動きである。両手にはかぎ爪づめの付いた籠こ手てをはめている。慶一郎との体たい格かく差さを考えればちょうどいいハンデだろう。爪に猛もう毒どくでも塗ぬられていれば話は別だが。


　慶一郎はフライトジャケットを脱ぬいだ。武器を持っていないことを示しめすため──ではなく、新品をかぎ爪で引き裂さかれるのが嫌いやだったからだ。


　慶一郎が構えて頷うなずくと、どこからか銅ど鑼らを叩たたく音が鳴り響ひびいた。それが開始の合あい図ずだった。猿面の男が側そく転てんしながら接近してくる。慶一郎が自分から距きよ離りを詰つめに動くと、それを予期していたのか真横に跳とんでいったん間ま合あいを外はずす。しかしその直後に驚おどろくべき跳ちよう躍やくを見せて頭上から襲おそってきた。


　慶一郎は思いきり後ろに倒たおれ込むように仰のけ反ぞり、オーバーヘッドキックの要よう領りようで爪つま先さきを蹴けり上げた。分ぶ厚あつく頑がん丈じようなジャングルブーツが猿面男の胸むねを叩たたく。しかしその手て応ごたえは浅あさかった。猿面男は吹ふっ飛んだものの足から着ちやく地ちする。


　オーバーヘッドキックから一回転して着地し、背はい後ごに降おり立った猿面男を狙ねらってノールックで突つき回し蹴りを放はなつ。猿面男はバック転してそれを躱かわすと、一気に間合いの外まで逃のがれた。やはりヒット＆アウェイが基き本ほん的てきな戦せん法ぽうのようだ。


　両りよう膝ひざに軽い痛みがあった。蹴りを出した時にかぎ爪で引っかかれたのだ。なかなか剽ひよう悍かんで抜ぬけ目めない。胴どうを蹴った時の感かん触しよくも普通ではなかった。おそらく服の下に防ぼう具ぐを着込んでいるのだろう。当然ながら充分な準備をしてきているようだ。


（……さて、どうしたものか）


　すでに対戦が始まっているというのに、慶一郎はいまだにこの闘たたかいの意味を計はかりかねていた。


　足が痺しびれてこないところからすると、かぎ爪に毒は塗られていない。先せん祖ぞ伝でん来らいの暗あん殺さつ拳けんで食ってきた一族なのだから毒の扱あつかいもお手の物だろうが、それをしてこないということはある程度フェアな勝しよう負ぶをしようというのか。


　互たがいに殺す気なら手て加か減げん無なしでやればいい。本ほん来らいの慶一郎の闘い方は相手から戦せん闘とう能力を永えい久きゆうに奪うばうことを旨むねとする。死し闘とうに応おうじる用意ならあるが、結果は陰いん惨さんなものになるだろう。だからといってどこに妥だ協きよう点てんを求めればいいのか、それが分からない。


　無む駄だな血を流さずに勝利すること──その条件を考えた時、慶一郎はある男の思想を思い出した。


（草くさ[image: ]なぎの真ま似ねをすればいいのか？）


　再ふたたび猿面男がトリッキーな動きを交まじえて攻こう撃げきしてくる。


（奴やつならどう闘う……？　どう受ける？）


　慶一郎が迎げい撃げきのために前に出ようとすると、その気を逸そらすように間合いの外に退しりぞき、側面を突いて飛びかかってくる。


（ここか──!!）


　その瞬しゆん間かん、慶一郎は猿面男に正せい対たいせず、あえて背を向けて無む防ぼう備びな後こう頭とう部ぶを晒さらした。


　襟えり足あしに感じる殺さつ気きをギリギリまで引きつけると、体たい操そうのロンダート（側そく方ほう倒とう立りつ回転１／４ひねり）とほぼ同じ動きで猿面男を両足で蹴り上げる。この技わざ自じ体たいにはそれほどのダメージは見み込こんでいないが、ここからさらに大きくバック転することで、着地した猿面男の頭上を飛び越こえて背はい後ごを取った。


　一瞬、完全に慶一郎の姿を見み失うしなって棒ぼう立だちになった猿面男の肩かたをトントン、と指先で叩き、振り向いた顔がん面めんに裏うら拳けんを叩き込んだ。


「パギャアッ!?」


　男は吹ふっ飛とび、猿を象かたどった薄うすい木製の仮面が砕くだけた。


　さらに追つい撃げきしようと迫せまったところで再び銅ど鑼らが鳴なった。その音を聞いて慶一郎は拳こぶしを止める。相手の拳士は戦意を喪そう失しつしていた。どうやら仮面を破は壊かいすることが敗はい北ぼくの条件だったらしい。


（そういうことか。だったら──）


　先に言っておいてくれればこっちもお面を用意したのに、と慶一郎は思った。





　　　　三





　携けい帯たい電話が鳴った。


　大作は液えき晶しようの表ひよう示じで相手が公こう衆しゆう電話だと確認してから受信ボタンを押して応対する。


「はい、神かみ矢やですけど──」


『九条です……九条鳴海……』


　電話の相手は鳴海だった。ひどく息を切らしている。


「どうしたの？　また変なゴーストを見た？」


『ヤバいのに追われてるんです……高校そつちへ行きたいんですが、逃にげ回ってるうちにドンドン離はなれていく……』


　かなり逼ひつ迫ぱくした事じ態たいらしかった。


「今どこから？」


『ええと……ここからバス停が見えます。宮みやの下したって……うわ、ダメだ！　また来やがった──』


「……九条君？　九条君!?」


　一方的に通話が切られた。大作はその場で足踏ぶみしながらグルグル回って周囲を見回す。大作がいるのは大門高校の図と書しよ館かんへ続く渡り廊ろう下かだった。


「えーと、こういう場合はどうすれば……停てい留りゆう所じよの名前が宮の下だっけ？　そうだ、図書館の地図でバスの運転経けい路ろを調しらべ……る必要はないんだった。レイハ！　ちょっとお願いします！」


　いきなり大作の目と鼻の先に六角形のウインドウが開き、レイハが顔を見せた。


『──何か』


「うわっ」


　近すぎるのに驚おどろいて大作は反はん射しや的てきに身を退ひく。


　似にたようなパターンで何度も驚かされているが、一いつ向こうに改かい善ぜんする様よう子すがないのはレイハが面おも白しろがってワザとやっているとしか思えなかった。


「ええと……この近くに宮の下ってバスの停留所があるはずだけど、場所は分かる？」


『お安やすい御ご用よう』


　六角形のウインドウが一辺五十センチほどに拡かく大だいし、周辺の地図が表示される。宮の下停留所は三み田た線せん高たか島しま平だいら駅えきよりも東とう上じよう線せん東とう武ぶ練ねり馬ま駅えきに近い場所だった。大門高校からは一・五キロメートルほどの距きよ離りがある。


「今から迎むかえに行くとして、着つく頃ころにはもう移動してるだろうし……」


『衛えい星せい画が像ぞうに切り替かえますか？』


「します、します！」


　地図が偵てい察さつ衛星をハッキングして得えた写真に切り替わる。


「さっきの電話がかかってきた時じ刻こくの前後の画像を出してください」


　携帯の通話記録に残された時刻を告つげると、バス停の向かい側にある電話ボックスに入る人ひと影かげが写うつっている。三十秒ごとに切り替わる画像で鳴海が大門高校とは逆ぎやく方ほう向こうに走っていくのが分かった。


「この人を追つい跡せきしてもらえますか？　それとメガホンを」


　ウインドウから飛び出した魔法のメガホンをキャッチする。正式名めい称しようは〈言いくるメガホン〉だがあまり浸しん透とうしていない。大作はメガホンのスイッチを入れると、目め一いつ杯ぱいの大声で叫さけんだ。


「静馬さ～～～ん！　すぐに来てくださ～～い!!」


　敷しき地ち内に大作の声が響ひびき渡る。数秒後──左手に丼どんぶり、右手に割わり箸ばしを持った静馬が全速力で駆かけつけた。


「何やねん!?　うどん食うてる時に呼よびつけんなや」


　メガホンの強力な説せつ得とく力りよくによって無む理り矢や理り急いそがされたため、うどんのつゆが飛び散ちって半分以上こぼれてしまっている。


「昼ご飯はとっくに済すませたのにまた食べてるんですか？」


「ええやんけ。育そだち盛ざかりや」


　悪わるびれる様子もなく静馬は立ったままうどんをすする。


「九条君がどうやらまた変わったゴーストを持つ人を見つけたらしいんですが」


「マジでか!?　昨日きのうの今日やぞ？」


「事情はよく分かりませんけど、敵てきに追われて逃げ回ってるみたいです。サオダケで釣つり上げて助けてください」


「あいつ、ここの生徒ちゃうねんぞ。学校へ入れてええんか？」


「緊きん急きゆう事じ態たいですから。細こまかいことは後で考えましょう」


「せやな」


　うどんを平たいらげた静馬は、箸と丼をレイハの出したサオダケに持ち替えた。六角形のウインドウに映うつし出された鳴海に目がけてキャスティングの要よう領りようでサオダケを振ふる。


　見えない釣り針ばりが目もく標ひように見み事ごとヒットしたらしく、サオダケの先がグンと曲まがった。


「よっしゃ来たァァッ！」


　猛もう然ぜんとリールを巻まき、サオダケを引く。相そう当とうな体力と釣り上げるイメージを要求されるサオダケは、扱あつかえる人間が少ないピーキーな性能のアイテムである。大作が使うと自分の方がウインドウに引き込まれる危き険けんさえあった。静馬の足元が滑すべり、バランスを崩くずしかけるがすぐに体勢を立て直す。


「おおっ？　こら案あん外がい大物やで！」


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」


「負けるかァァッ！」


　大作も手伝って一いつ緒しよにサオダケを引く。勢いきおい余あまって後ろ向きに倒たおれ込むと、ウインドウから鳴海の身体からだが飛び出し、地面に転ころがった。


「ふう～～……よし、魚ぎよ拓たくや！　魚拓の用意せえ」


「冗じよう談だんは後にしてください」


　大作は息も絶たえ絶だえの鳴海を介かい抱ほうする。様子を見ていた菱ひし沼ぬま奈な々な子こがラグビー部よろしくヤカンの水を頭からかけてやると、鳴海は冷たさに驚おどろいて飛び起きた。


「何があったんですか？」


　ヤカンの口から直じかに水を飲み、人ひと心ごこ地ちがついた鳴海はようやく口を開いた。


「鬼塚さんを……鬼塚美雪を捜さがしてください」


「美雪ちゃんがどうかしたんか!?」


　鳴海は荒あらい息を整ととのえながら首を横に振った。


「彼女のゴーストは……特別な……あれに斬きられると──」


「何や!?　分かるようにしゃべらんかい！」


「急せかさないでくださいよ」


　美雪の名を聞いて頭に血が上のぼった静馬を諫いさめると、大作は鳴海に起きたことを順じゆんを追って説明するように促うながした。まだ混こん乱らんしている様子の鳴海は何度も頷うなずき、途と切ぎれ途切れに話し始める。


「今け朝さの……学校で──」





「モーニ──ン！」


　四よツ葉ば中ちゆうの校門をくぐった直後、鳴海は尻しりに蹴けりをもらった。ムッとした顔で振り向くと、明るい金きん髪ぱつとグリーンの瞳ひとみ、それに猫ねこを思わせる笑顔が目に飛び込んできた。


　手て荒あらい朝の挨あい拶さつをしてきたのは姫ひめ川かわ沙羅だった。


「痛いぞ」


「朝あさっぱらからグルーミーgloomyなのよアンタは」


「普通だ、普通」


　もともとクラスも違ちがってさして親したしくはなかったが、姫川流柔じゆう術じゆつに入にゆう門もんしてからは沙羅の方から気き安やすく構かまってくるようになっていた。祖そ父ふの弟で子しという立場になったため舐なめてかかってＯＫと思われているのかもしれない。


　他た愛あいのない雑ざつ談だんに気のない相あい鎚づちを打ちつつ階段を上がり、二年生のクラスのある二階へ。そこで沙羅と別れて自分のクラスへ行こうとした鳴海だったが、聞こえてきた声に思わず足を止めた。


「ミユキじゃん！　久しぶり～」


　気になってＣ組の教室を覗のぞくと、窓まど際ぎわの席に鬼塚美雪の姿すがたを見つけた沙羅が駆かけ寄っていくところだった。


　鳴海に気付いた泉いずみ谷や万ばん騎きが近寄ってくる。基本的に面めん倒どうくさい相手なので鳴海の方から声を掛かけることはないが、今日は特別だった。


「鬼塚さん、今日は登校してきたんだな」


　それを聞いた万騎は怪け訝げんそうな顔つきになり、教室を見回した。


「鬼塚……？　誰だれのことだ？」


　ありえない惚ぼけ方かたに、鳴海は少し苛いらついた。万騎はつい昨日、鳴海が飛ひ天てん流剣けん術じゆつに入門したことを聞きつけ「鬼塚美雪の気を惹ひくためだけに入門するとは、君きみは実に恐おそろしい男だな」と決めつけたうえで「しかしたとえ君がそんな破は廉れん恥ち極きわまる男だとしても僕ぼくの博はく愛あい精せい神しんはいささかも揺ゆらぐことはないから安心したまえ」と人を貶おとしめつつ自分を持ち上げるという得とく意いのマッチポンプ論ろん法ぽうで鳴海をからかったばかりだ。この期ごに及およんで鬼塚美雪が誰か分からないなどという見え見えのボケに付き合うほど鳴海もお人ひと好よしではい。


　万騎を無む視しして美雪に視線を戻もどすと、沙羅は再会を喜んで美雪に抱だきついていた。


（いや、逆ぎやくか？）


　沙羅が欧米式にハグhugしたのかと思ったが、よく見ると抱きついているのは美雪の方だった。万騎が正面に回って鳴海の視界を遮さえぎる。


「こちらの質問に答えてもらいたいな。君の言う『鬼塚さん』とは誰のことだ？　僕の知る限り鬼塚という苗みよう字じの生徒はこの中学にはいない」


　意外にしつこい。鳴海は万騎をにらんだが、ポーカーフェイスのさらに上をいく万騎の虫も殺さぬアルカイック・スマイルにはまるで悪あく意いは見えない。


「君の悪あく質しつな冗じよう談だんに付き合っているほど暇ひまじゃな──」


　鳴海の口が『な』の形のまま固かたまった。万騎を押おし退のけて教室に入る。


　美雪の身体からだに異い変へんが起きていた。正確には身体ではなく、鳴海が《ゴースト》と呼よんでいる生き霊りようのような影かげ──それが美雪の身体から離はなれ、背はい後ごに立っている。


　鳴海の霊れい的てき視し覚かくに青黒いモノトーンで映うつる美雪のゴーストは、薙なぎ刀なたを携たずさえた巫み女このような姿をしていた。沙羅に抱きついた美雪の唇くちびるが動く。


『──サヨナラ』


　言葉は聞こえなかったがそう言ったように鳴海には見えた。


　ゴースト巫女の構かまえた薙刀の刃はが振り下ろされ、沙羅の身体を真まっ向こうから唐から竹たけ割わりに斬きった。沙羅の身体がビクリと震ふるえ、美雪の肩かたを抱いていた両りよう腕うでが力を失うしなって両脇わきに垂たれる。美雪は電でん池ちが切れたように動かなくなった沙羅を、自分が座すわっていた席に座らせた。


（何だ？　何をやった!?）


　ゴーストが生なま身みの人間に対して影えい響きようを与あたえる場面を目にしたこと──それ自体が初めての経けい験けんだった。美雪がゆっくりと振り向き、混こん乱らんしている鳴海に目を向ける。


　青黒い影が動いた。ゴースト巫女が教室にいる他の生徒の身体をすり抜けて真まっ直すぐ鳴海に迫せまってくる。


「くっ！」


　鳴海は後ろを見ずに飛とび退のいた。間かん一いつ髪ぱつで初しよ撃げきを躱かわし、受け身を取りながら廊ろう下かへ転ころがり出る。美雪が廊下に出てきて再ふたたびゴーストを走らせた。袈け裟さ斬りに走る薙刀の刃を身を翻ひるがえして避よける。五メートル以上の間ま合あいをとると、美雪は追つい撃げきを諦あきらめてゴーストを引っ込めた。


「ふうん……九条君って、見えるんだ」


　美雪は少し拗すねたように呟つぶやいた。


「姫川さんに何をしたんだ？」


「お別れを言ったの。九条君にも忘れてほしいけど……ちょっと面めん倒どうね」


　美雪はどこからか紅こう白はくの折おり紙がみを取り出し、あっという間に『やっこさん』と『袴はかま』を折おった。その二つを組み合わせると口に当ててプッと息を吹ふき込み、独こ楽まを飛ばすように放ほうった。


　床ゆかに落ちた袴付きの『やっこさん』は、たちどころに身の丈たけ二メートルはある人型の黒い影に変化した。のっぺらぼうの影かげ法ぼう師しが立ち上がったような代しろ物ものだ。


　前も後ろもよく分からない影法師がゆらゆらと揺れながら意外な速はやさで迫ってくる。本能的な恐きよう怖ふに突き動かされた鳴海は、背を向けて逃にげ出すことしかできなかった──





「それで何時間も逃げ回ってたんですか？」


　大作に問われて鳴海は青い顔で頷うなずいた。


「それで美雪ちゃんはどないなったんや？」


「九条君の言う通りなら分かるわけがないですよ。僕らで捜さがしに行きましょう。そう言えば南雲先生は？」


「あのアホやったら昼ひる前まえに出で掛かけてったぞ」


「何のために常じよう駐ちゆうしてるんだか……」


　大作は自分が飛鈴を捜しに行けと言ったことも忘れて愚ぐ痴ちると、慶一郎の携けい帯たいに電話をかけた。しかし呼よび出し音すら鳴らず、どうしたことかと液えき晶しよう画面を確認してみて眉まゆをひそめる。


「圏けん外がい!?　さっきは繫つながったのに……」


「妨ぼう害がい電でん波ぱじゃよ」


　いつの間に現あらわれたのか、大おお仰ぎようなセンサーユニットを背せ負おったドクター村むら雨さめが大作の疑ぎ問もんに答えた。


「数分前から急に電波状況が悪あつ化かして通信不能になっている。強力な電でん磁じ波はの発はつ信しん源げんを探さがしとるんじゃが……」


　村雨は地じ雷らい探たん知ち機きを思わせる長ながい柄えの先に金きん属ぞくのリングが付いたセンサーを四し方ほうに向け、妨害電波の出所を探した。センサーが鳴海の頭の上で止まる。


「どうやら発信源はこいつじゃな」


「ええっ!?」


「ちょっ……お前、立ってみい！」


　静馬は鳴海の手を引いて立ち上がらせると、ブレザーの制服とズボンのポケットを上から叩たたいて身しん体たい検けん査さした。


「そんな電波の出るような物なんて持ってるわけが……あれ？」


　背はい後ごに回った大作は鳴海の背中に『やっこさん』の折り紙がくっついているのを発見した。赤い『袴』も穿はいている。


「これって……まさか!?」


　大作が手を伸のばして取ろうとしたとたん『やっこさん』が青白い電でん光こうを発した。


　バチィ！


　静せい電でん気きを何十倍にもした強い放ほう電でんが大作の指を撃うつ。電でん撃げきは鳴海の全身から放ほう射しやされ、身体からだに触ふれていた静馬を吹ふっ飛ばし、村雨のセンサーをショートさせた。


「ぐっ……うわあああぁぁっ！」


　鳴海は苦く悶もんの声を上げると、自分の肩かたを抱かかえて背を丸まるめる。全身の皮ひ膚ふから黒いゼリー状の物質が染しみ出し、見る間まに少年の身体を包つつみ込んだ。


『──ソドム化します』


　レイハの警けい告こくを聞いてその場にいた全員が大おお慌あわてで退たい避ひする。鳴海が変化した巨大なピータンのような物体は膨ぼう張ちようを続け、数秒で直ちよつ径けい三メートル、高さ四メートルに達たつした。膨張が止まり、表面がガラスのように硬こう質しつ化かする。


　チュィィィィ────ッ!!


　耳みみ障ざわりな掘くつ削さく音おんが響ひびき渡わたった。


「何やこの音は？」


　卵たまごの頂ちよう点てん近くから、ガラス質の殻からを突つき破やぶってドリルの先せん端たんが現れた。そこを起き点てんとして縦たてに亀き裂れつが走り、殻が左右に割れて外側に倒たおれる。


　殻の中身──鋭するどい角つのを持った、鮮あざやかな緑みどり色の塊かたまりが身じろぎした。


　ソドムの攻こう撃げきに備そなえて身み構がまえていた静馬は、しばしの沈ちん黙もくの後、首を傾かしげた。殻が割れた直後にはそこにいたはずのソドムの姿すがたが見えなくなったからだ。


「……ドコ行った？　消えたぞ？　お前らも見たやろ。頭に角生はやしたやつ」


「僕も見ました、けど……」


　大作は携帯の表示を見た。圏外どころか液晶パネル自体が故こ障しようしたらしく真まっ黒くろになっている。電でん磁じ波はだか妨ぼう害がい電でん波ぱだかの影えい響きようは収おさまっていない。


「ソドムはそこにおるぞ！　元の位い置ちから動いておらん」


　ヘッドギアと一体になった軍ぐん用よう双そう眼がん鏡きようを装そう着ちやくした村雨が警けい告こくした。


「おそらくこのソドムは光学的カムフラージュ能力を持っておる。赤せき外がい線せんスコープでならどうにか識しき別べつ可か能のうじゃ。しかしこのシルエットは──」


　何もないように見える空間にいきなりピンク色をした菱ひし形がたの裂さけ目めが開き、中から長い紐ひもが飛び出した。その先端が村雨の双眼鏡にくっつき、ヘッドギアごともぎ取って裂け目に戻もどっていく。双眼鏡を呑のみ込こんだ裂け目が閉とじる時、赤く染そまるソドムの巨体がほんの一いつ瞬しゆんだけ見えた。


「見たか!?」


「はっきり見えましたよ！」


　ひと目見ただけでそれと分かる特とく徴ちよう的てきな外がい見けんと個性的なプロフィールを持つ爬は虫ちゆう類るい──カメレオンに酷こく似じしたソドムだった。ヘッドギアと一いつ緒しよに頭とう髪はつをいくらかむしられた村雨が頭をさすりながら解説する。


「三本の角を持つところからしてジャクソンカメレオンの特徴を持ったソドムじゃろう。例によって素そ体たいになった人間の想像力によって延えん長ちようされた能力を持っておるはずじゃ。気をつけた方がいい」


「そんなもん先せん手て必ひつ勝しようや！」


　静馬は正面から突つっ込こみ、高たか々だかと跳ちよう躍やくして跳とび蹴げりを放はなった。しかし静馬の身体は直前までソドムがいた場所を素す通どおりして着ちやく地ちする。


「……おい、いてへんぞ!?」


「移動したんですよ！」


　騒さわぎを聞きつけて集まってきている生徒たちも周囲を見回すが、誰だれもソドムの姿を見つけられない。


「涼子や！　涼子のやつはどうした？　こういう時のための見み抜ぬく能力やろが。あのアマ～、どこで油あぶら売うっとんねん!?」


「涼子さんならきっと飛天神社ですよ。九条君が弟で子し入いりしてから本ほん腰ごし入れて稽けい古こするって張り切ってましたし」


「とっとと呼よび戻せ！」


「言い忘れとったが、さっきから有ゆう線せんの電話も不ふ通つうになっとるぞ」


「じゃあもう直接行って呼んできます！」


　大作はヤケクソ気ぎ味みに言って駆かけ出した。





　　　　☆





「──ジャッ！」


　青いフェイスペイントに蛇へびの面を被かぶった拳けん士しが幻げん惑わく効こう果かの高いぬめるような足運びで踏ふみ込み、指先を揃そろえた独どく特とくの型の拳で急きゆう所しよを狙ねらってきた。


　烈リー・式しき聖せい獣じゆう拳けんは自然界における動物の特とく徴ちよう的てきな動きを参考に型を編あみ出だしている。この攻撃も鎌かま首くびをもたげた毒蛇の動きに倣ならっていて、防ぼう御ぎよの隙すきを巧たくみに突き、点てん穴けつを打うつことで単純な打だ撃げき力以上の痛つう撃げきを与える。当初は防御しきれずに食らったが、慣なれてしまえば見み切きれない動きではない。


（同じ蛇じや形けい拳けんでも京きよう極ごく幻げん弥やほどではない──）


　幻弥の必ひつ殺さつ技わざ〈蛇じや骨こつ八はち連れん〉は人体の構こう造ぞう的てき死し角かくを突き絶対に防御不可能な八連続攻撃を仕し掛かけるというもので、仮かりに再ふたたび闘たたかうことがあったとしても防ふせぎきれる自信がない恐おそるべき技だったが、この遣つかい手てはその域いきには遠く及およばなかった。実じつ戦せんの拳術としては一流レベルかもしれないが鬼き気き迫せまる執しゆう念ねんのようなものが決定的に欠かけている。


　身長二メートル超ちようという慶一郎の体たい格かくは互たがいに徒と手しゆの場合は極めて有ゆう利りである。一度得とく意いの間ま合あいに入ってしまえばそのまま畳たたみ掛かけて一いつ気きに勝しよう負ぶを決める実力を持った拳士でも、懐ふところの深い慶一郎が相手では得意の間合いに入るまでのリスクが大きく、入れたとしてもその間合いを長くは保たもてない。どうしてもヒット＆アウェイの戦せん法ぽうをとらざるを得えず、本ほん来らいのスタイルを崩くずした戦い方ゆえに隙すきができる。この蛇拳使いもその典てん型けい的てきなパターンに陥おちいっていた。


　密みつ着ちやくするほど間合いを詰つめ、相手にとっては死角になる位置に滑すべり込みながら一気呵か成せいに攻撃して仕し留とめる──それが本来の動きだが、慶一郎にはつけいるべき死角がない。攻こう勢せいに出るときの動きは巧たくみだが、攻せめきれないと判断して退ひく時の動きが直ちよく線せん的てきすぎた。おそらく一度攻めに入れば倒たおしきる実力者のため露ろ呈ていしなかった弱じやく点てんなのだろう。


（──そこ！）


　後こう退たいする兆きざしを見み抜ぬいて龍りゆう気き弾だんを放はなつ。身体が居着く瞬しゆん間かんを狙ったため攻撃に気き付づいても回かい避ひ不ふ能のうだった。


「フグォッ!?」


〈神しん飛ぴ拳けん〉を鳩みぞ尾おちに食らった蛇面の男は身体をくの字に折おる。慶一郎は数メートルの間合いを一いつ足そく飛びに詰め、その勢いきおいを乗せた拳けん突づきを相手の顔がん面めんに叩たたき込んだ。仮か面めんが砕くだけ散り、試合終しゆう了りようの銅ど鑼らが鳴なる。


「ふう────」


　慶一郎は慎しん重ちように気き息そくを整ととのえた。二人目の『黒獅子』、三人目の『白鶴』に続きこれで倒した拳士は四人目である。交こう渉しよう相手の女の言葉が本当なら、次が最後の拳士のはずだった。


『青大蛇陣』を出て進むと、最後の間まへ続く衝つい立たてがあった。衝立には『黄龍陣』とある。


　中で待ち受けていたのは、黄おう金ごんの武ぶ術じゆつ着ぎに身を包つつんだ白はく髪はつの老人だった。フェイスペイントはなく、仮面も着つけていない。玄げん武ぶ岩がんにノミを入れて作ったようなゴツゴツとした荒あら々あらしい印いん象しようの貌かおで、右目の上を縦たてに走る刀とう創そうがあった。


　その顔には見み覚おぼえがあった。烈一族最強の拳士にして暗あん殺さつ者しや──黄龍ウオンロンである。


　七年前、香港ホンコンを訪おとずれた慶一郎は人ひと違ちがいが元でこの老暗殺者に命を狙ねらわれ、対決の結果これを退しりぞけた。それが烈一族との因いん縁ねんの始まりである。


「ここへ来るまでの四人……この七年の間に育てた新人か」


　黄龍は薄い笑えみを浮うかべた。


「──今のおぬしには物もの足たりん相手だったようだな」


「そうでもないぞ。大おお怪け我がさせずに手て加か減げんして倒すのは苦にが手てでね。けっこう骨ほねだった」


「今回の趣しゆ向こうの意味……察さつしがついておろうな？」


「ああ。やり直しをしたいんだろ」


　七年前の事件で黄龍を退しりぞけた慶一郎はその後、烈一族に捕とらえられて烈式聖獣拳の遣つかい手たちと連れん戦せんを強要されている。今回の五人の拳士との連戦はその時の再現だということはすぐに気付いた。


「あんたはとっくに引いん退たいしてると思ったんだが」


「釣つり逃のがした魚が大おお物もの過すぎたのでな。その未み練れんよ」


「年寄りは孫まごでも可か愛わいがってりゃいいだろ」


「その孫の役に立てるのもこれが最後になろうよ」


　心なしか黄龍の口く調ちようは嬉うれしそうでもある。だがその全身からは年に似に合あわぬギラギラとした殺さつ気きが放ほう射しやされていた。鉄てつ斎さいら人間凶きよう器きトリオに負けず劣おとらずの脂あぶらっこさである。


（どうも俺はこの手のジイさんに気に入られるんだよな……正しよう直じき関かかわりたくないんだが）


　こちらの都つ合ごうを考えないところも共通点だった。単にワガママな年寄りというだけならいいが、油ゆ断だんすると殺されそうなので気が抜ぬけない。


「──では、そろそろ死合うとするかの」


　開始の銅ど鑼らが鳴った。直後、黄龍は床ゆかを玉のように転ころがり、慶一郎の鳩みぞ尾おちを狙ねらって二に指しを伸のばした拳を突つき込こんできた。


「むうっ!?」


　疾はやい。慶一郎は両手をクロスさせて払はらいつつ真ま後うしろに跳とぶしかできなかった。まともに食らえば横おう隔かく膜まくが麻ま痺ひして呼こ吸きゆうが止まり、神しん気きを練ねることもできなくなっていたはずだ。


　黄龍は鋭するどく跳ちよう躍やくして柱はしらを蹴けり、三角蹴りを仕し掛かけてくる。それを躱かわして着ちやく地ちを狙おうとしても再び跳躍し、反対側の柱を使って急角度の蹴りで突っ込んでくる。この技わざのためかこれまでの陣よりも柱が増ふえていることに慶一郎はようやく気付いた。


　三角蹴りで懐ふところに飛び込んだ後も黄龍の猛もう攻こうは止まらない。点てん穴けつを狙った拳突と死し角かくから襲おそってくる鋭い蹴りの間かん断だんない高こう密みつ度どの攻撃。反撃しようと手を出すと黄龍の身体が消え、直後、真下からの連続蹴りが襲ってきた。防ぼう御ぎよすると猿さるが大たい木ぼくを駆かけ上のぼるような俊しゆん敏びんさで慶一郎の身体を登のぼって背中に回り、首を刈かりにくる。


「くおおっ！」
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　慶一郎は即そく座ざに後方に倒たおれ込み、柱に背中からぶつかりに行った。しかし寸すん前ぜんに黄龍は離はなれ、自分だけしたたかに背中をぶつける結果になった。


　猛攻がピタリと止やんだ。見ると、黄龍は床ゆかに片かた膝ひざを付き、大きく肩かたで息をしている。全身から大量の汗あせを搔かいているらしく黄こ金がね色の武術着の色が変わっていた。


　慶一郎は老体に釣つり合わぬ猛攻の秘ひ密みつにようやく思い至いたった。烈式聖せい獣じゆう拳けんには特別な経けい穴けつに鍼はりを打つことにより身体能力を飛ひ躍やく的に強化する術がある。リミッターをカットして潜せん在ざい能のう力りよくのすべてを絞しぼり出す──いわば貯ちよ金きんをすべて使って豪ごう遊ゆうするようなものなので、エネルギーが切れるとロクに動けなくなるという諸もろ刃はの剣けんである。


　この術が効きいている間に慶一郎を倒せなかったということは、すなわち黄龍の敗はい北ぼくを意味する。しかし胸むねを鷲わしづかみにして荒い息を吐はきながらも、黄龍は何な故ぜか勝利を確信した笑えみを見せた。


「────!?」


　危き険けんを察さつして動こうとした慶一郎は、自分の身に起きた異い変へんにようやく気付いた。


　左半身が石せつ化かしたように動かない。


　左肩の後ろ──右手の届とどかない箇か所しよに一本の鍼が打たれていた。猿のように身体を駆け上がりながら黄龍がやってのけた早はや業わざであった。


「ククク……殺とったぞ、南雲慶一郎！」


　深しん呼こ吸きゆうで気き息そくを整ととのえると、黄龍は懐から取り出した短たん刀とうを手に慶一郎に襲いかかった。





　　　　四





「りょ……涼子さ～ん！」


　飛天道場に文字通り転ころがり込んだ大作は、這はいつくばりながら涼子の名を呼よんだ。鉄斎に稽けい古こをつけてもらっている最さい中ちゆうだった涼子は、大作に近寄ると木ぼく刀とうの先で大作の尻しりを突ついた。


「あんた、飛天流の関係者でもない人間が無む断だんで稽古を覗のぞいたら最後、死あるのみだって分かってんでしょうね？」


「そ……そんなこと言ってる場合じゃないんですよ」


　自転車でここまで全力疾しつ走そうしてきた大作は息も絶たえ絶だえに訴うつたえた。


「学校にソドムが出たんです。それがカメレオンみたいに……違ちがうか、カメレオンの怪かい獣じゆうなんですけどカメレオン以上に姿すがたを消す能力に長たけてるんです。すぐに学校へ行ってください。涼子さんの〈月の眼グラムサイト〉の能力で見つけてくれないと──」


「ふうん……それって稽古の後でいい？」


「えええええ～～～っ？」


　まったく緊きん張ちよう感かんのない涼子の言葉に、大作は脱だつ力りよくしてグッタリと床に伸のびた。しかしすぐに跳はね起きて正せい座ざすると、涼子に説せつ教きようを始める。


「冗じよう談だんも時と場合を選んでください！　緊きん急きゆう事じ態たいなんですから！」


「そんな大声で言わなくたって聞こえてるわよ。学校へ行けばいいのね？」


　涼子は稽古を中断する旨むねを鉄斎に話して謝あやまると、大作のところへ戻もどってきた。


「これからお風ふ呂ろに入って、制服に着き替がえてから行くから待ってて」


「そんなに待てませんよ！　僕の乗ってきた自転車がありますから、それに乗ってすぐに向かってください」


「袴はかまのままで自転車に乗ると裾すそが油で汚よごれるんだけど」


「そんなの後で洗せん濯たくすりゃいいでしょう!?　なんなら僕が手て洗あらいしますよ。とにかく大変なことが起きてるんですから……」


　そう言いかけて、大作はこの家の人間が今日の事件の当事者であることを思い出した。


「そうだ、美雪ちゃん……美雪ちゃんは帰ってますか？」


　涼子はキョトンとした顔になった。


「美雪ちゃんって……誰だれ？」


「えええええ～～～っ!?」


　大作は顎あごが外はずれるくらいアングリと口を開けた。


「すんごい面おも白しろい顔してるわよ、あんた」


「いやいやいやいやいや……冗談でしょ？　冗談だと言ってくださいよ」


「何が？」


「だから美雪ちゃんのことを知らないってことですよ！」


「だから……誰のことを言ってるわけ？　その美雪ちゃんって」


「鬼塚美雪ですよ！　鬼塚鉄斎の孫まごの！」


「お師し匠しようさまの？」


　涼子は首を捻ひねりつつ鉄斎に訊たずねた。


「お師匠さまって、お孫さんいらしたんですか？　美雪ちゃんっていうそうですけど」


　稽古が中止ということで片かた付づけを始めながら鉄斎が答える。


「……いや。鬼塚の家はわし一人しかおらんが」


　今度は大作は悲ひ鳴めいを上げなかった。鉄斎がこんな悪あく質しつな冗談に付き合うわけがない。そうなれば結論はひとつ──


「そうか……美雪ちゃんのゴーストに斬きられると記き憶おくが……」


「どうしたの大作君？　顔色悪いわよ」


　自分の受けているショックをまるで共有する気のない涼子を、大作は恨うらめしげににらんだ。


「と……とにかく！　詳くわしい話は後でします！　涼子さんは今すぐ大門高校へ急いでください。いいですね！」


「しょうがないわねえ……」


　大作は道場の外までついて行き、涼子が自転車に乗って出発するのを見送ってから道場に戻もどった。


（人の記憶を操そう作さしたって、美雪ちゃんが存在したという物ぶつ的てき証しよう拠こは残っているはず……それを見つければ！）


　大作は道場を通り抜ぬけ、早足で鬼塚家に向かった。





　　　　☆





「──〈十じゆう字じ烈れつ火か〉ァ!!」


　アッパーとともに放はなつ火ひ柱ばしらと、そこから腕うでを水すい平へいに振ふってぶちまける炎ほのおの帯おびが十字にクロスした。広こう範はん囲いに広がる神しん気きの爆ばく炎えんに炙あぶられたソドムが一いつ瞬しゆん、その姿すがたを現あらわす。


「そこかぁぁぁっ！」


　静馬が飛びかかる寸すん前ぜんにソドムは再ふたたび透とう明めい化かする。しかし静馬はすんでのところで両手でソドムの頭を捕つかまえることに成功した。空気のように完全に透明だが手て応ごたえはある。


「もう逃にがさへんぞ！　覚かく悟ごせえ!!」


〈神威カムイの拳けん〉の呼こ吸きゆうで体内の神気のパワーを高めると、腕を通じてソドムに伝わり、透明化能力が弱まっていく。うっすらと姿を現したソドムは頭とう頂ちよう高こうで一・五メートル程度と小型で、モデルがカメレオンのため俊しゆん敏びんでもなければパワフルでもない。


　しかし静馬は相手がただの巨大カメレオンではないことを忘れていた。


　ギュイイイイン！


　静馬のつかんでいた三本の鋭するどい角つのがドリルのように高こう速そく回かい転てんした。グローブごと掌てのひらの皮ひ膚ふを削けずられてたまらず手を放す。怯ひるんだところへ、口が開いて飛び出した筋きん肉にくの塊かたまりの舌したを胸むねに食らって吹ふっ飛ばされた。


「痛！　クソッ、この……」


　静馬が起き上がったときには、カメレオンソドムは再び透明化して姿を消していた。


「ああ～～～あ」


「またかよ～～～」


　観かん戦せんしている生徒たちの間から嘆たん息そくが漏もれる。静馬とソドムの対決はまったく進しん展てんがないままだった。透明化するソドムを血ち眼まなこになって捜さがし、ようやく気け配はいを察さつ知ちして〈炎の虎とら〉で燻いぶりだしても結局すぐに逃にげられてしまう。


『まさにイタチゴッコとはこのことですね～。打だ開かい策さくはあるんでしょうか』


『御剣君の能力に賭かけるしかあるまい。それより気になるのはソドムが自分からは一いつ切さい攻こう撃げきをしてこないところだが……』


『おそらく怪かい電でん波ぱを発して通信を妨ぼう害がいし続けることが目的なのじゃろう。発生した経けい緯いといい、これは今までのように偶ぐう発はつ的てきに生うみ出されたソドムとはわけが違うと考えた方が良かろう』


「お前ら、呑のん気きに解説しとる暇ひまがあったら手伝わんかい！」


　静馬は特とく設せつ実じつ況きよう解説席に詰つめ寄よった。他の生徒たちも含ふくめ、怪電波を発する以外は実じつ質しつ的てきな脅きよう威いになっていないソドムに対して積せつ極きよく的てきな対たい策さくを取ろうという気分が薄うすかった。


「涼子君が来れば解決する問題じゃからな。落ち着いて待っとればよかろう」


「モタモタしとったら南雲が帰ってくるやろが！　今のうちに倒たおしとかなアカンのや」


「それ待ちというのもあるが」


「怪かい獣じゆう退たい治じはＤＤＦの仕事やろが！　何やそのやる気のなさは!?　天てん才さい科学者やったら脳のう味み噌そ使わんかい！」


「やれやれ、せっかちじゃのう」


　ドクター村雨は顎あごの先を搔かいて思し案あん顔がおになった。


「透明化能力や擬ぎ態たい能力への対応策といえばスプレー作戦が定てい番ばんじゃな。カラースプレーを撒まいて色を付けてしまえば視し認にんが可能となる。大量のスプレーが必要なのと、後の掃そう除じが大変じゃがね」


「学校中がシンナー臭くさくなるような不ふ健けん全ぜんな作戦など許きよ可かできん」


「ならば次の候こう補ほは特とく殊しゆな波は長ちようの光線を当てて、屈くつ折せつ率りつの差を利用して視認可能にするスペクトル作戦かのう」


「よっしゃ、それや！」


「怪電波の影えい響きようで電でん子し機き器きが使いもんにならんので無理じゃな。そもそもここには持ってきとらんし」


「できんのやったら言うなや！」


「煙えん幕まく作戦というのはどうでしょうか？」


　実況の中なか村むら環たまきが珍めずらしくアイデアを提てい案あんした。


「スプレー作戦とどう違うのかね？」


「相手が魔法の怪獣なら、こっちも同じ物で対たい抗こうすればいいのでは。魔法の煙幕なら後で掃除しなくてもいいし」


「その魔法の煙幕というのはレイハに頼たのんで出してもらうわけかね？」


「我われ々われが呼よべば出てきてくれそうな気もするんですけどね～」


「ちょっと待て、それ……まさかアレちゃうやろな？」


「タコ型怪獣の〈カリメロ〉なら墨すみで煙幕が吐はけるじゃないですか」


『──出しますか？』


　空中にウインドウが開いてレイハが顔を出した。


　左腕うでには可か愛わいくデフォルメされた邪じや神しん怪獣カリメロ（殻からの帽ぼう子し付き）がダッコちゃんよろしくしがみついている。先日『魔ま女じよっ子には愚おろかな下げ僕ぼくのマスコットが必要』という《魔女っ子品質向こう上じよう委い員いん会かい》の提てい言げんがあり、全校投とう票ひようにより採さい用ようが決定されたのだ。


「アカンアカ～ン！　そんなん復ふつ活かつさせたら絶対暴ぼう走そうするやろ!?」


　この間の演えん習しゆうがトラウマになっている静馬は断だん固こ反対した。


　一部の生徒たちが騒さわぎ始めた。カリメロの復活を恐おそれた静馬は慌あわてるが、人ひと込ごみを分けて現あらわれたのは涼子だった。


「おおっ、やっと来てくれたか！」


「遅おそいんじゃボケ！」


「うるさいわね。怪獣を見つけりゃいいんでしょ？」


　涼子は弓きゆう道どう部ぶに借かりた弓ゆみを携たずさえていた。背せ負おった矢や筒づつから矢を取ると、弓につがえて引き絞しぼる。


「危あぶないから退どいて！」


　矢を向けられた静馬とその近くの生徒たちが右う往おう左さ往おうして逃にげた。


　ヒュン！


　涼子の放はなった矢は静馬の横を通つう過かし、何もない空間に突つき立った。


『キャ────────ッ！』


　絹きぬを裂さくような悲ひ鳴めいとともにカメレオンソドムが姿を現した。


「うおっこんな近くに!?」


「全然気き付づかなかったぜ！」


「お前らそこを退きさらせ──ッ!!」


　静馬が恨うらみ百倍の炎ほのおの跳とび蹴げりを食らわせた。胴どう体たいにまともに蹴りを食らったソドムはグラウンドに転ころがる。


「おっしゃあ！　このまま一気にトドメ……」


　追つい撃げきしようとした静馬の目前で、ソドムに異い変へんが起きた。ほぼ実在のカメレオンと同じバランスだった細い手足がいきなり太く逞たくましく成長し、後こう肢しで立ち上がったのである。直ちよく立りつしたソドムはさらに膨ぼう張ちようし、五メートルを超こえる身長に巨大化した。


「そんなんありか──ッ!?」


　たたらを踏ふんで立ち止まった静馬の胴に細長い尻しつ尾ぽが巻き付き、部室棟とうの方に放ほうり投げた。弧こを描えがいて飛んだ静馬の身体からだはプレハブの壁かべを突き破やぶる。


　突とつ如じよとして脅きよう威いの怪獣となったカメレオンソドムに、呑のん気きに見けん物ぶつしていた生徒たちは泡あわを食って逃げ惑まどった。涼子はソドムの目を狙ねらって矢を射いかけるが、弓の腕が素人しろうとのうえ、的まとの小さいカメレオンの目にそうそう当たるはずもない。


　ソドムが長大な舌したを伸のばして涼子を捕とらえた。舌と一いつ緒しよに引き戻もどされた涼子は足から食べられる。


「ギャ～～ッ！　食われるぅ～～っ！」


　下か半はん身しんを呑のまれながらも、両腕で口を押さえて耐たえる。涼子のサイズはさすがに丸呑みにするには大きすぎた。


「うわっ、ヌルヌルする！　気持ち悪い！　あっ、ダメッ！　変なとこ舐なめんじゃないわよ～～っ!!」


　涼子の悲ひ鳴めいが響ひびき渡った直後──火山が噴ふん火かしたような爆ばく音おんが鳴なった。


　ボゴォォン！


「え──ッ!?」


　何なに事ごとかと振り向いた生徒たちは言葉を失うしなった。


　部室棟のプレハブの屋や根ねを突き破やぶって、真まっ赤かな巨きよ人じんが立ち上がったのである。


　全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおで包つつまれた巨人の身長は四メートルを超えていた。


『──Ｗｏｏｏｏｏ！』


　大地を蹴けって跳ちよう躍やくした炎の巨人はソドムの土ど手てっ腹ぱらに蹴りを食らわせた。反動で口から飛び出した涼子の身体を巨人は左腕でキャッチする。その手にソドムの舌が伸びて絡からみつくが、全身を包む炎が舌に燃もえ移うつって焼き焦こがし、断たち切った。ソドムの舌は燃えたが涼子自身は熱ねつ気きこそ感じるものの身体が燃え上がるようなことはない。


　ソドムが直立して向かってくる。巨人は涼子を背はい後ごに下ろしてソドムを迎むかえ撃うった。


『Ｆｕｕｕｕｍ！』


　巨人がチョップの連れん打だを浴あびせると、焼けたソドムの体たい組そ織しきが火の粉ことともに飛び散った。ソドムは三本の角つのを回転させドリル攻こう撃げきを仕し掛かける。しかし巨人は正せい拳けん突づき一発でトリプルドリルを粉ふん砕さいし、蹴り倒たおすと尻尾をつかんでジャイアントスイングで放ほうり投げた。


　虫の息のソドムに向かって上体の捻ひねりを加くわえながら十字に組んだ両腕を向ける。


『ＺｅＶＡＡＡＡＡＡＡｒ!!』


　両手からほとばしる紅蓮の奔ほん流りゆうがソドムを呑み込んだ。それはまるで巨人の身体を形かたち作づくっているエネルギーをすべてぶつけているようだった。


　カッ！


　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが走り、ソドムの巨体が爆ばく散さんした。


　閃光の眩まぶしさに顔を背そむけた一同が次に目を開けた時、炎の巨人の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。


「……何だったの、今の……？」


　地面に座すわり込こんで呆ぼう然ぜんとしている涼子に駆かけ寄ってきた静馬が声をかけた。


「おい涼子、大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がないか？」


　その問といには答えず、涼子は訝いぶかしい目つきで静馬の顔を見上げた。


「今のまさか……静馬、あんた……」


「そいつはシ～や」


　静馬は立てた人差し指を口に当て、下へ手たくそなウインクをした。


「オレのマジの切り札ふだやぞ。南雲には黙だまっとけよ」


「……出し惜おしみ……するだけのことはあるじゃない」


　涼子は肩かたを借かりて立ち上がると、少しふらついたフリをして静馬の頰ほおに唇くちびるを押しつけた。


　静馬は驚おどろいた顔で涼子を見る。


「涼子、お前──」


「……な、何よ？」


　涼子は火ほ照てった顔を逸そらせたが、静馬の視線は下の方を向いていた。


「パンツ丸見えやぞ」


「えええええ～～～～ッ!?」


　ソドムの唾だ液えきのせいか、涼子の袴はかまは溶よう解かいしてボロボロに崩くずれはじめていた。ショーツもちょっとヤバい。涼子は慌あわてて静馬の背中に隠かくれると、ぴったりとくっついたままカニ歩きを強要した。


「このまま校こう舎しやまで行くのよ！　こっち見たらぶっ殺すから！　いいわね!?」


「へいへい」


　静馬はニヤニヤしながら涼子に歩ほ幅はばを合わせた。





　　　　五





「殺とったぞ、南雲慶一郎！」


　左半身が麻ま痺ひした慶一郎に、短たん刀とうを両手で腰こしだめに構かまえた黄龍が突っ込んでくる。


　当然ながら完全な死し角かくになった左側からの攻撃である。


　身体の半分がデッドウェイトになっては回かい避ひは不可能。呼こ吸きゆう法ほうと経けい絡らくへの刺し激げきで解げ穴けつは可能だが、それには数分を要する。


　即そく座ざにこの麻痺を回復できなければ──死。


「うおおおおっ！」


　慶一郎は右足一本で床ゆかを蹴けり、身体を左斜ななめ後ろに押し倒たおした。


　その先にあるのは──太い柱はしら。


　直後、左肩から胸むねにかけて激げき痛つうが走った。


　左胸から突き出た鍼を右手でつかんで引き抜ぬく。自じ力りきでは抜けない位置にある鍼を、自分から柱にぶつかることで身体を貫かん通つうさせたのだ。


　麻痺から回復した左手で、短刀を握にぎる黄龍の手を摑つかんだ。全身でぶつかってきた黄龍の勢いきおいを完全には止められず、切きっ先さきが脇わき腹ばらを掠かすめる。


　慶一郎は右手を走らせ、指先で黄龍の左目を貫つらぬく──その寸すん前ぜんで止めた。


　スタミナの最後の一滴てきまで絞しぼり尽つくした黄龍の身体が崩くずれ落ちる。慶一郎は短刀を取り上げると柱に投げつけて突き刺さした。


　土つち気け色の顔色で荒い息を吐はきながら、黄龍は震ふるえる声で問う。


「……何な故ぜ、止めた？　わしのこの目を抉えぐれたものを」


「曾ひ孫まごの顔が見られなくなるだろ」


　まだ少し痺しびれる左半身をマッサージしつつ身を起こすと、闘たたかいの終わりを告つげる銅ど鑼らが鳴なった。


　慶一郎は黄龍を残して先へと進む。順じゆん路ろの表示に従したがって歩を進め、やがて六番目の部屋に辿たどり着ついた。そこは大だい宴えん会かい場じようの演えん壇だんにあたる場所だった。


　ステップを上のぼると白い幕まくが左右に開いて慶一郎を招まねき入れた。


「──おめでとう。無ぶ事じに辿り着けたわね」


　出で迎むかえたのは電話と同じ声の女だった。


「約やく束そく通り教えてあげる。私の名は烈玲凰。憶おぼえておいて損そんはないわ」


　玉ぎよく座ざのように豪ごう華かな椅い子すに腰こし掛かけた、その椅子に負けず劣おとらず華か麗れいなドレスに身を包つつんだ女はそう自じ己こ紹しよう介かいした。


　一八〇近い長身と長い手足、人目を惹ひきつけずにはおかない派は手でな美び貌ぼう、腰まで伸のばしたロングストレートの髪かみ、人を見み下くだすことに慣なれた冷さめた双そう眸ぼう──すべてが特別な地ち位いにいる人間であることを示しめしているように見える。


　最後の部屋にいるのは玲凰だけではなかった。女王のごとく振る舞まう玲凰の左右にそれぞれ三人ずつ、純じゆん白ぱくのウエディングドレスに身を包んだ女たちが控ひかえている。玲凰自身のドレスも白で、これも含ふくめると七人の花はな嫁よめが並んでいることになる。玲凰以外の六人は手にブーケを持ち、ヴェールで顔を隠かくしていた。


「これは何のつもりだ？」


「今日の趣しゆ向こうの主しゆ題だいはお分かり？」


「七年前の再現だろう。ご丁てい寧ねいに黄龍のジイさんまで連つれて来やがって」


「ご名めい答とう。よくぞ再ふたたび勝ち抜いたと褒ほめて差し上げますわ。あ、いえ──」


　上からものを言っておいて、玲凰は急に反はん省せいしたのか声のトーンを下げた。


「誰だれ一人殺すことなく全勝できたのは私にとっても喜ばしいと……」


「ありがとう、と言いたいのか？」


「ええ、そう……率そつ直ちよくに言うなら感かん謝しやしています」


「別にあんたを喜ばそうと思ったわけじゃない。今日の俺はらしくないことをしてるんでな。あと、空すきっ腹ぱらなんで実はけっこう機き嫌げんが悪いんだ。用件はさっさと頼たのむ」


　自分の威い光こうをまるで意に介かいさない慶一郎に気分を害がいしたのか、玲凰は醒さめた顔で話を進めた。


「七年前のあの事件で、私たちはひとつの過あやまちを犯おかしました。改あらためてそれを正ただすことこそが私の望み──いえ、果はたさねばならない義ぎ務むなのです」


「過ち……？」


　慶一郎は玲凰の言う過ちがひとつしか数えられていないことがすでに不満だった。


　そもそも黄龍が慶一郎を暗あん殺さつのターゲットと間ま違ちがえたところからすでに過ちが始まっているのだ。ひとつやふたつじゃ足たりないだろうと思ったが、揚あげ足あし取りにしかならないので黙だまって聞いた。


「烈一族が外から男の拳けん士しを家族に迎え入れる際さいには、占うらないによって選ばれた複ふく数すうの花嫁をあてがい、その中から一人を選ばせるという掟おきてがありました。ですが七年前の事件では掟を司つかさどる者が不ふ在ざいだったため、その役やく割わりがたった一人の娘むすめに押しつけられることになった──その過ちこそが悪あしき因いん縁ねんの始まりになったのです」


「じゃあ何か？　ここにいるのはつまり……」


「本ほん来らいあなたの花嫁候こう補ほとなるはずだった全員が揃そろっています。〈九龍カオルーンの花嫁〉は本当は七人いたのです。私も含めて──」


「それでやり直しか」


　慶一郎は心しん底そこ呆あきれた。実に迷めい惑わく千せん万ばんな話である。迷惑千万ではあるが──ようやくいろいろなことが腑ふに落ちた気がした。


　七年前には十代前半の少女なら今は二十歳前後、恋人がいてもおかしくはない年とし頃ごろだ。推すい測そくするに黄龍以外の四人の拳士は花嫁候補の身内か恋人なのだろう。七年前の過ちを正すという目的のために慶一郎のようなどこの誰だれとも知れない男と闘たたかって命を落とすなどという最さい期ごはあまりに報むくわれない話だ。死者を出さなかったことで玲凰が感謝するのも当然だが、慶一郎自身が負おわされたリスクを思えばもっと感謝されてもいいくらいだった。


（しかしまあ……いいか）


　慶一郎は自分のリスクは棚たな上あげするいつもの発はつ想そうで文もん句くは言わないことにした。何よりその報ほう酬しゆうは目の前にあるのだ。


「選べるのは一人だけか？」


「その通り」


「俺の好すきにしていいんだな？　例たとえば玲凰、あんたを選んでも──」


「……ご自由に」


　玲凰は表情にこそ出さないが意い外がいと動どう揺ようしている風にも見える。慶一郎はヴェールを持ち上げて花嫁候補一人一人の顔を確認した。なかなかの美人揃いだが、緊きん張ちようの色は隠かくせず、慶一郎とは目を合わそうとしない。


　六人目の花嫁候補の前に立つ。慶一郎が怖こわいのか、小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせている。ヴェールを上げようとすると顔を背そむけて嫌いやがった。


「顔を見たいんだが」


「…………」


　花嫁は首を横に振っていやいやをする。慶一郎は花嫁の腰こしに手を回して抱だき寄よせると、ヴェール越ごしに甘あまい髪かみの匂においを吸すった。


「いい匂いだな。この娘にしよう」


　花嫁の身体からだから硬かたさが消え、慶一郎に身体を預あずけてきた。ヴェールを上げると、涙なみだでくしゃくしゃになった飛鈴の顔がそこにあった。


「怖こわかった……とても……私……」


「バカだな。お前の旦だん那なは不ふ死じ身みだ」


「……ええ！」


　純じゆん白ぱくのドレスが血で汚よごれるのも構かまわず、飛鈴は慶一郎の首に腕を回して抱きついてきた。


　これ以上嗚お咽えつを聞きたくなかったので、慶一郎は飛鈴の唇くちびるをキスで塞ふさいだ。他の花嫁候補たちはようやく緊張から解とき放はなたれ、口々に祝しゆく福ふくの言葉を投げかける。しかし慶一郎が唇を飛鈴の首くび筋すじから胸むな元もとに這はわせ、コルセットの紐ひもを解ほどきにかかるのを見た玲凰は慌あわてて止めに入った。


「待ちなさいあなた！　いくらなんでもいきなり、その……」


「うるさい。俺はこの女を抱くためにここに来たんだ」


　二の句が継つげない顔の玲凰に、慶一郎は飛鈴の拘こう束そく写しや真しんを突きつけた。


「こんなものを送りつけて俺を誘さそい出した責せき任にんはとことん追つい及きゆうするからな！　覚かく悟ごしておけ」


「いや、でもあの……ここはそのための場所じゃないし」


　慶一郎の愛あい撫ぶを受け入れながら、飛鈴は幸せそうな笑顔を玲凰に向けた。


「あの……私は別にいいですけど」


「いいわけがないでしょ！　動物じゃあるまいし!!」


　玲凰は遂ついに声を荒あらげて怒おこり出した。





　　　　六





　大作は鬼塚家の一階にある美雪の部屋の前に立った。


「美雪ちゃん……？　入るよ」


　引き戸を開けた大作は、取っ手をつかんだまま立ちすくむ。
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　美雪の部屋はもぬけの殻からになっていた。前に来たときにはあった家具──学がく習しゆう机づくえとベッド、それと小さな簞たん笥すと本ほん棚だながなくなっている。部屋に入った大作は畳たたみの上に這はいつくばって探たん偵ていのごとく注意深く観かん察さつしたが、家具が置かれていた痕こん跡せきがひとつもない。畳は新しいものではない。取とり替かえたにしては窓の位置と畳の日焼けの具合に不自然なところが見られず、うっすらと埃ほこりさえ積つもっている。何より部屋に人の住んでいた気け配はいが──美雪の匂いが一いつ切さい残っていない。


　押し入れを調べようと近付いた時、携けい帯たいが鳴なった。液えき晶しよう表ひよう示じを見ると相手は公こう衆しゆう電話だった。涼子が間まに合ってソドムを倒たおしたので電でん波ぱ状じよう況きようが回復したのか。


「はい神矢──」


『大作、おめーはバカな勘かん違ちがいをしている。この件はミステリーじゃなくて何でもありのファンタジーだ』


　電話の声に、大作はひどい脱だつ力りよく感かんを感じた。声の主ぬしは占うらない師し・澁しぶ澤さわ右う京きようだった。


「右京さん！　今までどこへ雲くも隠がくれしてたんですか!?」


『決まってんだろ。安全なところさ』


　右京に対してこの手の質問が徒と労ろうでしかないのは分かり切ったことだった。


「……いいですよ、もう。それより美雪ちゃんがどこにいるか教えてください。星は何でも知ってるんでしょう!?」


『うん。でも教えてやらない』


「なんでですか!?」


『彼女は自分の意志で姿すがたを消した。捜さがしても無む駄だだ』


「自分の意志って……」


『魔ま法ほう使つかいになるための条件ってのは何だか分かるか？』


　唐とう突とつな質問だった。魔法使いが登場するアニメや特とく撮さつ番ばん組ぐみを思い出してみると、先せん祖ぞ代だい々だい魔法使いの血ち筋すじであるか、特別なアイテムを手に入れることで魔法使いになるパターンくらいしか思いつかない。


「……それって何かの謎なぞかけですか？」


『ソルバニアの魔法の話だ。そもそも魔法ってのは人間の願がん望ぼうでもって世界の枠わく組ぐみそのものを作り直すものなわけだ。今在ある世界を否ひ定ていすること──それが魔法の本質だ』


「確かにそんなようなことを聞きましたけど」


『じゃあ考えてみろ。魔法使いに向いてるのはどんな人間だ？』


「強い恨うらみとか憎にくしみを持った人間ですか？」


『恨んだり憎んだりするには相手が要いるだろ？　それに復ふく讐しゆうってのは生きてる世界の枠組みの中で果はたさないと意味がない。不ふ正せい解かいだ』


「ものすごい誇こ大だい妄もう想そうを持ってるとか、夢のスケールがバカでっかいとか……」


『夢なんてのはどんだけスケールがデカかろうが現実の延えん長ちようにすぎない。不正解』


　右京には大作がどう答えるかも含ふくめてすべて分かっているはずだった。意い地じの悪い性格だが嫌いやがらせでクイズにしているわけではない。本気で答えなければ右京はこの電話を切るだけだろう。


「じゃあ……もしかしてその逆ですか？　世界を否定するっていうのはこの世に不満があるからじゃなくて──」


『その通り。魔法使いになれるのは絶望しきった人間だ』


「そんな話は納なつ得とくできませんよ！　美雪ちゃんが何に絶ぜつ望ぼうすることがありますか!!」


　反はん射しや的に激げつ昂こうした大作だったが、自分の発したその言葉に違い和わ感かんを覚おぼえた。


「……ちょっと待ってくださいよ右京さん。魔法使いって、魔ま素そを浴あびてソドム化した人間のことじゃないんですか？」


『お前の勘違いってのはまず、それだ。魔法使いはソルバニアの魔ま王おうと正式に契けい約やくを交かわして魔力を授さずかった人間で、ソドムなんかとは格かくからして違う』


「魔王と契約なんて……どうしてそんなことに？」


『以前、彼女の誕たん生じよう日びに古い洋書をプレゼントしたろ？　あれな、実は〈冥めい王おうの書アザナトゥース〉の抄しよう本ほんだ』


「ええええええ──────ッ!?」


　大作は裏うら返がえった悲ひ鳴めいを上げた。耳に当てていた携けい帯たい電話をまじまじと見つめる。


「結局右京さんの仕し業わざなんじゃないですか！」


『〈冥王の書〉が作られたのは未み来らいだが、その性せい質しつ上じようあらゆる時じ間かん軸じく上に並へい行こうして存在する。彼女の手元に置いたのは、それが最もつとも安全な場所だからだ』


「ちっとも安全じゃありませんよ！」


『彼女は魔法使いになって誰だれかを傷きずつけたか？　彼女は自分自身を消すことを望んだだけで、誰も巻まき添ぞえにしていない。人の記き憶おくを操そう作さし、自分が存在した痕こん跡せきを消し去ることで誰も悲しむことのないように配はい慮りよしている』


「どうして消えたいなんて……」


『最も深い絶望ってのは〝自分が自分であるが故ゆえの絶望〟ってやつだ。魔法使いにならなければ、彼女は別の方法で自分に始し末まつをつけていた。〈Ｖ１─エクストリーム〉の件で一度試ためしたようにな』


　右京の証しよう言げんは大作の抱いだいてきた疑ぎ念ねんに対する明確な答えだった。


「すると南雲先生を追い出して、その後誘ゆう拐かいされたのもやっぱりわざとなんですか？　あれは言わば遠回りの自殺行為だった……!?」


『やっと話が通じるようになってきたな』


「ますますワケが分かりませんよ！　どうしてそんなことをする必要があったって言うんです!?」


『それは目の前の押し入れを開ければ分かる』


　大作は手を伸のばして襖ふすまを開けようとした。


『だがその前にもうひとつ、お前の勘かん違ちがいを正ただす必要がある』


「何ですか？　教える気があるのなら早く言ってください」


『お前は今回の件が何か悪いことだと思ってるだろ？　それが間違いだ。決して悲しむべきことだとは思わないし、俺としては彼女の望みが無ぶ事じに成じよう就じゆするように願っている』


「美雪ちゃんが消えるのが悪いことじゃないって言うんですか!?」


『喜き劇げきとは言わんが、悲ひ劇げきだと決めつけるのは気が早い』


「なっ……」


　また大声を出しそうになるのを大作は理り性せいで堪こらえた。


　右京との付き合いの中で得えた教きよう訓くんの一つは、ある事こと柄がらについてそれが「善よいこと」か「悪いこと」かの判断はそう簡かん単たんに下くだせるものではないということだった。そして右京の口ぶりから推すい察さつするに、美雪の件はまだ答えを出す段階にはないらしい。右京は大作が余よ計けいな気を揉もむことのないように忠ちゆう告こくしているのだ。


「……僕に美雪ちゃんを助けるチャンスはなかったんですか？」


『お前は充じゆう分ぶん、助けたさ。証しよう拠こは目の前にある。確かめろ。自分の判断でな』


　電話が切れた。大作は押し入れの襖に手をかけ、ゆっくりと開けた。


　上下二段になっている押し入れの上の段に、一冊さつの本が置いてある。それは赤い布ぬの張ばりの装そう丁ていの日記だった。日記を手に取った大作は『１９９６』の文字をじっと凝ぎよう視しした後、意を決して表紙を開いた。


　日記は今年の元がん日じつから始まっていた。学校を休みがちな美雪の生活は変化に乏とぼしく、その日の天気と摂とった食事の記き録ろくだけの余よ白はくの多いページが続く。


　日記の内容が変化しはじめるのは五月──南雲慶一郎が鬼塚家の二階に下げ宿しゆくすることになって以い降こうだった。ほぼ同時期に涼子が鉄斎に弟で子し入いりし、大作も美雪の家か庭てい教きよう師しとして出入りすることになり、鬼塚家は活気づく。


　大作が驚おどろいたのは、美雪が意外にも周囲の人間をよく観かん察さつしていることだった。涼子が弟子入りしてからの鉄斎の表情や態たい度どの変化についてなどは非常に細こまかいところまで気き付づいて言げん及きゆうしている。涼子や大作についてもあれこれと書いているが、最も多くの分量を割さいているのは慶一郎のことである。


　当初はとにかく身体からだが大きいこと、そして手料理が抜ばつ群ぐんに美お味いしいということについて驚きをもって書き記しるしている。ほとんどパンダ並なみの珍ちん獣じゆう扱あつかいである。


　しかし中高生の頃ころの慶一郎が美雪の母親の美み咲さきを慕したっていて、現在の慶一郎が美雪に示しめす好こう意いはその延えん長ちようであることを指し摘てきしたあたりからトーンが変わってくる。


〝慶一郎さんが私に優やさしいのは、母親を失うしなった痛みを私と共きよう有ゆうしていると思っているからで、自分自身を慰なぐさめているのと同じ〟


　一見して冷れい静せいに分ぶん析せきしているように思える文章だが、大作はその背はい後ごにある感情に微び妙みような違い和わ感かんを感じた。


　七月に起きた烈飛鈴による事件の際に、美雪は慶一郎を誘おびき出すための人ひと質じちとして誘ゆう拐かいされている。その日の日記にも似にた記き述じゆつがあった。


〝慶一郎さんが私を助けるために危き険けんを冒おかすのは、それによってお母さんに対する精神的な負ふ債さいを支し払はらえると思っているから〟


　自分が誘拐され、慶一郎に助けられたのなら素す直なおにそのことを喜ぶのが先ではないかと思えるが、何な故ぜこんなことを指摘しなければならないのか。


（これは自分自身に向けて書いている……？）


　大作はこれは美雪の素直な心情を綴つづった文章ではないと感じた。日記にもかかわらず本当の感情を押し殺して書いているため、過か剰じように冷静になるのではないか。慶一郎の自分への好意が本ほん来らいは母親に向けられるべきものであって、母親の代かわりとして扱あつかわれることに不満を抱いだいているのか。


（そういう子供らしい潔けつ癖ぺきさってあると思うけど、それとは違うような。不満というよりは……何だろう？　自分に対する戒いましめ？　本当は嬉うれしいんだけど、喜んではいけないと自分自身にクギを刺さしている……？）


　さらに読み進めていくうちに、その仮か説せつは的まとを射いているのではと感じられる記述が散さん見けんされた。慶一郎を慕したいながらその感情を禁きんじようとする心理的葛かつ藤とうが日ひ毎ごとに強くなっていく様よう子すがはっきりと読み取れる。


　そして〈Ｖ１─エクストリーム〉の数日前──


〝今日、占うらないで慶一郎さんの未来を見た。敵にさらわれた私を助けようとすると十中八九命を落とす。どうにかして避さけなければ〟


　悩なやんだ結果、美雪は前日の夜に慶一郎に鬼塚家を出て行くように告つげた。


〝慶一郎さんにひどいことを言って家から追い出した。でも後こう悔かいはしていない。もともと私は慶一郎さんの好意を受ける資し格かくのない人間なのだから、これが正しい。もっと早くこうしておくべきだった〟


　日記はここで途と切ぎれている。〈Ｖ１─エクストリーム〉の事件以い降こう、白紙のページが一か月以上続き、十月二十五日──昨日きのうのページに最新の、そしておそらく最後となる記述があった。


〝明あ日す、私は私を終わらせて、すべてを一からやり直す〟


　この謎なぞめいた一文だけだった。


「だから……これじゃなんにも分からないじゃないか！」


　思わず声を張り上げながらページをめくると、一日分空あけた次のページに続きがあった。それは日記ではなく、大作に向けたメッセージだった。


〝神矢大作様　神矢さんがこれを読んでいる時、私はこの世界から姿を消しているでしょう。でもそれは悲しむべきことではないと理り解かいしてください。そして私を捜さがすようなことはしないでください〟


　文面だけを見ればほとんど家いえ出で娘むすめの書き置きだった。この世界から消えるということからすれば遺い書しよと言えなくもない。


〝この世界において私はとても小さな存在なので、私のことを知っているわずかな人たちの記憶を書き換かえるだけで事こと足たります。その人たちの記憶を取り戻もどそうとしないでください。私は誰だれも悲しませたくない〟


　確かに鉄斎や涼子を見れば記憶の消しよう去きよは完かん璧ぺきなようだった。美雪が消えて悲しむ人間を出さないという配はい慮りよは分かるが、美雪自身はそれでいいのかと思う。とはいえこの文章はこれまでの日記とは違い、美雪の素す直なおな気持ちが出ていた。心理的葛かつ藤とうが解かい消しようされたせいだろうか。


〝どうして私がこの世界から消えることを選んだのか、神矢さんはそれを知りたいのでしょう。それは、私が私のままでは慶一郎さんの傍そばにいられないからです〟


　それはまさに右京の指し摘てきした『自分が自分であるが故ゆえの絶ぜつ望ぼう』に違いなかった。


〝私は慶一郎さんが好きです。ずっと傍にいたい。私だけを見て、私だけを可か愛わいがってほしい。でもそれはとても身み勝がつ手てな願いで、許ゆるされるものではありません。私には慶一郎さんに愛される資し格かくがないからです。それがお母さんの代かわりだったとしても、いいえ、だからこそ許されないのです。何な故ぜなら、私は罪つみを犯おかしていながら、誰にも罰ばつせられることなく今まで過ごしてきたのですから──〟


　その先に書かれている内容を、大作は何度も読み返した。しかしそれはあまりに受け入れ難がたく、言葉として理解はできても納なつ得とくできる代しろ物ものではなかった。


〝慶一郎さんの愛したお母さん──鬼塚美咲は私が殺したのだから〟





　　　　七





「これでようやく肩かたの荷が下りたってところだね。お互たがいに」


　犀蓮サイリヤンは労ねぎらいの言葉とともにティーカップを差し出す。ヒールを脱ぬぎ、片かた膝ひざを立てた少々だらしない格かつ好こうでカウチソファに寝そべっていた玲凰は、身体からだを起こしてソーサーごとカップを受け取った。


　二人が居るのはホテルのスイートの一室──飛鈴が使っている部屋とは別の階である。


「脅おどしをかけて呼よびつけたくせに、よく言えるわね」


　紅こう茶ちやにたっぷりの砂さ糖とうとミルクを入れてスプーンでかき混まぜながら、玲凰は上うわ目め遣づかいに犀蓮を見た。


「私がわざわざ当て馬にならなくたって、あの男は遠からず落ちてたわよ」


「そうは思わないわね。飛鈴を足止めしても電話もかけてこなかったし。あんたが撮とった写真はいいアイデアだったわね」


「ちょっと効こう果かがあり過ぎたようだけど」


　玲凰はミルクティーをひと口飲むと、再ふたたびソファに寄よりかかってため息を吐ついた。女王のような覇は気きはどこかへ消えて、年相応の普通の娘に戻もどっている。


「疲つかれた？」


「こんなに気を揉もんだのは生まれて初めてよ……もう二度とやらない」


「それくらいの気き苦ぐ労ろうは負おってもらわないとね。なにしろ、七年前の件はあんたの責せき任にんなんだから」


「しつこいわね。もういいでしょ？　大おお叔お母ば様さま」


　玲凰は恨うらみがましい目を犀蓮に向ける。


　慶一郎の前では明あかさなかったが、本ほん来らいなら七人いたはずの花はな嫁よめ候こう補ほが飛鈴一人になったのは、玲凰がそれを言い出したことが原げん因いんだった。烈一族では同世代の子供はまったく平びよう等どうに扱あつかわれるのが慣かん例れいだが、どうしても順位はついてしまう。玲凰の家族は貿ぼう易えき商しようとして多大な利り益えきを上げて烈一族を経済的に支ささえていたため、普通であれば無視されるはずの玲凰のワガママが通ってしまったのだ。折おり悪わるく犀蓮が不在だったこともその過あやまちを許す一いち因いんになっていた。


　当時十四歳の少女にとって、どこの馬の骨とも知れない男の花嫁候補になれと急に命じられても受け入れ難いのは当然のことだった。七人の中で花嫁に選ばれるのは自分に決まっているという自信があったが、そんなことはまっぴらご免めんだと思っていた。候補の中で一番のおミソ扱いだった飛鈴にその役を押しつけようと思いついたのも、自分が楽をしたかっただけでことさら悪あく意いがあってのことではない。さして美人でも可愛くもなかった飛鈴に結婚相手を譲ゆずってやるのだからむしろ親切ではないかと自じ画が自じ賛さんしていたほどである。


　しかしそのワガママを通した結果は最悪の事じ態たいだった。慶一郎は逃とう亡ぼうし、それについていこうとした飛鈴は流れ弾だまを受けて重じゆう傷しようを負った。悪いのは相手の男で自分には責任はないと玲凰は思ったし、誰も玲凰を責せめなかったが、飛鈴に対しては拭ぬぐいきれない負い目を感じ続けることになった。


〝あんたに七年前の責任を取ってもらうよ〟


　犀蓮からの電話でいきなりそう言われた時は心しん臓ぞうが止まりそうになった。


　南雲慶一郎が相当の難なん物ぶつだとは聞いていたし、今回の作戦もほとんど勝しよう算さんがないと思っていた。結果的には一人も犠ぎ牲せいを出すことなく、これ以上はないという理想的なところに収おさまったものの、まだ実感が湧わかない。魂たましいが抜ぬけたようにため息を吐くだけだった。


「南雲慶一郎に会ったのは初めてだったね？　感想は？」


「……訊きかないでくれる？」


　玲凰は両りよう膝ひざを抱かかえて顔を埋うずめた。慶一郎の闘たたかいぶりの一いち部ぶ始し終じゆうはモニターですべて見ていた。まるで映画のようにリアリティがない──そう思えるほどの強さだった。黄龍との対戦は見ていて身み震ぶるいすら覚おぼえた。


「あれがあんたの旦だん那なになってたかも知れないのにね」


　嫌いや味みたらしい犀蓮の言葉に、玲凰は拗すねた顔を上げて返した。


「今日ほど七年前の過ちを悔くやんだことはないわ。責任は果はたせてスッキリしたけど……今度はまた別の理由で悔やむことになりそうよ」


「いい男を譲ってやったと思えばいいんだよ」


　ダメ押しの皮ひ肉にくに、玲凰はイ～ッと子供っぽく歯を剝むいて不ふ満まんを露あらわにした。





　　　　☆





「……ん……」


　しばしの微睡まどろみの後、飛鈴は目を覚さました。


　暗い寝室の中でうっすらと光る時計の針はりは、まだ宵の口であることを示しめしていた。


　夕食の用意をしないと──そう思っても身体からだは重く、頭の芯は痺れていてすぐに動けるほどの気力がない。


　左手を伸のばして分ぶ厚あつい男の胸むな板いたに指を這はわせる。


　飛鈴は慶一郎の腕うでの中にいた。


　逞たくましい左腕で腕うで枕まくらをされ、互たがいの鼓こ動どうを重かさねるように肌はだと肌を合わせて寄り添そっている。慶一郎の胸に押しつけられた乳ち房ぶさが形を変えていた。


　静かに寝息をたてている無ぶ骨こつな横顔を眺ながめながら、飛鈴は喩たとえようのない幸こう福ふく感に包つつまれていた。七年越ごしの念ねん願がんが叶かない、本当の意味でこの男の花嫁になれたからだ。


〝俺は女を口く説どいたことがない──〟


　飛鈴の中に押し入る前にこの男が告こく白はくしたことを覚えている。


〝欲しい、と思って気がついた時にはもう押し倒たおしてる〟


　そう言った直後には身体の一番深いところまで貫つらぬかれていた。


　身体をふたつに引き裂さかれるような痛いたみを、しかし飛鈴は喜んで受け入れた。


　南雲慶一郎の愛し方には容よう赦しやがなかった。


　まるで荒あら波なみに呑のまれた小こ舟ぶねのように飛鈴は翻ほん弄ろうされた。堰せきを切ったようにあふれ出した男の愛に身を任まかせながら嗚お咽えつのような嬌きよう声せいを上げ、何度も気を失った。


　やがて嵐あらしが止やみ──慶一郎が自分の中でゆっくりと溶とけていく感覚に、飛鈴は言葉にならない至し福ふくを覚えた。


〝愛情ってものは俺にはよく分からない〟


　慶一郎は独ひとり言のように言った。


〝ただ……あの写しや真しんを見た時、お前を誰にも渡したくないと思った。それだけだ──〟


　抱きしめたいという激げき情じようだけが確かなものだと。


　その言葉は噓うそでも言い訳でもないのだろう。


　たとえそれが本ほん音ねだとしても、決して愛情の薄うすい人間故ゆえではないと飛鈴は思う。むしろ誰よりも愛すること、愛されることに餓うえている男で──ただその愛情の向かう道みち筋すじを見失っているだけなのだ。だからこそ一度あふれ出すと歯は止どめが利かなくなる。


　これから先、この男の中からあふれる泉はすべて自分が飲み干ほしてやろう──飛鈴はそれが自分の役目だと心に決めた。


　身体を起こそうとすると、それを察さつした慶一郎は飛鈴の腰こしに腕うでを回して引き留とめた。大きな掌てのひらが尻しりたぼをわしづかみにして指を食い込こませてくる。飛鈴は恥はずかしげに腰をくねらせた。


「シャワーを浴あびさせて」


　耳元で囁ささやくと、慶一郎は薄く目を開けて飛鈴を見た。


「……キスしてくれ」


「いいわよ」


　軽く口づけすると、慶一郎の手が名な残ごり惜おしそうにしながら離はなれた。少しふらつきながらバスルームに向かい、照しよう明めいをつける。浴室の鏡かがみに映うつった自分の身体を見て、飛鈴は少し呆あきれた。身体中に慶一郎の唇くちびると指の痕あとが残っている。荒あら々あらしい愛あい撫ぶによって付けられたマーキングだった。


　バスタブに入って熱いシャワーを浴び、ぬめる汗とともに初めてのしるしを洗い流す。


　飛鈴は自分の下か腹ふく部ぶを愛いとおしげに撫なでた。灼やけるような異い物ぶつ感かんと鈍どん痛つうが残っている。


　蝶ちようの刺青いれずみで隠かくした左脇わきの銃じゆう創そうに続き、慶一郎によって飛鈴の身体に刻きざまれたふたつめの傷だった。


　シャワーを浴びたら身体に付いた痕を隠せる服に着き替がえて食事を作ろう。これまで通り、一緒にいることが当たり前のような顔をして。


　その後はきっと──ひと晩中愛してくれるだろう。それを思うと身体の芯しんから甘あまく痺しびれてくる。授さずかるとすれば今日だという確信めいた思いがあった。


『本当にそうなったら……素す敵てきね』


　耳元で少女の声がした。飛鈴の頭が一いつ瞬しゆんで醒さめた。


「だ……誰!?」


　振ふり向こうとするも身体が動かない。


　いつの間に、どこからどうやって侵しん入にゆうしたのか、芍花シヤオフアや苺花メイフアと同じくらいの背せ丈たけの少女に背はい後ごから抱きつかれている感かん触しよくがあった。熱いシャワーを浴びているというのに少女の身体はひどく冷たく、まるで石のようだった。


　飛鈴は目だけを動かして視し線せんを落とす。細く華きや奢しやな手が臍へその下を這はい、円を描えがくように指先で撫なでる。


『あなたには……私のママになってほしいの。いいわよね？』


　少女の手が闇やみ色いろに透すき通り、飛鈴の身体と同どう化かするように沈しずみ込みはじめる。


「あ、あ、あああぁぁぁ────」


　氷の塊かたまりを押し込まれるような異い様ような悪お寒かんに、飛鈴は本能的に悲ひ鳴めいを上げた。


「……どうした!?」


　慶一郎の声が聞こえてくる。それに動どう揺ようしたのか背後の少女が身を震ふるわせると、上じよう半はん身しんの金かな縛しばりが解とけた。


　飛鈴はシャワーカーテンを開き、鏡に映る自分の姿を見た。飛鈴の背後から抱きついているのは、闇やみ夜よを切り抜いたような肌と白はく銀ぎんの髪かみ、そして金きん色いろに輝かがやく双そう眸ぼうを持った異い形ぎようの少女だった。


　慶一郎がバスルームのドアを開けて飛び込んでくる。しかし一歩踏ふみ込んだところでその足が止まった。バスルーム内から吹き付けてきた猛もう烈れつな風の圧力によって前進を阻はばまれたのだ。


　金切り声のような風の音は聞こえるものの、飛鈴自身は空気の動きをまるで感じなかった。その〈魔風〉は黒い少女が起こしている現げん象しように違ちがいなかった。


　ドアの縁ふちに手を引っ掛かけて風圧に耐たえながら侵しん入にゆうを試こころみる慶一郎は、飛鈴の背後の少女の存在に気付いて顔色を失った。


「み……美み雪ゆき……ちゃん──!?」


　その言葉に驚いて飛鈴はもう一度鏡を見た。肌も髪も瞳の色も変わってしまっているが、うっすらと燐りん光こうを帯おびた黒い少女の顔は鬼おに塚づか美雪当とう人にんに違いなかった。


　黒い美雪は目を細めて艶えん然ぜんと慶一郎に微笑ほほえみかけた。


　無む邪じや気きとはいえない、あまりにも不吉な笑み──そう見えるのは飛鈴が美雪に体温を奪うばわれているせいだった。


　その笑顔が飛鈴の背中に沈み込んでいく。美雪の身体は飛鈴と半なかば同化していた。


「おおおおっ！」


　慶一郎が吼ほえるような唸うなり声を上げて、強引にバスルームに押し入ろうとする。


　次の瞬間、バスルームの床がガラスのように砕くだけ、足元にぽっかりと口を開けた暗あん黒こくの奈な落らくに破は片へんがばらまかれた。


「慶────」


　飛鈴は慶一郎に向かって手を伸のばした。慶一郎も〈魔風〉に抵てい抗こうしながら身体を伸のばしてその手をつかもうとする。


　しかしその指先が届くことはなく、飛鈴は美雪もろとも深い闇の淵ふちに呑のみ込まれていった──














　あとがき







　お待たせいたしました！


　風ふう雲うん急きゆうを告つげる第十六巻をここにお届とどけします。


　まあ風雲急を告げたはいいけど告げっぱなしで肝かん心じんの大事件がなかなか起きないのがこのシリーズの難なん儀ぎなところですが、もうそんなことを言ってる場合じゃありません。


　魔ま女じよっ子こが来たのはいいけど魔ま界かいから切り離はなされたおかげで魔ま法ほうを使えるのは校内限定、しかも生徒たちのどうでもいい遊びに付き合って毎日のようにアホな騒そう動どうを巻き起こしているだけ。主人公をはじめとする主しゆ要よう人物たちは怪かい獣じゆう退たい治じに奔ほん走そうしているものの、よくよく考えてみれば事じ態たいを根こん本ぽん的に解かい決けつできる人間が誰もいないという事実に気付いて書いてる作者本人がビックリする（！）という行いき当たりばったり小説もいよいよ最終コーナーに差し掛かかりました。


　大事なことなのに苦手だからと判はん断だんを保ほ留りゆうし、問題を先送りにして放ほう置ちしたために取り返しのつかない事じ態たいを招まねく──今回そんな話になっているのは世せ相そうを反はん映えいしたわけじゃなくて単たん純じゆんに身に覚おぼえのある問題だからです。


　戦せん闘とうで解決できない問題からは目を逸そらし続けてきた慶一郎も、いよいよ本当の意味で主人公としての試し練れんに直ちよく面めんすることになります。


　いわゆる年ねん貢ぐの納おさめ時というやつです。


　次巻にて物語は問もん答どう無む用ようの最終決戦に突とつ入にゆうします。


　決戦の舞台は大だい門もん高校の学園祭──これはシリーズ開始当初から考えていたスケジュールでした。プレストーリーであるアーリーデイズ編が前年の学園祭からゴールデンウィーク直前までの半年間、本編がゴールデンウィーク開けから十一月の学園祭までの半年間の話になっています。


　今後の予定としては先にアーリーデイズ編の第三巻（完結編）を出し、第十七巻はその次という順番になりますが、どちらもなるべく早めにお届けできるように鋭えい意い努ど力りよくする所しよ存ぞんです。





　ドラゴンマガジンが創そう刊かん二〇周年を迎むかえますが、リアルバウトが初めて掲けい載さいされたのは一九九六年──それから十二年目でようやくゴールが見えてきました。


　第一巻が発売された頃に高校生だった読者が、ちょうど慶一郎と同い年になっていると考えると感かん慨がい深ぶかいです。


　読者の皆さんの応援のおかげでここまで来ることができました。


　もう少しだけ、この破は天てん荒こうな物語にお付き合いください。


　御ご馳ち走そうてんこ盛もりでおもてなしする予定ですのでどうぞお楽しみに。


　今回はここまで。


　それでは、また。













　　　平成十九年十二月二十六日




雑賀　礼史












召喚教師


リアルバウトハイスクール16
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